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横浜市では、2016 年度の文部科学省「グローバル人材の育成に向けた ESDの推進事業」の採択を受けて以

来、全ての横浜市立学校で、ESD の理念に基づく教育が広がるような取組を展開してきました。事業の推進に

おいては、多様な組織が参加・連携した「横浜市 ESD 推進コンソーシアム」を立ち上げ、以下のような ESD に関

連するキーワードのもとで、取組が展開されてきました。 

 

表：「横浜市 ESD 推進コンソーシアム」で活用されてきた ESD 関連のキーワード 
 持続可能な開発のための教育（ESD） 
 ホールスクール・アプローチ 
 多様な主体とのパートナーシップ 
 ESD のレンズ：見直す（批判的）、つなげる（統合的）、変わる（変容的）、地域で世界へ（文脈的） 
 SDGs の特徴：普遍性、包摂性、参画性、統合性、透明性 
 SDGs を学ぶ、SDGs に学ぶ、SDGs と学ぶ 
 カリキュラムデザインと学校運営の連関 
 未来につながる、未来につなげる 
 「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会 
 学びの可視化、プログラムの評価 

 

本取組では、当初から ESD を学校全体で取り組むこと（ホールスクール・アプローチ）を軸に据え、展開をして

きました。「ホールスクール・アプローチ」は、（1）学校におけるガバナンスと能力開発、（2）学校施設の運営、（3）

カリキュラムの編成・実施と教授・学習活動、（4）学社連携の 4 領域に配慮をしたものであり、その相互性が強調

されたアプローチと言えるでしょう。本取組においても、カリキュラムデザインと学校運営を連関させたアプローチ

を採用し、さまざまな取組を「見直す、つなげる、変わる、地域で・世界で」のレンズで考えることを、教職員、学

校関係者、保護者、児童生徒とともに深めてきました。地域と世界、学級・学年と学校、教科と総合、能力と態度

などのように、一見、異なる文脈で語られることが多い用語を関連づけ、学校全体が持続可能性に向き合う取組

を深めてきました。 

 

令和元年度においては、文部科学省「SDGs 達成の担い手育成（ESD）推進事業」（教育（学習）効果の評価・

普及）の採択を受け、学びの可視化やプログラムの評価に挑んできました。とりわけ、この数年の「変容」は、教

職員、児童生徒らが、持続可能な未来に向けた教育・学習について主体的に考え、関わることにより、各々の学

校の個性や文脈が活かされた取組が多く見られるようになってきました。日々の授業研究や教員研修、年度末

の報告会などを通して、自身の取組を発表・共有するだけでなく、お互いのいいところを尊重し合いながら、さら

に学校の個性や文脈を活かした取組として「変容」させてきている点に特徴が見られるようになってきました。こ

れらの個性ある学校の変容は、当初からESDを学校全体で取り組むことを軸に据えるという「ホールスクール・ア

プローチ」によるものだと思っています。今日では、ESD は、持続可能な開発目標（SDGs）の達成を可能にさせ

るもの（enabler）であると言われています。さらに、2020 年にユネスコにより発表された“ESD for 2030”では、個

人の変容と社会の変容の連動性が今まで以上に強く言われています。 

この冊子に見出される知見が、横浜の、国内各地の、ひいては世界各国の持続可能な未来に向けた教育の

さらなる展開の一助になれば幸いです。 

 

横浜市 ESD 推進コンソーシアム・コーディネーター 

東京都市大学大学院 環境情報学研究科 教授 

 



本書について 

 

 昨年度に引き続き、今年度も文部科学省の

「ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進事

業」の指定を受け、中でも「教育（学習）効果

の評価・普及」の分野で、研究を推進していま

す。横浜市教育委員会として、2020年度はユネ

スコスクール４校を含む、ＥＳＤ推進校を 23校

指定し、ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）

推進事業を実施してきました。 

この事業を進めようとした時点では、既に

COVID-19拡大防止のため、全国的に緊急事態宣

言が発出され、約３か月もの間、全国の学校が

一斉休業になりました。再開後も通常の学校運

営が難しい中、「本当にＥＳＤの推進ができる

のだろうか」、様々な制限があるなかで、「ＥＳ

Ｄの推進といっても何をしたら良いのだろう

か」という懸念もあり手探りの状態でした。し

かし、各校で取り組んだ実践報告を見ると、「誰

もが経験したことがない事態の中での実践で

はあったが、長年に渡り、ＥＳＤ推進を行って

いる本校ならではの取組ができた」「コロナ禍

で活動が制限されている中でも自分たちの考

えや行動を積極的に発信し、広げていこうとす

る生徒の意識や行動力の高まりが感じられた」

といった記述が随所に見られ、ＥＳＤを推進し

てきた強み（価値）を改めて感じました。 

換言すれば、COVID-19という「持続不可能な

状況」の中でも、できないことよりも、できる

ことを見つけ、教育活動全体を見直し、児童生

徒にとって何が大切かを考える１年になった

のだと思います。推進校の取組から教職員が自

発的に学校経営に関わったり、教育的価値を問

い直したりする場面で、「ＥＳＤの視点」が有効

であったことを、改めて確信することができま

した。 

本報告書の構成は次の通りです。 

 第１章では、ユネスコスクールを含むＥＳＤ

推進校の取組について掲載しました。「１ 学

校教育目標とＥＳＤを通して育成したい資質・

能力」「２ ＳＤＧｓ達成の担い手（ＥＳＤ）の

視点で取り組んだこと」「３ ＥＳＤによる『変

容の視覚化』の手法」「４ ＥＳＤによって引き

出すことができた価値」から、教育活動がどの

ように学校教育目標に位置付いているかを示

すことで、手段と目的の関係を明確にしました。

「ＥＳＤによって引き出すことができた価値」

は「教育（学習）効果の評価」そのものです。

また、より詳細な事例として、カリキュラム・

マネジメントの視点から、ＥＳＤの構成概念と

能力態度を研究している横浜市立三保小学校

の実践とロジックモデルを用いた協働型プロ

グラム評価の研究をしている横浜市立みなと

みらい本町小学校（以下、ＭＭ本町小学校）の

実践について掲載しています。 

第２章では、昨年度に引き続き、東洋大学の

米原あき教授のＭＭ本町小を事例とした２年

目の取組の分析について掲載しています。「協

働型プログラム評価」という考え方を導入し、

２年目ならではの課題も含めて検証し、不確実

な時代ならではのレジリエントな学校への展

望も含め論述されています。 

第３章では、2020 年 10 月に各推進校に対し

て実施した児童・生徒と教職員の「ＥＳＤに対

する知識・態度・行動」に関する質問紙調査の

結果を東京大学の北村友人准教授が分析をし

ています。この調査は、地球規模課題として広

く認識されている諸問題に関して児童・生徒や

教職員がどのような知識を有しており、それら

の問題に対応するためにいかなる態度や行動

をとっているのかという実態を把握し、今後の

課題を明らかにすることを目的としており、調

査結果と分析の速報を掲載しました。 

第４章では、横浜市ＥＳＤ推進コンソ―シア

ム交流報告会、ＥＳＤ推進校研修・情報交換会

について掲載しました。 

 最後に、本市のこれまでのＥＳＤ推進事業を

コーデネーターとして支えてくださっている

東京都市大学佐藤真久教授に深く感謝し、本研

究が広く普及することを願うものであります。 
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

学校教育目標「一人一人が輝く永田台」に向け

て、「豊かで確かな学び」」を実現する。特に３つ

の視点を大事にしている。「体験」では、試行錯誤

を繰り返しながら学ぶことができるようにする

こと。「言葉」では、自分の思いを表現する言葉を

もち、語り合う豊かな学びをめざすこと。「協働」

では、つながり合い、認め合い、協力しあって活

動することのよさを実感できるようにすること

である。 

 

 

 

自らの問いを大切にし、解決に向けて探究的に

学習を深める「生活科・総合的な学習の時間（か

がやきの時間）」での取組を紹介する。 

★全学年のかがやきの時間の活動が１１番「住み

続けるまちづくり」につながっています。 

○○幼幼保保小小交交流流つつななががりりププロロジジェェククトト（（１１年年））  

球根を同じ時期に植えるために、永田台小から

幼稚園・保育園に届けた。互いに思いをもって花

を育て、緑を大切にする心を育みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○玉玉ねねぎぎのの皮皮をを使使っってて草草木木染染めめ（（３３年年））  

廃棄される給食の玉ねぎの皮を使ってオリジ

ナルハンカチの草木染めをした。廃棄するものに

も価値のあるものがあることに気付いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○よよももぱぱんん買買いい物物ププロロジジェェククトト（（個個別別支支援援学学級級））  

地域のパン屋でお買い物をする活動を通して、

生きる力とともに地域への愛着が高まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○笑笑顔顔をを取取りり戻戻そそうう！！ココロロナナにに負負けけるるなな！！永永田田  

台台ママララソソンン（（６６年年））  

コロナ禍で地域に笑顔と元気を取り戻そうと

マラソン大会（運動）を企画した。地域住民、永

田台小の子どもたちなどの参加者（自主参加）計

５０名が笑顔になった。３番の「健康と福祉」に

つながった。 

 

 

 

 

 

 

１ 横浜市立永田台小学校 

学校教育目標「一人一人が輝く永田台」 

知：学び続ける 徳：ともに豊かに 体：心も体も元気に 公：持続可能な未来を 開：地域と夢

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

○○一一人人ひひととりりのの子子どどもものの気気付付ききやや変変容容ををととららええ

るるポポーートトフフォォリリオオ評評価価  

  全学年に A４２穴ファイルを配付した。そこに

かがやきの時間の活動での学びや気付きを毎時

間書き込んでファイルに綴じている。子どもた

ちのふりかえりには、担任がフィードバックを

する。そのフィードバックも気付きを促す問い

かけを大事にしたフィードバックを心がけるこ

とで、子どもたちが自分の考えを深め、次の問

いを生み出すきっかけになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑自分で気付きや問いを書き込み始める児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑全学年に配付しているファイル 

○○全全学学年年のの活活動動をを可可視視化化すするるここととががででききるる掲掲示示

のの工工夫夫「「かかががややききスストトリリーートト」」のの作作成成  

 本校には、全学年が通る廊下がある。その廊

下の柱を活用し、かがやきの時間の活動の足跡

を残している。この取組により、どの学年でど

のような活動をしているのか見ることができ

る。また、ホールスクールアプローチとして、

担任や学年の先生だけではない学校全職員が

「こんな団体とつながってみたら？」「このアイ

ディアどう？」など日常から声をかけ合い、職

員間での対話のきっかけを生むことができる。

その対話は教職員間だけではなく、児童と職員

の会話のきっかけにもなるので、ホールスクー

ルアプローチにより学びがより深まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑学年ごとの柱状に掲示している 

○○子子どどもものの変変容容をを見見取取るる教教職職員員のの育育成成  

 子どもの変容を見取る上で、教員一人ひとり

の「見取る力」は欠かせない。その力を向上さ

せるために、授業研究会では数名の子どもの 45

分間の授業の行動観察をし、その子どもの姿を

糸口に授業内容や問いを深める研究協議会を行

っている。研究協議会を重ねることで、教員の

見取る力は確実に上がり、日々の授業にも生か

されている。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

・予測不能な時代の中でも、ESD に取り組むこと

で、一人では解決できないことも、誰かに相談

をすれば解決することができることや、困って

いるときは地域や教員などの身近な大人が協

力をしてくれることを、実体験を伴って、実感

することで、「自分の小さな力は大きな力にな

る」という認識をより確かにすることができた。 

・ふりかえりを大事にすることで、自分の中の

問いを見つめ直すきっかけとなり、思いを言

語化することで学びがより豊かになった。ま

た、ESD における資質・能力（批判的思考・未

来の計画性・多面的総合的に考える力）の高

まりにつながり、ESD をより深化させている。 
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

新しい学習指導要領には、教育課程全体を通じて

教科横断的に育成を目指す資質・能力が問われてい

る。学校教育目標の達成に向けて、どのような資質・

能力を本校として育成すべきなのか、その視点に立

って協議した結果、「目指すべき子ども像」を昨年度、

完成させた（以下、子ども像）。  

この子ども像を一

つの視点として、昨

年度の実践では、多

くの成果が生まれた。

詳しくは昨年度の報

告書に譲るが、一方

で、子ども像の系統

性の理解が課題とし

て上がった。 

そこで本年度は、

図２の「幸ケ谷小学

校で育てたい資

質・能力表」を作成

し、系統性を明確

にして、各発達段

階の目指すべき子

ども像を明らかに

した。図２は、本校

のＥＳＤ推進部が

作成し、各ブロッ

クで育てたい資

質・能力を具体ま

で落とし込んだもので

ある。発達段階が系統立てられていると共に、「学校

教育目標」、横浜市の教育が育む力（知徳体公開）」

の5つの視点、ユネスコが示した「ＥＳＤの学習の

柱」の3つの視点との整合性が図られている。 

本年度は上記を活用しながら重点研究を一つの

ポイントとしつつ、日々の実践に臨んだ。 

 

 

 

 本年度はコロナショックという未曽有の事態の中で、

「持続可能な社会の創り手」、「SDGｓ達成の担い手」の

育成にいかに取り組むかを全教職員で模索する日々で

あった。様々な実践が行われたが、ここでは、主に重

点研究の取組について紹介する。 

 本年度の重点研究は、先記したように「資質・能力

表」を活用しながら、昨年度に続き「子どもと教師の

変容を促す効果的なリフレクション研究～自分、友だ

ち、社会の幸せをつくる資質、能力の育成～」とのテ

ーマで児童と教職員のリフレクション（Reflection以

下、リフレクション）の実践に取り組んだ。リフレク

シ ョ ン は 、 OECD(organistation for Economic 

Cooperation Development 以下、OE CD）が定める国際

標準の学力であるキー・コンピテンシー（資質・能力）

の核心であり（ドミニク：2006）、OECD が定めた 「The 

Learning Framework2030」には、リフレクションが位

置付けられている。また、ユネスコの「自分自身と社

会を変容させるための学び」の特徴を表すキーワード

でもある（曽我：2018）。昨年度の成果を踏まえ、より

深いリフレクションを行うため、より深く授業者に問

いを重ねる形式で重点研究を進めた。例えば、授業後

の研究協議会では、授業者の自評を踏まえつつ、参観

者が小グループで話し合い、授業者への問いを一つ決

める。出された各グループからの問いをもとに、ファ

シリテーターが授業者の内省を深めていく。授業者の

リフレクションの深まりを聞きながら、参観者は授業

者の思いや思考の揺れを意味付けすることで、自身の

実践を顧みることを意図した取組である。 

 授業者からは、「自分では気付かなかった視点を、み

なさんからの問いで気付くことができた」また参観者

からは「○○さん（授業者）の振り返りが、どんどん

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

図1「目指すべき子ども像」（2019） 

２ 横浜市立幸ケ谷小学校 

学校教育目標 

自自分分  友友だだちち  社社会会のの幸幸せせををつつくくるる子子どどもも  

図２「資質・能力表」（2020） 

深まっていることが分かった。また○○さんの授業の

こだわりの裏に、子どもたちへの思いがあるのがわか

った。」などの声が聞かれた。授業者自身がメタ認知の

視点から、内発的に自己を顧みる効果や同僚性の高ま

りが出ており、一般的に本校で行われてきた反省点を

指摘し合う授業研究会では得られなかった成果である。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

（１）児童の変容～価値変容、行動変容～ 

「変容の視覚化」の一例として4年生の学級の実践を

紹介する。この学級では、児童たちが「横浜の海の大

切さを伝えたい」との願いをもち学校の壁画作成の実

践に取り組んだ。単元ごとの終末には、「持続可能な

横浜の海とは？」との問いへの応答を考えることで、

児童の変容を明らかにするリフレクションの試みがさ

れていた。ノートには、定期的に振り返った跡が記さ

れており、児童も自分自身の思考の変容を知ることが

できる（写写真真１１）。ある児童は、当初、海に対する愛

着がなかっ

たが、回を

重ねるごと

に、「持続

可能な横浜

の海」の姿

について考

察をしてい

くだけでなく、自主的に海岸の掃除をするようになる

など、価値の変容から行動の変容としてつながる姿が

見受けられた。このように、ノートの記述を通して児

童の価値の変容が視覚化されるだけでなく、行動に至

る変容として視覚化される実践がなされた。 

（２）職場環境の変容 

休校期間中、本校のESD

推進部を中心に「今こそで

きることは何か」を考え、

昨年度より行っている職員

室レイアウト変更をさらに

一歩進めた。例えば、文房

具類の見える化や物品の整

理をすることで、職員室内に空間が確保された（写写

真真２２）。このことによって、本校の長年の課題である

手狭な職員室に、より多くのスペースが生まれ、動線

の確保がなされた。この効果は、職員からも大変好評

で、持続可能な働き方に大きく寄与している。 

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

  

 本年度は、誰もが経験していない事態の中での実践

ではあったが、長年に渡り ESD 推進を行っている本

校ならではの取組ができたと考えている。重点研究は

もちろん、運動会をはじめとする諸行事においても大

幅な変更が必要とされた。その度に、本校では教職員、

地域が一丸となって知恵を出し合い、多くの工夫が施

された。それは単に密を避ける、消毒をこまめにする、

といったことではない。教育の質や児童の喜びを下げ

ることなく、かつ職員、地域にとっても負担を強いる

だけでない取組を一つ一つ実現していった。その評価

は、各種のアンケートからも明らかになっている。長

年、ユネスコスクールとしてESDを柱に、地域とつな

がりながら、学校教育目標の実現に取り組んできたか

らこそ、このような成果が出せたのではないだろうか。 

 休校期間中に、教職員の思

いが付箋に書かれたポスタ

ーが職員室に飾られた（写写真真

３３）。付箋を読むと、教職員

一人ひとりが、今回の事態を

冷静に受け止めつつ、学校再

開に向けて自分自身が取り

組めることを前向きに記し

ているのが分かる。児童の

資質・能力の育成が求めら

れるからこそ、こうした職員の資質・能力、そしてつ

ながりを育む職場づくりに向けて、ESDを柱に取り組

んでいきたい。 

  

引引用用文文献献  

曽曽我我幸幸代代（（22001188））『『社社会会変変容容ををめめざざすすEESSDD::ケケアアをを通通ししたた自自己己変変容容

ををももととにに』』学学文文社社。。  

ドドミミニニクク・・SS・・ラライイチチェェンン//立立田田慶慶裕裕監監訳訳（（22000066))  『『キキーー・・ココンンピピ

テテンンシシーー  国国際際標標準準のの学学力力ををめめざざししてて』』  明明石石書書店店。。  

写真３「職員室に飾られた掲示」 

写真１「児童のノート」 

写真２「文房具の見える化」 
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資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

新しい学習指導要領には、教育課程全体を通じて

教科横断的に育成を目指す資質・能力が問われてい

る。学校教育目標の達成に向けて、どのような資質・

能力を本校として育成すべきなのか、その視点に立

って協議した結果、「目指すべき子ども像」を昨年度、

完成させた（以下、子ども像）。  

この子ども像を一

つの視点として、昨

年度の実践では、多

くの成果が生まれた。

詳しくは昨年度の報

告書に譲るが、一方

で、子ども像の系統

性の理解が課題とし

て上がった。 

そこで本年度は、

図２の「幸ケ谷小学

校で育てたい資

質・能力表」を作成

し、系統性を明確

にして、各発達段

階の目指すべき子

ども像を明らかに

した。図２は、本校

のＥＳＤ推進部が

作成し、各ブロッ

クで育てたい資

質・能力を具体ま

で落とし込んだもので

ある。発達段階が系統立てられていると共に、「学校

教育目標」、横浜市の教育が育む力（知徳体公開）」

の5つの視点、ユネスコが示した「ＥＳＤの学習の

柱」の3つの視点との整合性が図られている。 

本年度は上記を活用しながら重点研究を一つの

ポイントとしつつ、日々の実践に臨んだ。 

 

 

 

 本年度はコロナショックという未曽有の事態の中で、

「持続可能な社会の創り手」、「SDGｓ達成の担い手」の

育成にいかに取り組むかを全教職員で模索する日々で

あった。様々な実践が行われたが、ここでは、主に重

点研究の取組について紹介する。 

 本年度の重点研究は、先記したように「資質・能力

表」を活用しながら、昨年度に続き「子どもと教師の

変容を促す効果的なリフレクション研究～自分、友だ

ち、社会の幸せをつくる資質、能力の育成～」とのテ

ーマで児童と教職員のリフレクション（Reflection以

下、リフレクション）の実践に取り組んだ。リフレク

シ ョ ン は 、 OECD(organistation for Economic 

Cooperation Development 以下、OE CD）が定める国際

標準の学力であるキー・コンピテンシー（資質・能力）

の核心であり（ドミニク：2006）、OECD が定めた 「The 

Learning Framework2030」には、リフレクションが位

置付けられている。また、ユネスコの「自分自身と社

会を変容させるための学び」の特徴を表すキーワード

でもある（曽我：2018）。昨年度の成果を踏まえ、より

深いリフレクションを行うため、より深く授業者に問

いを重ねる形式で重点研究を進めた。例えば、授業後

の研究協議会では、授業者の自評を踏まえつつ、参観

者が小グループで話し合い、授業者への問いを一つ決

める。出された各グループからの問いをもとに、ファ

シリテーターが授業者の内省を深めていく。授業者の

リフレクションの深まりを聞きながら、参観者は授業

者の思いや思考の揺れを意味付けすることで、自身の

実践を顧みることを意図した取組である。 

 授業者からは、「自分では気付かなかった視点を、み

なさんからの問いで気付くことができた」また参観者

からは「○○さん（授業者）の振り返りが、どんどん

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

図1「目指すべき子ども像」（2019） 

２ 横浜市立幸ケ谷小学校 

学校教育目標 

自自分分  友友だだちち  社社会会のの幸幸せせををつつくくるる子子どどもも  

図２「資質・能力表」（2020） 

深まっていることが分かった。また○○さんの授業の

こだわりの裏に、子どもたちへの思いがあるのがわか

った。」などの声が聞かれた。授業者自身がメタ認知の

視点から、内発的に自己を顧みる効果や同僚性の高ま

りが出ており、一般的に本校で行われてきた反省点を

指摘し合う授業研究会では得られなかった成果である。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

（１）児童の変容～価値変容、行動変容～ 

「変容の視覚化」の一例として4年生の学級の実践を

紹介する。この学級では、児童たちが「横浜の海の大

切さを伝えたい」との願いをもち学校の壁画作成の実

践に取り組んだ。単元ごとの終末には、「持続可能な

横浜の海とは？」との問いへの応答を考えることで、

児童の変容を明らかにするリフレクションの試みがさ

れていた。ノートには、定期的に振り返った跡が記さ

れており、児童も自分自身の思考の変容を知ることが

できる（写写真真１１）。ある児童は、当初、海に対する愛

着がなかっ

たが、回を

重ねるごと

に、「持続

可能な横浜

の海」の姿

について考

察をしてい

くだけでなく、自主的に海岸の掃除をするようになる

など、価値の変容から行動の変容としてつながる姿が

見受けられた。このように、ノートの記述を通して児

童の価値の変容が視覚化されるだけでなく、行動に至

る変容として視覚化される実践がなされた。 

（２）職場環境の変容 

休校期間中、本校のESD

推進部を中心に「今こそで

きることは何か」を考え、

昨年度より行っている職員

室レイアウト変更をさらに

一歩進めた。例えば、文房

具類の見える化や物品の整

理をすることで、職員室内に空間が確保された（写写

真真２２）。このことによって、本校の長年の課題である

手狭な職員室に、より多くのスペースが生まれ、動線

の確保がなされた。この効果は、職員からも大変好評

で、持続可能な働き方に大きく寄与している。 

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

  

 本年度は、誰もが経験していない事態の中での実践

ではあったが、長年に渡り ESD 推進を行っている本

校ならではの取組ができたと考えている。重点研究は

もちろん、運動会をはじめとする諸行事においても大

幅な変更が必要とされた。その度に、本校では教職員、

地域が一丸となって知恵を出し合い、多くの工夫が施

された。それは単に密を避ける、消毒をこまめにする、

といったことではない。教育の質や児童の喜びを下げ

ることなく、かつ職員、地域にとっても負担を強いる

だけでない取組を一つ一つ実現していった。その評価

は、各種のアンケートからも明らかになっている。長

年、ユネスコスクールとしてESDを柱に、地域とつな

がりながら、学校教育目標の実現に取り組んできたか

らこそ、このような成果が出せたのではないだろうか。 

 休校期間中に、教職員の思

いが付箋に書かれたポスタ

ーが職員室に飾られた（写写真真

３３）。付箋を読むと、教職員

一人ひとりが、今回の事態を

冷静に受け止めつつ、学校再

開に向けて自分自身が取り

組めることを前向きに記し

ているのが分かる。児童の

資質・能力の育成が求めら

れるからこそ、こうした職員の資質・能力、そしてつ

ながりを育む職場づくりに向けて、ESDを柱に取り組

んでいきたい。 

  

引引用用文文献献  

曽曽我我幸幸代代（（22001188））『『社社会会変変容容ををめめざざすすEESSDD::ケケアアをを通通ししたた自自己己変変容容

ををももととにに』』学学文文社社。。  

ドドミミニニクク・・SS・・ラライイチチェェンン//立立田田慶慶裕裕監監訳訳（（22000066))  『『キキーー・・ココンンピピ

テテンンシシーー  国国際際標標準準のの学学力力ををめめざざししてて』』  明明石石書書店店。。  

写真３「職員室に飾られた掲示」 

写真１「児童のノート」 

写真２「文房具の見える化」 
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に、「地域」に活動を広げることで、「地域の変

容に貢献できる学校」としての役割が「持続可

能な社会の創造」において、とても重要となっ

てくると学ぶことができま 

した。 

・各教科 

【【  国国語語  】】    

学校司書と連携し、図書室にある本を１冊選

び SDGs との関連を考え、紹介するポップを作

る授業を行いました。SDGs を達成させるヒント 

が身近にあることを 

理解できる学びとな 

りました。 

   

【【  英英語語  】】  

  朝日新聞の「169 ターゲットアイコン日本語

版製作プロジェクト」に取り組みました。英語

で書かれた原文を読み、自分で調べ学習を行い、

具体的行動につながる一人ひとりの心に残る

日本語コピーを製作しました。 

 

【【  総総合合的的なな学学習習のの時時間間  】】  

１学年は、「SDGs の理解を深める」、２学年は、

「身近な課題解決に向けた考え方や行動力」、

３学年は、「日本や世界の問題について考える」

など、各学年でテーマをもって SDGs の学習に

取り組みました。SDGs の達成に向けた「今」の

自分たちの意識や考えの変容に気付き、行動に

移していくことの大切さを学ぶ時間となりま

した。 

 

【【  道道徳徳  】】  

  よりよい学校生活、集団生活の充実を目指し、

生徒総会の意見としてあがった「自動販売機の

導入」のよりよい在り方について、討議を行い

ました。「便利だから、ただ必要」というだけで

なく、他の生徒や教員の意見、SDGs に達成に向

けて取組んできた市ケ尾中学校としての視点

等から、熟思し、話合いが行われ、他者と考え

を共有し、自分なりの考えをもつことができま

した。持続可能な社会に向けて取り組む、生徒

たちの意識の変容を見取ることができました。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

    

「持続可能な社会づくり」を意識した委員

会活動を通した、生徒たちの「ESD を通して育

成したい能力・態度」の変容を見取るため、

振り返りアンケートを実施し、数値をグラフ

化しました。 

 

 

 

 

   

振り返りアンケートの結果、高い数値なの

が、「他者と協力する態度」「進んで参加する

態度」で９０％以上の生徒が２つの態度の高

まりについて実感しています。一番低い数値

なのが、「多面的・総合的に考える力」「コミ

ュニケーションを行う力」であることがわか

りました。今後、ESD の視点でのアンケートを

全校の生徒に実施することを計画し、本校の

ESD の達成度や理解度を測り、ESD の更なる推

進に努めていきたいと考えています。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

ESD を取り組み始め５年が経ち、「持続可能な

社会作りの担い手」を育てる教育活動の広がり

を様々な学習で感じる１年でした。コロナ禍で

SDGs の活動が制限されている中でも、「オンライ

ンでの小学生との交流」や「地域にマイバッグ

を広める活動」などを通して、「自分たちの考え

や行動を積極的に発信し、広げていこう」とす

る生徒の意識や行動力が高まりました。先輩た

ちの取組を後輩たちが引継ぎ、発展させてきた

からこその成果でもあります。「地域の変容のた

めに学校が情報発信していくこと」や「次の世

代に取組をバトンタッチしていくことを」今後

も大切していきたいと思います。  

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 
・持続可能な社会の創造に貢献する力 
・グローバル化の中で生きる力 
・言語能力   
 

 

 

１１．．EESSDD のの視視点点をを重重視視すするる教教育育活活動動のの視視点点  

「「市市中中かからら世世界界をを変変ええよようう」」を合言葉に、生徒会

本部役員を中心とした各委員会の活動や各教科

の授業などで ESD に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

・・環環境境委委員員会会  

「石けん教室」 

  SDGｓの目標達成に取り組んでいる「太陽油

脂株式会社」から講師を招き、地球環境への影

響に配慮した取組として、自分たちができるこ

とは何かという視点で学ばせていただきまし

た。「環境にやさしい生活」に気付かされる時間

となりました。 

 

・・図図書書委委員員会会  

「Life with Reading ～読書の秘訣～ 創造的読

書のパターン・ランゲージ」 

  「株式会社有隣堂」のご協力のもと「ワーク

ショップ」に取り組みました。読書のコツや楽

しみ方を「言語化」することで、そこから生ま

れるコミュニケーションを楽しみながら、活動

しました。質の高い読書の方法などについて学

びました。 

 

 

 

 

・・生生徒徒会会本本部部役役員員  

  瀬谷区の相沢小学校とリモート交流を行い、

お互いの SDGｓの取組について、学びの成果や

実践などを伝え合いました。離れていても、人

とつながり、情報交換ができたことは、とても

良い刺激となりました。交流をもつことの大切

さを改めて実感しました。 

 

２２  持持続続可可能能なな社社会会のの実実現現とと SSDDGGｓｓ達達成成にに向向けけてて  

・・市市中中オオリリジジナナルルママイイババッッググ  

  ３年前から「海洋プラスチック問題」につい

て課題意識をもち、中央委員会を中心に学習を

進めてきました。まずは、講師を招き、問題に

ついて学習したり、「学活」や「総合的な学習の

時間」などで学習したことを発信したりして、

「海洋プラスチック問題」について全校生徒に

伝えました。次に、「自分たちができきる」こと

を真剣に考え、「マイバッグ」を製作しました。

完成した「マイバッグ」を全校生徒に配布し、

「自分たちの行動が世界を変えることにつな

がる」という具体的な行動のきっかけとなりま

した。 

今年度は、「マイバッグを 

地域に広げる活動」を行いま 

した。自治会や町内会などで 

生徒会本部役員が「マイバッ 

ク」の取組を説明しました。 

多くの場所で取組に賛同してもらい、「マイバ

ッグ」を購入してもらったり、区役所の協力の

もと、地域のイベントでの販売活動を行ったり

することができました。「マイバッグ」について、

地域の広報誌や新聞社から取材を受けて、取組

を発信することもできました。今年度の活動か

ら、自分たちだけの行動で終わるのではなく、

そのことを発信し、広げていこうとする意識や

意欲をもった生徒たちが育ってきました。さら

３ 横浜市立市ケ尾中学校 
学校教育目標  教育理念 『自立貢献』 
          〇自分で解決する力を大切にします。(知・公・開)  
          〇心豊かに生きる力を大切にします。(徳・体) 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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に、「地域」に活動を広げることで、「地域の変

容に貢献できる学校」としての役割が「持続可

能な社会の創造」において、とても重要となっ

てくると学ぶことができま 

した。 

・各教科 

【【  国国語語  】】    

学校司書と連携し、図書室にある本を１冊選

び SDGs との関連を考え、紹介するポップを作

る授業を行いました。SDGs を達成させるヒント 

が身近にあることを 

理解できる学びとな 

りました。 

   

【【  英英語語  】】  

  朝日新聞の「169 ターゲットアイコン日本語

版製作プロジェクト」に取り組みました。英語

で書かれた原文を読み、自分で調べ学習を行い、

具体的行動につながる一人ひとりの心に残る

日本語コピーを製作しました。 

 

【【  総総合合的的なな学学習習のの時時間間  】】  

１学年は、「SDGs の理解を深める」、２学年は、

「身近な課題解決に向けた考え方や行動力」、

３学年は、「日本や世界の問題について考える」

など、各学年でテーマをもって SDGs の学習に

取り組みました。SDGs の達成に向けた「今」の

自分たちの意識や考えの変容に気付き、行動に

移していくことの大切さを学ぶ時間となりま

した。 

 

【【  道道徳徳  】】  

  よりよい学校生活、集団生活の充実を目指し、

生徒総会の意見としてあがった「自動販売機の

導入」のよりよい在り方について、討議を行い

ました。「便利だから、ただ必要」というだけで

なく、他の生徒や教員の意見、SDGs に達成に向

けて取組んできた市ケ尾中学校としての視点

等から、熟思し、話合いが行われ、他者と考え

を共有し、自分なりの考えをもつことができま

した。持続可能な社会に向けて取り組む、生徒

たちの意識の変容を見取ることができました。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

    

「持続可能な社会づくり」を意識した委員

会活動を通した、生徒たちの「ESD を通して育

成したい能力・態度」の変容を見取るため、

振り返りアンケートを実施し、数値をグラフ

化しました。 

 

 

 

 

   

振り返りアンケートの結果、高い数値なの

が、「他者と協力する態度」「進んで参加する

態度」で９０％以上の生徒が２つの態度の高

まりについて実感しています。一番低い数値
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４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
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３ 横浜市立市ケ尾中学校 
学校教育目標  教育理念 『自立貢献』 
          〇自分で解決する力を大切にします。(知・公・開)  
          〇心豊かに生きる力を大切にします。(徳・体) 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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・国ごとで分けられているから他人事になって

いたけけどど、いざ同じ場所にいると自分たちと何

も変わらない“一人の人”で、同じ考えを持っ

ていたり、新しい考えを持っていたりしていて

決して自分から遠ざけてはいけないなと強く感

じた。 

・今までは世世界界には SDGs にある通りの問題があ

ると全部を知ったつもりでいたけけどど、この 2日

間で世世界界は自分の知らない問題であふれている

ことを知りました。 

・ヨーロッパは裕福だという勝手な偏見がああっっ

たたがが、ヨーロッパの国々でも十分に教育を受け

られていない人が大勢いることを知る良い機会

になりました。 

・前から世世界界の問題については少し知ってはいい

たたがが、知っていたのがインドくらいしか知らな

かかっったたがが、今回はタイ、ウズベキスタン、イン

ド（もっと詳しく知れた）パキスタン、ルーマ 

ニア、ブラジル（特にその国の問題）について

知ることができて、とてもいい経験になり、も

う少し視点を広げようと思った。 

・SDGs について考えているのは一部の国だけだ

と勝手に思っていたから、ほぼ世世界界中の人が考

えていてとても驚いた。 

・とにかく「伝えたいという強い気持ち」が本

当に大切だと思った。 

 今まで「間違え」を恐れていたけけどど、今は間

違えてもいいからとりあえず言葉にしてみたい

と思うようになった。 

 

 このように、「～だったが、～になった」とい

う表現が多く使われていることと、世界とかグ

ローバルという単語も多くみられ、生徒の視点

が「身近なところ」から「世界」に大きく広が

ったことがよく分かる。 

 

 

 

▲GGCC フファァイイルル    

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価）） 

  
国国際際的的なな広広いい視視野野  
  生徒は、小学校から、中学校を経て、高校生と
なり、思考のパラダイムを「世界」というレベル
に広げている。「身近」→「世界」→「足元」とい
うように、まさに、グローバルに考えて、ローカ
ルに行動するという力が身についてきている。 
  
多多様様性性のの許許容容  
  学校以外の人たち、特に企業人や、外国からの
留学生などと出会うことで、生徒は、「多様性」に
ついての自分の認識をリアルに変容させている。   
  
問問題題意意識識・・課課題題意意識識  
  「問題」や「課題」を、身近なこと、自分の生
活というまさに「自分事」に引き寄せて、グロー
バルな事象について考えることができるように
なってきている。例えば、気候変動と自分の行動
というようにである。 
  
ココミミュュニニケケーーシショョンンのの大大切切ささ＝＝ツツーールルととししててのの
英英語語  
国際語＝コミュニケーションツールとしての

英語の必要性を切実に感じる生徒が増えてきて
いる。このことは、単なる「受験勉強」としての
学習から、自分自身の成長＝自分づくりのための
学習に学びが変容してきていることを示してい
る。 
 

シシチチズズンンシシッッププ＝＝人人権権意意識識  
 グローカルなシチズンシップを、東高校では、
「あたりまえ」にしていこうと考えている。将来
の成熟した市民社会の形成にむけて、生徒一人ひ
とりが、自分なりに考え、行動できるようになっ
てきている。 

▲グローカル・シチズンシップ・キャンプの成果発表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
                                         

〇「言葉の力」と「聴く力」を身につけ、論理的
な 思 考 力 と 高 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力   

〇「主体的な学び」の成果をもとに、より高い進

路目標の実現に向けて「挑戦する力」 
・多様性を尊重し、それを受け入れる価値観と多

様な人々とともに、目標にむかって「協力する力」 
・自分の意見をわかりやすく伝える発信力と他者

の意見を丁寧に「聴く力」 
・現状を分析し、目的や課題を明らかにする「課

題発見力」とそれを解決しようとする「行動力」 
・物事に進んで取り組む主体性と他人に働きかけ

巻き込む力をもったリーダーシップ  
☆これらの力を身につけることによって、学校教

育目標を達成できる。 

 

 

 

〇イーストタイム（総合的な探究の時間） 
〇イーストタイム プレミアムプログラムⅠ・Ⅱ 
Ⅰでは、進路選択に向けた、大学の説明 
Ⅱでは、２９の企業・団体がそれぞれ取り組ん

でいる SDGｓについて、来校してプレゼンをし

ていただく。 
〇グローカリー（有志による地域学習） 
〇ESD 委員会（緑化プロジェクト等） 
〇サスティナブル研究部（部活動として様々なイ

ベントへの参加） 
〇グローカル・シチズンシップ・キャンプ 
（留学生を交えて、英語で SDGs について二日間

学ぶ） 

） 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  
  

生徒の振り返りを大切にしている。そのた

め、今年度より、新一年生には、「GC ファイル」

という「探究」のファイルを各自作っていて、

ポートフォリオとしている。 

▲グローカル・シチズンシップ・キャンプ 

 

 あらゆる取組において振り返りを行っている

が、次に、例として、１年生が１１月に 2 日間

行った、「グローカル・シチズンシップ・キャン

プ」についての振り返りから、いくつかを示し

てみる。 

・世世界界的な課題は私たちにはまだまだ高校生だ

から何にも役に立たないと思っていいたたがが、小さ

なことからでも必ず繋がって少しでも役に立て

ることを知った。 

・世世界界の問題はたくさん知っていたけけどど、他人

事だと思っていて、でも今回は実施にその国の

人たちに直接社会問題を聞いて、改善する重要

性に気づけて、助けられたらなと考えるように

なりました。 

４ 横浜市立東高等学校 

＜教育理念＞・あたり前のことをあたり前に出来る人間 
・物事を正しく判断し、他人に迷惑をかけない人間 

＜学校教育目標＞   

・自ら学び、熱心に学習する生徒を育成します。 

・豊かな心と健やかな体を育み、他人を思いやる生徒を育成します。 

・社会の一員として自らの役割を果たすとともに、国際社会の発展に貢献できる生徒を育成します。 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

12



 第６学年では、「構成概念」【公平性】と「能力・

態度」【②《未来》未来像を予測して計画を立てる

力】の重点化を図った。理科「自然とともに生き

る」では、構成概念【相互性】も取り入れ、本校

の学区にある梅田川の環境と自分たちのくらし

が、生物や環境にどのような影響を与えたり、与

えられたりしているのかを相互的に考えようと

した。梅田川は、総合的な学習の時間「我がまち 

ふるさと 三保」でも生物調査や自然の写真を撮

影する活動を行い、梅田川の緑区遺産への登録を

目指している。未来に残していきたいと強く思う

場所についての学習ということで、自分事として

捉えて学んだり、考えを深めようとしたりする姿

が見られた。 

 

▲▲第第６６学学年年  理理科科「「自自然然ととととももにに生生ききるる」」  

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  今年度から、授業における児童の思考を「見

える化」するために、積極的に思考ツールを取

り入れてきた。  

  第４学年の総合的な学習の時間「だれもが 

安心・安全 三保のまち」では、これまでに学

習してきた内容を整理するために、KWL や PMI、

フィッシュボーンといったシンキングツールを

活用した授業を行った。 

 三保のまちを一つの視点で捉えるのではな

く、「交通」「防災」「防犯」「福祉」の４つの視

点から考え、それらが互いにつながりあって安

心・安全なまちが実現されていることに気付け

るようにするために、シンキングツールを活用

し、互いに話し合いながら学びを整理できるよ

うに授業を展開した。 

 今年度は紙やホワイトボードを活用して、思

考ツールを取り入れてきたが、今後はロイロ・

ノートのシンキングツールを活用して、児童の

思考の視覚化を図っていきたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲▲第第４４学学年年  総総合合的的なな学学習習のの時時間間  

「「だだれれももがが  安安心心・・安安全全  三三保保ののままちち」」 

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 本校はＥＳＤ研究を始めて９年目となるが、

常に新しいものを求めて、研究・研鑽に努めて

きた。今年度も、「構成概念」と「能力・態度」

の学年別重点化をはじめ、新たな形での校内授

業研究会やＥＳＤ教材開発、ＥＳＤカレンダー

や評価規準の見直しを行ってきた。 

 そういった研究を重ねてきたことにより、生

活科や総合的な学習の時間を中心とした学習を

通して、豊かな緑があふれ、温かく学びを応援

してくださる地域の方々に恵まれた「三保のま

ち」にたくさん触れ、これからも自分たちのま

ちを大切にしようとする気持ちが高まった。ま

た、ＳＤＧｓをきっかけとし、世界で起きてい

る出来事への関心が高まり、自分事として考え

実行しようとする姿勢が見られるようにもなっ

てきている。 

今後も、指導方法の一層の工夫や改善を図るとと

もに、「ＥＳＤの指導と評価」についてさらに研究

を深めていきたい。 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

【学校教育目標】 
進んで学び、高め合う子 ～元気・勇気・根気～ 
【ＥＳＤテーマ】 
○みらいをつくる ○ほんきのまなび 
＜持続可能な社会づくりを担う力＞ 
○興味・関心を広げ、主体的に学び続ける力。 
（②未来） 
○他者を思いやる心をもち、自他を大切にする 
態度。（Ⅰ多様性の尊重） 

○社会の一員として、自分の役割を進んで果たす

態度。（⑦参加） 

 

 

 

 本校は、地域の豊かな自然を活用しながら「持

続可能な開発のための教育」（ＥＳＤ）を推進しカ

リキュラム開発と授業実践を進めてきた。持続可

能な社会づくりを担う児童の育成を目指し、環境

やキャリアなどの教育課題をクロスカリキュラ

ムにより整理し、全教科等において授業実践を進

めてきた。今年度の取組は次の通りである。 
ⅠⅠ  新新たたなな““授授業業研研究究””のの形形  

 コロナウイルス感染症の拡大によって、年間 8

回、全員が行っていた授業研究会を学年で 1学級

の授業公開に絞った。その分、指導案検討に充て

ていた時間を利用して、学年ごとに「ＥＳＤ教材

開発」に取り組む時間を確保し、授業のデザイン

力や指導力の向上につなげようとした。 

 またＩＣＴの活用も積極的に行った。ＳＤＧｓ

の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会などの Zoom

によって行われた研修に参加したり、校内研究会

でも Zoom を活用し、滋賀県立大学の木村裕先生

に「教育評価を意識したＥＳＤの実践づくりの方

向性」に関する講演を行っていただいたりした。

授業でのロイロ・ノートの活用に向けても、夏季

から計３回職員研修を行った。 

 

 

 

 

ⅡⅡ  ＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成をを目目指指すす「「構構成成概概念念」」とと

「「能能力力・・態態度度」」のの学学年年別別重重点点化化  

 今年度は、ＥＳＤを通して育成を目指す「構成

概念」と「能力・態度」を学年別に重点化を図り、

1 年間を通しての変容を探った。 
 

 

 

 

 

 

▲▲「「構構成成概概念念」」とと「「能能力力・・態態度度」」のの学学年年別別重重点点  

例えば、第 1 学年では、ＥＳＤで育成を目指す

「構成概念」【多様性】と「能力・態度」【⑦《参

加》進んで参加する態度】の重点化を図り、授業

研究やＥＳＤの教材開発に取り組んだ。学級活動

（食育）「はしイーナちゃんになろう」では、世界

で使う食器について知ることを入口とし、食事の

マナーや上手な箸の持ち方を学んだ。一人ひとり

が箸を持ち、歌に合わせて箸を動かしたり、実際

に食材を箸で掴んだりと意欲的に学びに向かう

ことができた。また、栄養職員の専門性を生かし

て、ＴＴで授業を行ったことで、より質の高い学

びになった。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 第第１１学学年年  学学級級活活動動（（食食育育））  

「「ははししイイーーナナちちゃゃんんににななろろうう」」  

５ 横浜市立三保小学校 

学校教育目標 

進んで学び、高め合う子 ～元気・勇気・根気～ 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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 第６学年では、「構成概念」【公平性】と「能力・

態度」【②《未来》未来像を予測して計画を立てる

力】の重点化を図った。理科「自然とともに生き

る」では、構成概念【相互性】も取り入れ、本校

の学区にある梅田川の環境と自分たちのくらし

が、生物や環境にどのような影響を与えたり、与

えられたりしているのかを相互的に考えようと

した。梅田川は、総合的な学習の時間「我がまち 

ふるさと 三保」でも生物調査や自然の写真を撮

影する活動を行い、梅田川の緑区遺産への登録を

目指している。未来に残していきたいと強く思う

場所についての学習ということで、自分事として

捉えて学んだり、考えを深めようとしたりする姿

が見られた。 

 

▲▲第第６６学学年年  理理科科「「自自然然ととととももにに生生ききるる」」  

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  今年度から、授業における児童の思考を「見

える化」するために、積極的に思考ツールを取

り入れてきた。  

  第４学年の総合的な学習の時間「だれもが 

安心・安全 三保のまち」では、これまでに学

習してきた内容を整理するために、KWL や PMI、

フィッシュボーンといったシンキングツールを

活用した授業を行った。 

 三保のまちを一つの視点で捉えるのではな

く、「交通」「防災」「防犯」「福祉」の４つの視

点から考え、それらが互いにつながりあって安

心・安全なまちが実現されていることに気付け

るようにするために、シンキングツールを活用

し、互いに話し合いながら学びを整理できるよ

うに授業を展開した。 

 今年度は紙やホワイトボードを活用して、思

考ツールを取り入れてきたが、今後はロイロ・

ノートのシンキングツールを活用して、児童の

思考の視覚化を図っていきたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲▲第第４４学学年年  総総合合的的なな学学習習のの時時間間  

「「だだれれももがが  安安心心・・安安全全  三三保保ののままちち」」 

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 本校はＥＳＤ研究を始めて９年目となるが、

常に新しいものを求めて、研究・研鑽に努めて

きた。今年度も、「構成概念」と「能力・態度」

の学年別重点化をはじめ、新たな形での校内授

業研究会やＥＳＤ教材開発、ＥＳＤカレンダー

や評価規準の見直しを行ってきた。 

 そういった研究を重ねてきたことにより、生

活科や総合的な学習の時間を中心とした学習を

通して、豊かな緑があふれ、温かく学びを応援

してくださる地域の方々に恵まれた「三保のま

ち」にたくさん触れ、これからも自分たちのま

ちを大切にしようとする気持ちが高まった。ま

た、ＳＤＧｓをきっかけとし、世界で起きてい

る出来事への関心が高まり、自分事として考え

実行しようとする姿勢が見られるようにもなっ

てきている。 

今後も、指導方法の一層の工夫や改善を図るとと

もに、「ＥＳＤの指導と評価」についてさらに研究

を深めていきたい。 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

【学校教育目標】 
進んで学び、高め合う子 ～元気・勇気・根気～ 
【ＥＳＤテーマ】 
○みらいをつくる ○ほんきのまなび 
＜持続可能な社会づくりを担う力＞ 
○興味・関心を広げ、主体的に学び続ける力。 
（②未来） 
○他者を思いやる心をもち、自他を大切にする 
態度。（Ⅰ多様性の尊重） 

○社会の一員として、自分の役割を進んで果たす

態度。（⑦参加） 

 

 

 

 本校は、地域の豊かな自然を活用しながら「持

続可能な開発のための教育」（ＥＳＤ）を推進しカ

リキュラム開発と授業実践を進めてきた。持続可

能な社会づくりを担う児童の育成を目指し、環境

やキャリアなどの教育課題をクロスカリキュラ

ムにより整理し、全教科等において授業実践を進

めてきた。今年度の取組は次の通りである。 
ⅠⅠ  新新たたなな““授授業業研研究究””のの形形  

 コロナウイルス感染症の拡大によって、年間 8

回、全員が行っていた授業研究会を学年で 1学級

の授業公開に絞った。その分、指導案検討に充て

ていた時間を利用して、学年ごとに「ＥＳＤ教材

開発」に取り組む時間を確保し、授業のデザイン

力や指導力の向上につなげようとした。 

 またＩＣＴの活用も積極的に行った。ＳＤＧｓ

の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会などの Zoom

によって行われた研修に参加したり、校内研究会

でも Zoom を活用し、滋賀県立大学の木村裕先生

に「教育評価を意識したＥＳＤの実践づくりの方

向性」に関する講演を行っていただいたりした。

授業でのロイロ・ノートの活用に向けても、夏季

から計３回職員研修を行った。 

 

 

 

 

ⅡⅡ  ＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成をを目目指指すす「「構構成成概概念念」」とと

「「能能力力・・態態度度」」のの学学年年別別重重点点化化  

 今年度は、ＥＳＤを通して育成を目指す「構成

概念」と「能力・態度」を学年別に重点化を図り、

1 年間を通しての変容を探った。 
 

 

 

 

 

 

▲▲「「構構成成概概念念」」とと「「能能力力・・態態度度」」のの学学年年別別重重点点  

例えば、第 1 学年では、ＥＳＤで育成を目指す

「構成概念」【多様性】と「能力・態度」【⑦《参

加》進んで参加する態度】の重点化を図り、授業

研究やＥＳＤの教材開発に取り組んだ。学級活動

（食育）「はしイーナちゃんになろう」では、世界

で使う食器について知ることを入口とし、食事の

マナーや上手な箸の持ち方を学んだ。一人ひとり

が箸を持ち、歌に合わせて箸を動かしたり、実際

に食材を箸で掴んだりと意欲的に学びに向かう

ことができた。また、栄養職員の専門性を生かし

て、ＴＴで授業を行ったことで、より質の高い学

びになった。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 第第１１学学年年  学学級級活活動動（（食食育育））  

「「ははししイイーーナナちちゃゃんんににななろろうう」」  

５ 横浜市立三保小学校 

学校教育目標 

進んで学び、高め合う子 ～元気・勇気・根気～ 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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学校に以前からある観察池に着目し、そこを改

良して「羽沢ビオトープ」をつくろうという思い

をもち、本活動がスタートした。最初は濁ってい

る観察池の水抜きに抵抗がある児童もいたが、池

にいた金魚やメダカを保護したり、観察池をつく

った元本校職員にこれまでの経緯や横浜メダカ

について教えてもらったりしていく中で、「生き

物が過ごしやすい環境にするにはどうしたらい

いか」ということをそれぞれが考えるようになっ

た。よりよい「羽沢ビオトープ」の造成に向けて、

一人ひとりが主体的に取り組んでいる。 
 
３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

児童の意識変容をウエビングマップでとらえ

る。（今年度は全学年で単元の立ち上げ時と単元

のまとめ時の２回実施。） 

 

【５年生の児童の意識変容】 

 

 

  

【３年生の児童の意識変容】 

    

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 
 

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

ＥＳＤに継続して取り組むことで身の回りや地

域社会で起きていることを自分に関係することと

して捉えられるようになり、地域社会から私たち

を取り巻く社会や環境に興味を持つ児童の姿も見

られるようになってきた。今後知識の広がりや行

動変容を客観的に見取るだけでなく、一人ひとり

の児童が自分を振り返り、自身の変化に気づける

ようになればと思っている。 
サスティナブルマップ＊を更新し、校内に掲示

することで、児童や教職員がマップに登場する材

や人物の多様性を実感できた。多くのプロの存在

に憧れたり、自分たちと地域・社会とのつながり

を意識したり、社会貢献の可能性を感じることや

マップの中で誰もが安心して豊かに暮らしている

ことを感じ取ってくれることを願っている。 

 

５５年年「「つつくくろろうう！！羽羽沢沢ビビオオトトーーププ」」  
関連SDGs 「住み続けられるまちづくりを」「陸の豊かさを守ろう」 
構成概念「相互性」（人を取り巻く環境に関する概念） 

観察池という条件の中での生き物が生きやす

い環境の有限性に気づき、その課題を自分の考

えをもちながら、他者と協力する態度が育ちつ

つある。 

大豆からいろいろな食べ物ができることを知

り、地域の農家の方や逗子の豆腐屋さんとのつ

ながりを意識する連携性にも気づいた。 

羽沢サスティナブルマップ 2020（職員作成） 

＊サスティナブルマップ…地域や学校の良いところを、大きな地図にしたもの 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
 

○最後まで取り組む力（主体性） 
○他者に働きかけて解決策を実行する力 
（進んで参加する態度） 

○自分の考えをもちながら他者の考えをしっか

り聞く力（多様な他者と協力） 
○地域の人たちに働きかけようとする力 
（持続可能な地域社会） 
 今年度も、環境・健康・福祉・食育等、現代的

な課題を整理し、関連する SDGs や ESD の構成

概念、「教科横断的な学習」を意識したり、地域人

材の活用を積極的にしたりしながら、生活科、総

合的な学習の時間を核にして、課題解決型の学習

を進めた。 
 
 

 

 

 「自ら考え 学び続ける子の育成」をテーマに、

地域の材を生かしながら生活科や「はざわ」（総合

的な学習）の時間において児童が地域社会と豊か

に関わりながら「コミュニケーション」や「つな

がり」を重視した学習に取り組んだ。 

 

子どもたちは「農業を体験したい」「自分たちで

育てた物で何かを作りたい」という思いをもって

いた。どのような野菜を育てたいか話し合うと、

種蒔きや収穫等の時期が話題となった。いくつか

の候補が上がるなか、さまざまな加工方法がある

大豆を選んだ。そこから、自分たちが育てている

津久井在来大豆で豆腐作りをされている豆腐屋

さんとつながった。 

 
 
 
 
プロが作った豆腐の試食で味や食感のよさに驚

いた経験から、自分たちで話し合い、協力し合っ

て育てた大豆の豆腐作りを成功させることを目

指し、くり返し豆腐作りにチャレンジした。 

 

 

 

きれいに咲く、はまみらいの花を見て、「自分た

ちも育ててみたい」という思いをもち、本活動が

スタートした。はまみらいの苗を手に入れるには

どうしたらよいのか調べ、ローズプロジェクトの

方とＺＯＯＭで交流し、苗をいただくことができ

た。ローズプロジェクトの方と関わることを通し

て、はまみらいを大切にしているローズプロジェ

クトの方の思いに気付き、自分たちにもできるこ

とはないかと考えた。花壇に植え替えたり、知っ

てもらう方法を考えたりする中で、一人ひとりの

はまみらいに対する思いが高まり、はまみらいの

魅力、ピンクのバラの花言葉である「ありがとう

を伝える」というよさを広めたいと活動している。 

３３年年「「羽羽沢沢のの畑畑でで、、育育ててたたいい!!  作作りりたたいい!!!!    

食食べべたたいい!!!!!!    ～～豆豆腐腐のの巻巻～～  」」  

関連SDGs 「飢餓をゼロに」 「つくる責任 使う責任」 
構成概念「相互性」（人を取り巻く環境に関する概念） 

４４年年「「伝伝ええよようう！！ははままみみららいいのの魅魅力力  

広広めめよようう！！あありりががととううのの輪輪」」 

関連SDGs 「つくる責任 使う責任」 「陸の豊かさも守ろう」 
構成概念「連携性」（人の意思や行動に関する概念） 

６ 横浜市立羽沢小学校 

学校教育目標 

笑顔いっぱい(ＥＥ) すこやかいっぱい(ＳＳ) 大好きはざわの人とまち(ＤＤ) 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの
視視点点でで取取りり組組んんだだこことと  
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学校に以前からある観察池に着目し、そこを改

良して「羽沢ビオトープ」をつくろうという思い

をもち、本活動がスタートした。最初は濁ってい

る観察池の水抜きに抵抗がある児童もいたが、池

にいた金魚やメダカを保護したり、観察池をつく

った元本校職員にこれまでの経緯や横浜メダカ

について教えてもらったりしていく中で、「生き

物が過ごしやすい環境にするにはどうしたらい

いか」ということをそれぞれが考えるようになっ

た。よりよい「羽沢ビオトープ」の造成に向けて、

一人ひとりが主体的に取り組んでいる。 
 
３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

児童の意識変容をウエビングマップでとらえ

る。（今年度は全学年で単元の立ち上げ時と単元

のまとめ時の２回実施。） 
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４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  
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を取り巻く社会や環境に興味を持つ児童の姿も見

られるようになってきた。今後知識の広がりや行

動変容を客観的に見取るだけでなく、一人ひとり
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構成概念「相互性」（人を取り巻く環境に関する概念） 
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り、地域の農家の方や逗子の豆腐屋さんとのつ

ながりを意識する連携性にも気づいた。 
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
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○地域の人たちに働きかけようとする力 
（持続可能な地域社会） 
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材の活用を積極的にしたりしながら、生活科、総

合的な学習の時間を核にして、課題解決型の学習
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津久井在来大豆で豆腐作りをされている豆腐屋

さんとつながった。 

 
 
 
 
プロが作った豆腐の試食で味や食感のよさに驚

いた経験から、自分たちで話し合い、協力し合っ

て育てた大豆の豆腐作りを成功させることを目

指し、くり返し豆腐作りにチャレンジした。 
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方とＺＯＯＭで交流し、苗をいただくことができ

た。ローズプロジェクトの方と関わることを通し

て、はまみらいを大切にしているローズプロジェ

クトの方の思いに気付き、自分たちにもできるこ

とはないかと考えた。花壇に植え替えたり、知っ

てもらう方法を考えたりする中で、一人ひとりの

はまみらいに対する思いが高まり、はまみらいの

魅力、ピンクのバラの花言葉である「ありがとう

を伝える」というよさを広めたいと活動している。 

３３年年「「羽羽沢沢のの畑畑でで、、育育ててたたいい!!  作作りりたたいい!!!!    

食食べべたたいい!!!!!!    ～～豆豆腐腐のの巻巻～～  」」  

関連SDGs 「飢餓をゼロに」 「つくる責任 使う責任」 
構成概念「相互性」（人を取り巻く環境に関する概念） 

４４年年「「伝伝ええよようう！！ははままみみららいいのの魅魅力力  

広広めめよようう！！あありりががととううのの輪輪」」 

関連SDGs 「つくる責任 使う責任」 「陸の豊かさも守ろう」 
構成概念「連携性」（人の意思や行動に関する概念） 

６ 横浜市立羽沢小学校 

学校教育目標 

笑顔いっぱい(ＥＥ) すこやかいっぱい(ＳＳ) 大好きはざわの人とまち(ＤＤ) 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの
視視点点でで取取りり組組んんだだこことと  
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【SDGs は学校図書館から】 

学校図書館司書が中心 

となり、学校図書館内に 

ＳＤＧｓコーナーを設置。 

意識的に本を選べるよう 

にしている。 

【この指とまれプロジェクト】 

教職員が生き生きと働くことで、生き生きとし

た子どもが育まれる。事務職員が中心となり、企

業や施設と連携し、様々なプロジェクトの活動が

行われている。 

・日枝小オンラインプロジェクト 

・働く場改革プロジェクト 

・障害者福祉施設×日枝小学校協働プロジェクト 

・職員室⇔教室移動バッグ製作プロジェクト 等 

 

 

 

 

 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

【体験の充実による行動の変化】 

 材に対して体験を通してかかわっていくこと

で、その対象への知識・理解が深まり、問題を

自分事としてとらえ、自ら解決していくことが

できる。２年４組「日枝っ子アクアパラダイス

をつくろう！」では、子どもたち一人ひとりが

川の汽水域にいる海の生き物を飼育すること

で、その生き物に対する知識や理解が深まって

いる。塩分濃度を調べたり、住処を作ったりし

て、生き物の問題に向き合いながら、試行錯誤

しながらよりよい環境を考えている。 

【振り返り】 

 自らの気付きや感じたことを文章に表し、蓄

積していくことで、自らの思考の深まりを実感

し、次の活動につなげていくことができる。ま

た、子どもの気付きを視覚化し、今後の計画や

支援を子ども一人ひとりの実態に合わせて組み

立てていくことができる。 

２年２組「ＳＤＧｓをさがせ！」実践後の振り返り 

 

 

 

 

 

【SDGs サーベイ】 

SDGs にまつわる５０の質問に答えることを通

して、SDGs に関わる関心・意欲・行動を分析す

ることができる。個人ごとに結果を蓄積し、項

目ごとの変化を見ることで、自身の変容を感じ

ることができる。また、学年ごとの結果を比較

することで、年齢に応じた意識の変化や違いを

考察することができる。 

コロナウイルスの影響により、年度初めに調

査をすることができなかったため、年度末に全

学年で実施予定である。 

二次元コードを貼付してあるので、皆さんの

学校でもやってみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

子どもたちが充実した体験をすることによっ

て、一人ひとりがより強く思いや願い、疑問や

課題をもち、体験を繰り返しながら協働して問

題解決を図ることによって、子どもたちが伸び

伸びと成長し、子どもたちに将来生きて働く力

が身に付き、予測困難と言われるこれからの時

代を強く、幸せに生き抜く力になるのではない

かと考える。 

何よりも子ども同士が励まし合い、支え合

い、元気づけ合い、笑顔あふれる学校にしよと

する姿が見られるようになったことが、大きな

成果である。  

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

学校教育目標である「生き生き日枝っ子」の具

現化を目指し、自分たちが生活している学校やま

ち等を中心に日々気づき、課題をもったり感動し

たりする中で、どうしたらよりよくなるかを判断

し、「解」を見つけていくことができる「生きる力」

の育成を図っている。「生き生き日枝っ子」をより

具体的にイメージできるように、全教職員で「生

き生き日枝っ子」の姿について話し合った。全教

職員が「土」となり、子どもたちのもつ潜在的な

能力を耕していくことで、種から「花」となる子

どもたちが伸び伸びと成長し、６つの力「粘り強

く」「伝える」「考えて動く」「つながり合う」「認

め合う」「前向き」を身に付けていくことができる

と全教職員で確認した。これらの力を高め、また

相互に関連させながら働かせることによって、子

どもたちに将来生きて働く力が身に付き、予測困

難と言われるこれからの時代を強く、幸せに生き

抜く力になるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＳＤ（ＳＤＧｓ）という視点をもって、学校

教育目標「生き生き日枝っ子」を教職員のみなら

ず、一人ひとりの子どもが共有し、自尊意識を高

める取組を続けている。 

【生活・総合】 

年間を通して子どもが問いを立てながら問題

解決学習に取り組み、学校周辺を流れる河川の調

査、公園の環境整備、古着のリユース、昔遊び等

を通して、学習を実践してきている。特に今年は

コロナ渦においてもお互いをエンパワメントし

合う姿が多くみられた。 

２年４組：「日枝っ子アクアパラダイスをつく

ろう！」単元目標では、ふれあえる日枝っ子アク

アパラダイスを作る活動を通して、学校の近くに

あるアクアパークの環境や生き物に向き合い、捕

まえ方や育て方、触れ合い方を工夫することで、

生き物には命があり、それぞれの知恵を働かせて

育っていることに気付き、川や海、アクアパーク

の自然に親しみ、どの生き物も大切にしようとす

るとともに、環境保全に取り組む。 

 

 

 

５年１組：「地球に PEACE☆HIECCO バッグプロ

ジェクト」単元目標では、古着を活用して制作し

たエコバッグを広げる活動を通して、環境問題に

関心をもち、古着を活用しながら身近な環境をよ

りよくしていきたいという思いをもつことがで

きる。また、古着を活用しながら環境に配慮して

活動する団体や企業と関わることを通して、その

思いや願いに気付き、大切に使い続けるとともに、

日枝のまちの一員として、日枝のまちの人に喜ん

でもらえる工夫・取組を考え、行動しようとする。 

 

７ 横浜市立日枝小学校 

学校教育目標 

生き生き日枝っ子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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学校図書館司書が中心 

となり、学校図書館内に 
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意識的に本を選べるよう 

にしている。 
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教職員が生き生きと働くことで、生き生きとし

た子どもが育まれる。事務職員が中心となり、企
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【体験の充実による行動の変化】 

 材に対して体験を通してかかわっていくこと

で、その対象への知識・理解が深まり、問題を

自分事としてとらえ、自ら解決していくことが

できる。２年４組「日枝っ子アクアパラダイス

をつくろう！」では、子どもたち一人ひとりが

川の汽水域にいる海の生き物を飼育すること

で、その生き物に対する知識や理解が深まって

いる。塩分濃度を調べたり、住処を作ったりし

て、生き物の問題に向き合いながら、試行錯誤

しながらよりよい環境を考えている。 

【振り返り】 

 自らの気付きや感じたことを文章に表し、蓄

積していくことで、自らの思考の深まりを実感

し、次の活動につなげていくことができる。ま

た、子どもの気付きを視覚化し、今後の計画や

支援を子ども一人ひとりの実態に合わせて組み

立てていくことができる。 

２年２組「ＳＤＧｓをさがせ！」実践後の振り返り 

 

 

 

 

 

【SDGs サーベイ】 

SDGs にまつわる５０の質問に答えることを通

して、SDGs に関わる関心・意欲・行動を分析す

ることができる。個人ごとに結果を蓄積し、項

目ごとの変化を見ることで、自身の変容を感じ

ることができる。また、学年ごとの結果を比較

することで、年齢に応じた意識の変化や違いを

考察することができる。 

コロナウイルスの影響により、年度初めに調

査をすることができなかったため、年度末に全

学年で実施予定である。 

二次元コードを貼付してあるので、皆さんの

学校でもやってみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

子どもたちが充実した体験をすることによっ

て、一人ひとりがより強く思いや願い、疑問や

課題をもち、体験を繰り返しながら協働して問

題解決を図ることによって、子どもたちが伸び

伸びと成長し、子どもたちに将来生きて働く力

が身に付き、予測困難と言われるこれからの時

代を強く、幸せに生き抜く力になるのではない

かと考える。 

何よりも子ども同士が励まし合い、支え合

い、元気づけ合い、笑顔あふれる学校にしよと

する姿が見られるようになったことが、大きな

成果である。  

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

学校教育目標である「生き生き日枝っ子」の具

現化を目指し、自分たちが生活している学校やま

ち等を中心に日々気づき、課題をもったり感動し

たりする中で、どうしたらよりよくなるかを判断

し、「解」を見つけていくことができる「生きる力」

の育成を図っている。「生き生き日枝っ子」をより

具体的にイメージできるように、全教職員で「生

き生き日枝っ子」の姿について話し合った。全教

職員が「土」となり、子どもたちのもつ潜在的な

能力を耕していくことで、種から「花」となる子

どもたちが伸び伸びと成長し、６つの力「粘り強

く」「伝える」「考えて動く」「つながり合う」「認

め合う」「前向き」を身に付けていくことができる

と全教職員で確認した。これらの力を高め、また

相互に関連させながら働かせることによって、子

どもたちに将来生きて働く力が身に付き、予測困

難と言われるこれからの時代を強く、幸せに生き

抜く力になるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＳＤ（ＳＤＧｓ）という視点をもって、学校

教育目標「生き生き日枝っ子」を教職員のみなら

ず、一人ひとりの子どもが共有し、自尊意識を高

める取組を続けている。 

【生活・総合】 

年間を通して子どもが問いを立てながら問題

解決学習に取り組み、学校周辺を流れる河川の調

査、公園の環境整備、古着のリユース、昔遊び等

を通して、学習を実践してきている。特に今年は

コロナ渦においてもお互いをエンパワメントし

合う姿が多くみられた。 

２年４組：「日枝っ子アクアパラダイスをつく

ろう！」単元目標では、ふれあえる日枝っ子アク

アパラダイスを作る活動を通して、学校の近くに

あるアクアパークの環境や生き物に向き合い、捕

まえ方や育て方、触れ合い方を工夫することで、

生き物には命があり、それぞれの知恵を働かせて

育っていることに気付き、川や海、アクアパーク

の自然に親しみ、どの生き物も大切にしようとす

るとともに、環境保全に取り組む。 

 

 

 

５年１組：「地球に PEACE☆HIECCO バッグプロ

ジェクト」単元目標では、古着を活用して制作し

たエコバッグを広げる活動を通して、環境問題に

関心をもち、古着を活用しながら身近な環境をよ

りよくしていきたいという思いをもつことがで

きる。また、古着を活用しながら環境に配慮して

活動する団体や企業と関わることを通して、その

思いや願いに気付き、大切に使い続けるとともに、

日枝のまちの一員として、日枝のまちの人に喜ん

でもらえる工夫・取組を考え、行動しようとする。 

 

７ 横浜市立日枝小学校 

学校教育目標 

生き生き日枝っ子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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⑤いろいろな実でジャム作り 

 コロナ禍で学校では、調理ができず。 

 子どもたちのアイディアで、自宅で作る。 

 そのために、国語「私たちにできること」で 

保護者の方へ提案文書をつくった。 

  

⑥コロナ禍での発信方法（実をＰＲする活動） 

持続可能性、発信力を軸にして発信方法につい

て考えた。 

持続可能➡スステテンンドドググララスス  

発信力➡➡動動画画 oorrTTVV 放放送送  

  

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  
「「ＳＳＤＤＧＧｓｓ１１７７のの目目標標ににつつななががるる活活動動ににつついい

ててののアアンンケケーートト」」のの実実施施  
  本校が重点研究として、ＥＳＤの視点をもっ

た生活科・『横浜の時間』の学び作りを始めて、

今年度で 3年目に入る。また、昨年に引き続き

今年度も、児童の委員会活動をＳＤＧｓ１７の

目標とつなげて展開してきた。 

 昨年度は、そういった活動を進めてきたこと

で児童の中にどのような変容があったのかを探

るため、「ＳＤＧｓ１７の目標につながる活動に

ついてのアンケート」を全校児童に実施した。 

 今年度も昨年度と同じアンケートを実施し、

更に取組が進んだことにより児童がどのように

変容してきたかを探ってみた。 

 

ＳＤＧｓ17 の目標につながる活動についてのアンケート  
１：ＳＤＧｓ１７の目標について知っています

か？ 
２：学校の中に、ＳＤＧｓのマークがはってある

のを知っていますか？ 
   3 年生以上では全員知っていた。１７の目

標の意味まで知っているのは高学年にい

くほど多かった。（高学年での理解は 8割） 

３：学校の中に、ＳＤＧｓのマークがはってある
ことで、自分の気持ちや行動で変化したこと
はありますか。 

   水を大切に使う、ルールを守る、残さず

食べるなど、学年問わず多くの回答があ

った。 

                            

４：授業で、ＳＤＧｓに関係する学習をしたこ 
  とがありますか。 

５：それはどんな授業でしたか。 
６：その学習でうれしかったことや楽しかったこ

と、できるようになったことは何ですか。 
   主に生活科・『横浜の時間』で全クラスが

ＳＤＧｓに関わる学習を行った。うれし

かったこととしては、地域の人とのつな

がりが深まったことや取組を家族に褒め

てもらえたこと、色々なことを知っただ

けでなく、実践できたことなどがあっ

た。 

７： その学習をしたことで、自分の気持ちや行動
で変化したことはありますか。 

   野菜の学習をした低学年では野菜を食べ

たい気持ちが強くなったり、地域とのつ

ながりが深まった高学年ではあいさつを

進んで行うようになったりと、そのクラ

スの活動内容に深く関係した行動の変容

が見られた。 

８：すべての人々にとってより良い世界をつくる
ため、今の自分に出来ることで、何かやって
みたいことや興味のあることはありますか。 

   低学年では、「もっとたくさん勉強した

い」「生き物を大切にしたい」など児童に

とって身近な内容が多かったが、高学年

に進むにつれ、「ボランティア活動をやっ

てみたい」「プラスティックをへらして海

をきれいにしたい」などより広い視点で

の回答が増えていた。 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

  

ＥＳＤの取組を行ってきたことで、児童が、世
界には様々な課題があること、世界中の人たちが
協力してその課題を解決しようとしていること
を知ることができたということが、まずは大きな
価値の一つだと思う。さらに、生活科・『横浜の
時間』を中心としたＥＳＤに関わる学習活動に取
り組むことで、自分一人の取組でも、世界が抱え
ている課題を解決するきっかけになるというこ
とを実感できたことも、価値の一つだと考える。 
アンケートの結果からも、低学年から高学年へ

と進むにつれ、自分の生活に関わる身近な視点か
ら、地域や社会へつながる広い視点で物事を考え、
実践しこうとする姿勢が見えてきた。他者とつな
がり、他者への思いをもって日々の行動を選択し
ていくことができる子どもたちが、これからの世
界をより良いものに変えていってくれることを
期待している。 

 
 
 
 

  
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

 学校教育目標に深くつながるものとして、下記の資

質・能力に重点をおいて様々な教育活動を進めている。 

・多面的・総合的に考える力   
・コミュニケーションを行う力 
・他者と協働する態度     
・つながりを尊重する態度 
・進んで参加する態度 

 
 

 

総合的な学習の時間・６年 

【６２ジャムセッション～極
きわみ

～】 

ＳＤＧｓ目標 ②地産地消！恩田の実 

       ⑫みんなが笑顔になる活動 

<単元目標> 

 さまざまな実を収穫し、恩田小学校における地

産地消を実現する。「もったいないをなくそう」を

合言葉に、収穫できる実の加工の仕方を追究する

活動を通して、創意工夫する力や発想力を育み、

困難な状況でも考え、行動し続けることができる、

しなやかな強さ（心）を育てる。 

ＥＳＤ視点 

<構成概念> Ⅲ有限性 Ⅴ連携性 

Ⅲジャム作りを通して、食料や資源などには限り

があることを意識し、困ることなく食事をする

ことができていることに感謝する心をもつと

ともに、不可逆的に社会が変化していることに

気付く。 

Ⅴコロナの影響があることを受け入れ、この状況

に応じて順応・調和し、互いに意見をもち、連

携・協力することで乗り越えていくことができ

るという実感をともなった活動を進めた。 

<能力・態度> ③多面 ⑥関連 

やりたいことをやればいいだけではなく、相手

や目的、自分たちにできることとできないこと

等を分析し、自分たちが取り組む「笑顔の活動」

と 

 

 

 

とは何かを考えることを通して、自分が様々な

ものごととつながっていることを理解できる

ようにした。また、このコロナ禍の現況を受け

入れ、どうすれば思いを実現させることができ

るのかと考え、学びに対する意味や価値を創造

していくことができるように進めた。 

具体的な活動 

①６月の分散登校時に種まき（梅日記スタート） 

 

②学年や技能吏員さんの力を借りて（実践） 

 

 

 

③収穫 

 収穫する活動をしている中で、他にも実のなる

木が恩田小にはたくさんあることを発見。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④梅調べ 

  

 

 

 

８ 横浜市立恩田小学校 
学校教育目標 

「「自自らら学学びびととももにに豊豊かかなな生生活活をを創創りり出出すす子子どどもものの育育成成」」  
～思いやり すすんで行動 だれとでも協力 恩田の子～ 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

「コロナ禍でもこんなことができる！」と教師が楽しむ。 
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⑤いろいろな実でジャム作り 

 コロナ禍で学校では、調理ができず。 

 子どもたちのアイディアで、自宅で作る。 

 そのために、国語「私たちにできること」で 

保護者の方へ提案文書をつくった。 

  

⑥コロナ禍での発信方法（実をＰＲする活動） 

持続可能性、発信力を軸にして発信方法につい

て考えた。 

持続可能➡スステテンンドドググララスス  

発信力➡➡動動画画 oorrTTVV 放放送送  

  

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  
「「ＳＳＤＤＧＧｓｓ１１７７のの目目標標ににつつななががるる活活動動ににつついい

ててののアアンンケケーートト」」のの実実施施  
  本校が重点研究として、ＥＳＤの視点をもっ

た生活科・『横浜の時間』の学び作りを始めて、

今年度で 3年目に入る。また、昨年に引き続き

今年度も、児童の委員会活動をＳＤＧｓ１７の

目標とつなげて展開してきた。 

 昨年度は、そういった活動を進めてきたこと

で児童の中にどのような変容があったのかを探

るため、「ＳＤＧｓ１７の目標につながる活動に

ついてのアンケート」を全校児童に実施した。 

 今年度も昨年度と同じアンケートを実施し、

更に取組が進んだことにより児童がどのように

変容してきたかを探ってみた。 

 

ＳＤＧｓ17 の目標につながる活動についてのアンケート  
１：ＳＤＧｓ１７の目標について知っています

か？ 
２：学校の中に、ＳＤＧｓのマークがはってある

のを知っていますか？ 
   3 年生以上では全員知っていた。１７の目

標の意味まで知っているのは高学年にい

くほど多かった。（高学年での理解は 8割） 

３：学校の中に、ＳＤＧｓのマークがはってある
ことで、自分の気持ちや行動で変化したこと
はありますか。 

   水を大切に使う、ルールを守る、残さず

食べるなど、学年問わず多くの回答があ

った。 

                            

４：授業で、ＳＤＧｓに関係する学習をしたこ 
  とがありますか。 

５：それはどんな授業でしたか。 
６：その学習でうれしかったことや楽しかったこ

と、できるようになったことは何ですか。 
   主に生活科・『横浜の時間』で全クラスが

ＳＤＧｓに関わる学習を行った。うれし

かったこととしては、地域の人とのつな

がりが深まったことや取組を家族に褒め

てもらえたこと、色々なことを知っただ

けでなく、実践できたことなどがあっ

た。 

７： その学習をしたことで、自分の気持ちや行動
で変化したことはありますか。 

   野菜の学習をした低学年では野菜を食べ

たい気持ちが強くなったり、地域とのつ

ながりが深まった高学年ではあいさつを

進んで行うようになったりと、そのクラ

スの活動内容に深く関係した行動の変容

が見られた。 

８：すべての人々にとってより良い世界をつくる
ため、今の自分に出来ることで、何かやって
みたいことや興味のあることはありますか。 

   低学年では、「もっとたくさん勉強した

い」「生き物を大切にしたい」など児童に

とって身近な内容が多かったが、高学年

に進むにつれ、「ボランティア活動をやっ

てみたい」「プラスティックをへらして海

をきれいにしたい」などより広い視点で

の回答が増えていた。 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

  

ＥＳＤの取組を行ってきたことで、児童が、世
界には様々な課題があること、世界中の人たちが
協力してその課題を解決しようとしていること
を知ることができたということが、まずは大きな
価値の一つだと思う。さらに、生活科・『横浜の
時間』を中心としたＥＳＤに関わる学習活動に取
り組むことで、自分一人の取組でも、世界が抱え
ている課題を解決するきっかけになるというこ
とを実感できたことも、価値の一つだと考える。 
アンケートの結果からも、低学年から高学年へ

と進むにつれ、自分の生活に関わる身近な視点か
ら、地域や社会へつながる広い視点で物事を考え、
実践しこうとする姿勢が見えてきた。他者とつな
がり、他者への思いをもって日々の行動を選択し
ていくことができる子どもたちが、これからの世
界をより良いものに変えていってくれることを
期待している。 

 
 
 
 

  
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

 学校教育目標に深くつながるものとして、下記の資

質・能力に重点をおいて様々な教育活動を進めている。 

・多面的・総合的に考える力   
・コミュニケーションを行う力 
・他者と協働する態度     
・つながりを尊重する態度 
・進んで参加する態度 

 
 

 

総合的な学習の時間・６年 

【６２ジャムセッション～極
きわみ

～】 

ＳＤＧｓ目標 ②地産地消！恩田の実 

       ⑫みんなが笑顔になる活動 

<単元目標> 

 さまざまな実を収穫し、恩田小学校における地

産地消を実現する。「もったいないをなくそう」を

合言葉に、収穫できる実の加工の仕方を追究する

活動を通して、創意工夫する力や発想力を育み、

困難な状況でも考え、行動し続けることができる、

しなやかな強さ（心）を育てる。 

ＥＳＤ視点 

<構成概念> Ⅲ有限性 Ⅴ連携性 

Ⅲジャム作りを通して、食料や資源などには限り

があることを意識し、困ることなく食事をする

ことができていることに感謝する心をもつと

ともに、不可逆的に社会が変化していることに

気付く。 

Ⅴコロナの影響があることを受け入れ、この状況

に応じて順応・調和し、互いに意見をもち、連

携・協力することで乗り越えていくことができ

るという実感をともなった活動を進めた。 

<能力・態度> ③多面 ⑥関連 

やりたいことをやればいいだけではなく、相手

や目的、自分たちにできることとできないこと

等を分析し、自分たちが取り組む「笑顔の活動」

と 

 

 

 

とは何かを考えることを通して、自分が様々な

ものごととつながっていることを理解できる

ようにした。また、このコロナ禍の現況を受け

入れ、どうすれば思いを実現させることができ

るのかと考え、学びに対する意味や価値を創造

していくことができるように進めた。 

具体的な活動 

①６月の分散登校時に種まき（梅日記スタート） 

 

②学年や技能吏員さんの力を借りて（実践） 

 

 

 

③収穫 

 収穫する活動をしている中で、他にも実のなる

木が恩田小にはたくさんあることを発見。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④梅調べ 

  

 

 

 

８ 横浜市立恩田小学校 
学校教育目標 

「「自自らら学学びびととももにに豊豊かかなな生生活活をを創創りり出出すす子子どどもものの育育成成」」  
～思いやり すすんで行動 だれとでも協力 恩田の子～ 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

「コロナ禍でもこんなことができる！」と教師が楽しむ。 
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４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 本年度、前期と後期にアンケートを実施し、

最も大きかった変容や課題点について焦点を当

てて記述する。アンケートの問３は「課題を解

決するために、どのような方法で学習に取り組

みましたか」という質問である。第３学年で

は、「お家の人・先生」が多く、ＥＳＤが目指し

ている「自己解決の力」が乏しいことが分かっ

た。しかし、学年が上がるにつれ本やパソコン

という意見が多くなった。第６学年では、コロ

ナ禍でも、「友達に相談した」と答えた人が多か

った。様々な人の意見を取り入れ、自分の課題

を解決していきたいという意欲をもった児童の

姿がアンケート分析から分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、問８は「人とかかわり合って、活動す

ることに、どんなよさがあると思いますか。」と

いう自由記述質問だった。第３学年では、前期

では、「友達になれ、面白くなる。」などの言葉

が多かった。しかし、後期では、言葉が具体的

になり、「仲が深まる・協力できる・気持ちを共

有できる」などの言葉に変わり、人との関わり

が自分や友達を成長させることを理解した結果

になった。そのほかに、「充実感」や「地域の

人」という言葉も出てきて、地域に関わること

への意識も高まってきたと考える。 

◎コロナウイルス感染症の拡大によって学校で

考えたこと・新しい価値 

⇒今年度予定していた委員会やクラブ活動を全

て継続するのは難しい状況になった。継続でき

る活動とできない活動に分け、新規の活動を考

えた。委員会では、集会委員会となかよし委員

会の活動ができないため、新たにボランティア

委員会と校内交流委員会を新設した。交流が難

しい委員会は掲示を活用して密にならないよう

な活動を行っている。継続して行っている委員

会でも交流を行う委員会は、できる活動を探し

て行っている。できないことが増えたが、新し

い活動が増え、児童も今までの活動を工夫して

行えないか考えるようになった。できないから

やらないではなく、どのようにしたらできるよ

うになるか思考を変えて活動を行っている。 

＜＜今今後後のの展展望望＞＞  

 様々な問題を子どもたち自身が自らの問題と

して主体的に取り組むことができるため、課題

設定の機会を生活科や総合的な学習の時間だけ

ではなく、各教科・学校生活の中で意識的に取

り組んでいく必要を感じる。 

また、問題解決につながる新たな価値観や行

動が変容していくためには、地域、専門家など

「人」とのつながりを重視し、生き方に学び、

視野や行動を広げていく必要がある。 

情報を集め発信していくだけでなく、コミュ

ニケ―ション能力を高め、人と出会い、様々な

価値観や考え方、生き方に触れることにより、

多様な見方・考え方を身に付けていけるように

していきたい。 
 

図２ 中学年アンケート 
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図１ 高学年アンケート 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

現代社会における課題の解決に向けて、地域の人

や友達と協力しながら、社会に主体的に働きかけよ

うとする子どもの育成。 

 

 

◎SDGs の考えを教職員で共有 

⇒委員会活動や、授業づくりの中で SDGs の視点

を入れていくことで、「すべての人に」というテ

ーマを子どもに伝えることができた。 

◎チーム学年経営、一部教科担任制の導入 

⇒教材研究の時間を確保し、分かりやすい授業づ

くりの実践。また、複数の目で指導することで

様々な児童の実態に柔軟に合わせていくことが

できた。 

◎『特別の教科 道徳』の重点研究 

⇒「自分を認める心、相手を認める心の育成」を

テーマに自分も他者も大切にしようとする態度

の育成を図った。 

◎総合的な学習の時間と ESD 

 第６学年では、総合的な学習の時間で、難民に 

関する学習を行った。難民の学習を通して、世界

に目を向け、自分たちにできることを考え、解決

策を提案する力の育成を目指した。まずは、ユニ

クロの方に出前授業を依頼し、難民について理解 

を深めた。出前授業をきっかけに、難民について 

 

 

 

 

情報を収集し、疑問に思ったことを解決するため 

に国連の UNHCR の方にも授業を依頼し、学習を深

めていった。学習を通して、自分たちにも難民の

為にできる支援を考え、実践することができた。

例えば、難民に送る服を回収することを宣伝する

ために、自分たちで全校配付する手紙やポスター

を作成したり、テレビ朝会や各クラスにも呼びか

けたりすることができた。服がたくさん回収でき

たことで、子どもたちは、自分たちでも社会の課

題解決に関わることができると感じることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

＜各クラスに宣伝する様子＞ 

 

 

 

 

 

 

   ＜UNHCR の方による出前授業の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

       ＜回収した服＞ 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

<<自自己己評評価価アアンンケケーートト>> 

 本校で目指す資質・能力に沿って、児童自らが

評価できるアンケートを作成した。今年度は、中・

高学年を対象とし、前期（今年度 7 月）・後期（12

月）の２回行うことで変容を視覚化した。 

低

学

年 

○感じたことを言葉にする力【言語能力】 

○家族や友人を愛する気持ち【グローバルの中で生きる力】 

○身近な事象に積極的に関わろうとする態度 

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

中

学

年 

○互いの考えの違いに気付き、自分の考えを伝える力【言語能力】 

○他者の考えや思いに対する受容性や協調性【グローバルの中で生きる力】 

○自然や文化に感動し、思いや考えを表現する力 

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

高

学

年 

○自分の考えを深化させ、他者に的確に分かりやすく伝える力【言語能力】 

○人々と協働・協調するコラボレーションする力【グローバルの中で生きる力】 

○リーダシップを発揮し、考えを出し合って新提案する力 

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

９ 横浜市立荏田西小学校    
学校教育目標  

◇◇心心豊豊かかににかかかかわわりり、、互互いいにに高高めめ合合いいななががらら学学びび続続けけるる子子にに育育ててまますす◇◇  

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 本年度、前期と後期にアンケートを実施し、

最も大きかった変容や課題点について焦点を当

てて記述する。アンケートの問３は「課題を解

決するために、どのような方法で学習に取り組

みましたか」という質問である。第３学年で

は、「お家の人・先生」が多く、ＥＳＤが目指し

ている「自己解決の力」が乏しいことが分かっ

た。しかし、学年が上がるにつれ本やパソコン

という意見が多くなった。第６学年では、コロ

ナ禍でも、「友達に相談した」と答えた人が多か

った。様々な人の意見を取り入れ、自分の課題

を解決していきたいという意欲をもった児童の

姿がアンケート分析から分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、問８は「人とかかわり合って、活動す

ることに、どんなよさがあると思いますか。」と

いう自由記述質問だった。第３学年では、前期

では、「友達になれ、面白くなる。」などの言葉

が多かった。しかし、後期では、言葉が具体的

になり、「仲が深まる・協力できる・気持ちを共

有できる」などの言葉に変わり、人との関わり

が自分や友達を成長させることを理解した結果

になった。そのほかに、「充実感」や「地域の

人」という言葉も出てきて、地域に関わること

への意識も高まってきたと考える。 

◎コロナウイルス感染症の拡大によって学校で

考えたこと・新しい価値 

⇒今年度予定していた委員会やクラブ活動を全

て継続するのは難しい状況になった。継続でき

る活動とできない活動に分け、新規の活動を考

えた。委員会では、集会委員会となかよし委員

会の活動ができないため、新たにボランティア

委員会と校内交流委員会を新設した。交流が難

しい委員会は掲示を活用して密にならないよう

な活動を行っている。継続して行っている委員

会でも交流を行う委員会は、できる活動を探し

て行っている。できないことが増えたが、新し

い活動が増え、児童も今までの活動を工夫して

行えないか考えるようになった。できないから

やらないではなく、どのようにしたらできるよ

うになるか思考を変えて活動を行っている。 

＜＜今今後後のの展展望望＞＞  

 様々な問題を子どもたち自身が自らの問題と

して主体的に取り組むことができるため、課題

設定の機会を生活科や総合的な学習の時間だけ

ではなく、各教科・学校生活の中で意識的に取

り組んでいく必要を感じる。 

また、問題解決につながる新たな価値観や行

動が変容していくためには、地域、専門家など

「人」とのつながりを重視し、生き方に学び、

視野や行動を広げていく必要がある。 

情報を集め発信していくだけでなく、コミュ

ニケ―ション能力を高め、人と出会い、様々な

価値観や考え方、生き方に触れることにより、

多様な見方・考え方を身に付けていけるように

していきたい。 
 

図２ 中学年アンケート 
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図１ 高学年アンケート 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

現代社会における課題の解決に向けて、地域の人

や友達と協力しながら、社会に主体的に働きかけよ

うとする子どもの育成。 

 

 

◎SDGs の考えを教職員で共有 

⇒委員会活動や、授業づくりの中で SDGs の視点

を入れていくことで、「すべての人に」というテ

ーマを子どもに伝えることができた。 

◎チーム学年経営、一部教科担任制の導入 

⇒教材研究の時間を確保し、分かりやすい授業づ

くりの実践。また、複数の目で指導することで

様々な児童の実態に柔軟に合わせていくことが

できた。 

◎『特別の教科 道徳』の重点研究 

⇒「自分を認める心、相手を認める心の育成」を

テーマに自分も他者も大切にしようとする態度

の育成を図った。 

◎総合的な学習の時間と ESD 

 第６学年では、総合的な学習の時間で、難民に 

関する学習を行った。難民の学習を通して、世界

に目を向け、自分たちにできることを考え、解決

策を提案する力の育成を目指した。まずは、ユニ

クロの方に出前授業を依頼し、難民について理解 

を深めた。出前授業をきっかけに、難民について 

 

 

 

 

情報を収集し、疑問に思ったことを解決するため 

に国連の UNHCR の方にも授業を依頼し、学習を深

めていった。学習を通して、自分たちにも難民の

為にできる支援を考え、実践することができた。

例えば、難民に送る服を回収することを宣伝する

ために、自分たちで全校配付する手紙やポスター

を作成したり、テレビ朝会や各クラスにも呼びか

けたりすることができた。服がたくさん回収でき

たことで、子どもたちは、自分たちでも社会の課

題解決に関わることができると感じることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

＜各クラスに宣伝する様子＞ 

 

 

 

 

 

 

   ＜UNHCR の方による出前授業の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

       ＜回収した服＞ 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

<<自自己己評評価価アアンンケケーートト>> 

 本校で目指す資質・能力に沿って、児童自らが

評価できるアンケートを作成した。今年度は、中・

高学年を対象とし、前期（今年度 7 月）・後期（12

月）の２回行うことで変容を視覚化した。 

低

学

年 

○感じたことを言葉にする力【言語能力】 

○家族や友人を愛する気持ち【グローバルの中で生きる力】 

○身近な事象に積極的に関わろうとする態度 

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

中

学

年 

○互いの考えの違いに気付き、自分の考えを伝える力【言語能力】 

○他者の考えや思いに対する受容性や協調性【グローバルの中で生きる力】 

○自然や文化に感動し、思いや考えを表現する力 

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

高

学

年 

○自分の考えを深化させ、他者に的確に分かりやすく伝える力【言語能力】 

○人々と協働・協調するコラボレーションする力【グローバルの中で生きる力】 

○リーダシップを発揮し、考えを出し合って新提案する力 

【持続可能な社会の創造に貢献する力】 

９ 横浜市立荏田西小学校    
学校教育目標  

◇◇心心豊豊かかににかかかかわわりり、、互互いいにに高高めめ合合いいななががらら学学びび続続けけるる子子にに育育ててまますす◇◇  

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

本校では、学校教育目標の達成に向けて、ＥＳ

Ｄを学習活動の中心にして取り組んできた。その

中で、重視したい資質・能力として、３点を取り

上げて実践してきた。 

○コミュニケーションを行う力 

・自分の意見をもち、言葉にして伝える 

○多面的・総合的に考える力 

・思考ツールを活用して考えを整理する 

○進んで参加する態度 

・主体的に学習に取り組む 

 

 

 

○児童会活動を通したＳＤＧｓへの取組 

委員会活動を中心に、ＳＤＧｓの視点を取り

入れることによって、子どもたちの活動の意欲

を高めるようにする。 

 

○指導計画へのＳＤＧｓの位置付け 

ＥＳＤを通して身に付けたい資質・能力や

つながるＳＤＧｓと各教科・領域で指導する

事項を関連させながら単元構成をすること

で、指導内容や学習活動をはっきりさせる。 

「指導計画」 

【単元名】（○時間） 

「                   」 

【ESD の構成概念や

資質・能力】 

 

 

 

 

 

 

【つながる SDGｓ】 

 

 

 

学習活動（〇） 

学習内容（・） 

 

手だて（◇）評価（◆）

構成概念や能力・態度

（◎） 

 

＊指導計画例 

【単元名】 

「持続可能な漁業を目指して」（９時間） 

【ESD の構成概念や資質・能力】 

・有限性 

・多面的、総合的に考える力 

・つながりを尊重する態度 

【つながる SDGｓ】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ＳＤＧｓと教科等横断的な視点を取り入れた

実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 横浜市立港南台第三小学校 

学校教育目標                   夢・夢中・共に輝く 

                    心豊かな子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

教材研究の際に、

この単元でどんな

概念、資質・能力

を育てたいかを記

述する。 

この単元の学習

が、どんな SDGｓ

につながっていく

かを明記する。 

【３年生】 

子どもの「物」に対する捉え方の広がりと深まりを目指した授業構想図 

 

 

日本の漁業の様子

を調べよう

•漁業のさかんな地域はどこかな。
•どうやってたくさんの魚をとっているのかな。
•有有限限性性

•獲った魚をどのように運んでいるのかな。

A水産の取組につ

いて調べよう

• MSC認証ってなんだろう。
•巻き網漁だと一度にたくさんとれるのに、一
本釣りにも取り組んでいるのはどうしてかな。

•多多面面的的、、総総合合的的にに考考ええるる力力

これからの水産業

について考えよう

•持続可能な水産業にしていくためにはどうし
たらいいのかな。

•つつななががりりをを尊尊重重すするる態態度度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

〇イメージマップによる思考の可視化 

 

 

 

 

 

 

〇探究の過程と活動のゴールを明確にした学習

活動 

 

  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 

・ＳＤＧｓの視点を子どもが獲得することで、実

生活を見直し、学んだことを生活に生かそうと

する態度の涵養につながった。 

・総合的な学習の時間だけでなく、国語科や社会

科、算数科の学習などにおいても、ＥＳＤの構

成概念や育てたい資質・能力、ＳＤＧｓを柱に

して単元構成することで、主体的に学習に取り

組み、学びを深めることにつながった。 

 

社会科：「ごみはどこへ」 

・未来像を予測して計画を立てる力 

・多面的・総合的に考える力 

算数科：「面積のはかり方と表し方」 

・コミュニケーションを行う力 

・他者と協力する態度   

【４年生】

総合的な学習の時間 

それぞれの開発目標について知ろう。 

社会 算数

総合的な学習の時間 

・批判的に考える力 

・進んで参加する態度 

各教科の学習において得た知識を関連付けたり、

技能を活用したりして、身近に潜んでいる課題の

解決に向けて協働的・探究的に学習する。 

自分たちの学校の課題を明らかにしよう。 

【５年生】 

 
「ＳＤＧｓってどのようなものだろう。」 

→総合的な学習の時間と国語の指導事項を意図

的につなげる。 

 
 

 

→日本の産業の学習にＳＤＧｓを位置づけて学

習を進める。 

 【国語】  
■統計資料を根拠に，意見文を書く 
■報告する文章を書く 
■身の回りの問題を解決するために

話し合う 
■提案するスピーチを行う 

総合的な学習の時間 

社会 

〇ＳＤＧｓの現状についてインターネットや

本から統計資料を探し、調べて分かったこ

とを意見文にまとめる。（総合・国語） 

↓ 

〇ＳＤＧｓの達成状況について、身近な人や

近隣のお店にアンケートやインタビュー調

査をし、報告書にまとめる。（総合・国語） 

↓ 

〇ＳＤＧｓを達成するための提案をする。 

（総合・国語） 
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年では、昨年度までは伝統行事として取り組ん

できた水田活動に、生物と水田とのつながりに

対する言及する姿や、実際に体験しながら学べ

ることを質の高い教育として捉えるなど、今ま

で取り組んできた活動をＳＤＧｓの観点でとら

え直そうという変容が見られた。高学年では、

従来の伝統的な手作業の価値を考えるととも

に、持続可能性を考えると、指導者の高齢化

や、人を集められない状況に対応するには、機

械化する部分も必要なのではないかという意見

も出て、両極端な意見ではなく、どちらの考え

も大切にしながら、水田活動をよりよいものに

していこうという思いが見取れた。 
 
【学習問題の設定】 
 教科の学習問題として、ＳＤＧｓを取り入れ

ることで、教科における評価とＥＳＤの視点か

らの評価をつなげることができた。算数では、

割合や概数などの教科のねらいを達成した上

で、その概念を使って社会の諸問題についての

意見をもてるかという点からも、子どもたちに

ＥＳＤの力が育成できているかを確認できた。 
 

【家庭で考える機会の提供】 
 今年度より、学校評価アンケートに「持続可

能な社会の創造に貢献する力の育成が図れてい

ると思うか」という項目を入れた。数値化する

ことで、保護者や児童のＳＤＧｓへの関心を視

覚化することができた。  
 肯定的回答 否定的回答 

保護者 86.2% 12.6% 
児童 89.4% 10.6% 

 
【行動の比較】 

子どもたちの学校での行動や家庭学習などか

ら、環境に対して言及する姿や、自分たちの行

動と環境への影響を考える姿が見られた。SDG
ｓを学習で多面的に扱ったことによって、子ど

もたちの意識の変容が確認できる。 
 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

【学習と日常のブリッジング】 
身近なニュースを教材として扱うことで、自

分たちが学んでいることが、社会問題につなが

ると感じることができ、主体的に学ぼうとする

姿勢の育成につながっている。 
本校で実施しているアンケートの分析から

も、日常における社会や科学の事象への関心が

高まっていることが分かった。また、「親子で学

ぶわくわく教室」等の機会を通して、学校で学

んだことを家庭で話題にあげ、身近にできるこ

とに家族で挑戦しているという話も聞かれた。 
 
【ＩＣＴ機器の活用】 
 今年度は、本校がＥＳＤの柱として考えてい

た教育水田活動が、従来の形でできなかったた

め、新たな形での取組を実施する必要性があっ

た。そこで、今まで有効活用できていなかった

校内のミニ水田を使って、例年の作業と今年の

作業を比較しながら、稲の生長を紹介できる動

画を作成した。 
 タブレットを使って記録を取り、分かりやす

く伝えるための動画の工夫を考えるなど、ＩＣ

Ｔ機器を活用し、できることを子どもの意見を

引き出しながら考えることで、校内の水田に新

たな価値を見出すことができた。 
 また、Google classroom に学習した内容を投

稿することで、家庭で自分の学習の内容を振り

返ることもでき、自己調整学習への土台作りを

意識したほか、教師にとっては、学びの積み重

ねや考えの変容を見取り、評価に生かすことも

できている。 

 
 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

本校では、学校教育目標を実現するために、

教育課程全体で育成を目指す資質・能力とし

て、「自分づくりに関する力」と「持続可能な社

会の創造に貢献する力」を位置付けている。 

また、小中ブロック９年間で育てる子ども像

である「主体的に行動し、自ら学び、互いに高

め合うことのできる子ども」を実現するための

本校卒業時の姿として「周りの人々や環境に積

極的に関わり、持続可能な社会のために自分の

考えを進んで表現できる子ども」を設定した。 

 

 

 

＜全校の取組＞ 
◇年間指導計画の作成 
 本校では、ＥＳＤの視点の獲得のために、

低・中・高学年ごとの目標を設定し、その達成

のための具体の資質・能力を各教科・領域の学

習に紐付け、系統的に各学年の年間指導計画を

作成している。 
 
◇南本フェスティバル２０２０ 
 恒例の学校行事である教育水田活動の収穫祭

および振り返りの会にあたるフェスティバルを

１２月に行った。これは例年、何度も通う教育

水田と周囲の環境について振り返り、自分たち

が育てたもち米をついて食べることで、実体験

を伴う深い学びをする機会となってきた。 
しかし今年度は、実際に教育水田に通うこと

なく一年を終えるという状況の中、各学年で

「持続可能な教育水田活動」をテーマにして話

し合った。低学年では、教育水田とその周囲の

生き物との関係を知り、里山に棲む生き物にと 

 
 
 
 
 
って田んぼが重要な役割を果たしていることを

理解した。また、中学年では、ＳＤＧｓの１７

項目について学び、教育水田活動とどのように

つながっているかを考え、その価値を改めて理

解した。高学年では、休耕という事態を経たか

らこそ、自分事として、教育水田活動における

課題や、来年度以降も続けられる現実的な方法

について話し合った。 
 
＜学年や委員会での取組＞ 
◇ニュースを題材とした教科学習（４,５,６年） 
 本校では、ＥＳＤの力を育てるための手立て

の一つとして、「日常とのブリッジング」を取り

入れ、様々な教科で実践している。算数を例に

挙げれば、４年ではフードロスとローリングス

トックを題材とした概数の学習、５年では食品

配送システムの新型コロナ対応を題材とした割

合の学習、６年では海洋プラスチック問題とレ

ジ袋有料化を題材とした、資料の読み取りの学

習など、ニュースで扱われている社会問題を教

科の学習を使って考える時間を設定した。 

 

◇ＳＤＧｓ委員会の活動の充実 

 昨年度発足したＳＤＧｓ委員会では、母体と

なった水田美化委員会の活動を引き継ぎ、校内

の環境整備を中心としていたが、今年度は、Ｓ

ＤＧｓの１７の目標の各項目を朝会で紹介した

り、校内での取組がどの目標につながっている

かを考え、それを全校児童に伝えたりと、子ど

もが主体となってＳＤＧｓの推進を実践した。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

◇ワークシートの活用 
 フェスティバルの学習会では、各学年に応じ

たワークシートを作成して学習に用いた。中学

 11 横浜市立南本宿小学校 学校教育目標 
南本小の子      ～私たちがともに学ぶ、「緑豊かなこのまち」の学校の子どもたちを～ 
ともに明日をつくる子 ～つながりあう「自分たち」の思いと力で、明日の社会を変えていけると信じ、～ 
楽しみ学び続ける子  ～どんな時でも前向きに、楽しみながら学び続け、生き抜いていく人へと育みます～ 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの  
視視点点でで取取りり組組んんだだこことと  
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年では、昨年度までは伝統行事として取り組ん

できた水田活動に、生物と水田とのつながりに

対する言及する姿や、実際に体験しながら学べ

ることを質の高い教育として捉えるなど、今ま

で取り組んできた活動をＳＤＧｓの観点でとら

え直そうという変容が見られた。高学年では、

従来の伝統的な手作業の価値を考えるととも

に、持続可能性を考えると、指導者の高齢化

や、人を集められない状況に対応するには、機

械化する部分も必要なのではないかという意見

も出て、両極端な意見ではなく、どちらの考え

も大切にしながら、水田活動をよりよいものに

していこうという思いが見取れた。 
 
【学習問題の設定】 
 教科の学習問題として、ＳＤＧｓを取り入れ

ることで、教科における評価とＥＳＤの視点か

らの評価をつなげることができた。算数では、

割合や概数などの教科のねらいを達成した上

で、その概念を使って社会の諸問題についての

意見をもてるかという点からも、子どもたちに

ＥＳＤの力が育成できているかを確認できた。 
 

【家庭で考える機会の提供】 
 今年度より、学校評価アンケートに「持続可

能な社会の創造に貢献する力の育成が図れてい

ると思うか」という項目を入れた。数値化する

ことで、保護者や児童のＳＤＧｓへの関心を視

覚化することができた。  
 肯定的回答 否定的回答 

保護者 86.2% 12.6% 
児童 89.4% 10.6% 

 
【行動の比較】 

子どもたちの学校での行動や家庭学習などか

ら、環境に対して言及する姿や、自分たちの行

動と環境への影響を考える姿が見られた。SDG
ｓを学習で多面的に扱ったことによって、子ど

もたちの意識の変容が確認できる。 
 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

【学習と日常のブリッジング】 
身近なニュースを教材として扱うことで、自

分たちが学んでいることが、社会問題につなが

ると感じることができ、主体的に学ぼうとする

姿勢の育成につながっている。 
本校で実施しているアンケートの分析から

も、日常における社会や科学の事象への関心が

高まっていることが分かった。また、「親子で学

ぶわくわく教室」等の機会を通して、学校で学

んだことを家庭で話題にあげ、身近にできるこ

とに家族で挑戦しているという話も聞かれた。 
 
【ＩＣＴ機器の活用】 
 今年度は、本校がＥＳＤの柱として考えてい

た教育水田活動が、従来の形でできなかったた

め、新たな形での取組を実施する必要性があっ

た。そこで、今まで有効活用できていなかった

校内のミニ水田を使って、例年の作業と今年の

作業を比較しながら、稲の生長を紹介できる動

画を作成した。 
 タブレットを使って記録を取り、分かりやす

く伝えるための動画の工夫を考えるなど、ＩＣ

Ｔ機器を活用し、できることを子どもの意見を

引き出しながら考えることで、校内の水田に新

たな価値を見出すことができた。 
 また、Google classroom に学習した内容を投

稿することで、家庭で自分の学習の内容を振り

返ることもでき、自己調整学習への土台作りを

意識したほか、教師にとっては、学びの積み重

ねや考えの変容を見取り、評価に生かすことも

できている。 

 
 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

本校では、学校教育目標を実現するために、

教育課程全体で育成を目指す資質・能力とし

て、「自分づくりに関する力」と「持続可能な社

会の創造に貢献する力」を位置付けている。 

また、小中ブロック９年間で育てる子ども像

である「主体的に行動し、自ら学び、互いに高

め合うことのできる子ども」を実現するための

本校卒業時の姿として「周りの人々や環境に積

極的に関わり、持続可能な社会のために自分の

考えを進んで表現できる子ども」を設定した。 

 

 

 

＜全校の取組＞ 
◇年間指導計画の作成 
 本校では、ＥＳＤの視点の獲得のために、

低・中・高学年ごとの目標を設定し、その達成

のための具体の資質・能力を各教科・領域の学

習に紐付け、系統的に各学年の年間指導計画を

作成している。 
 
◇南本フェスティバル２０２０ 
 恒例の学校行事である教育水田活動の収穫祭

および振り返りの会にあたるフェスティバルを

１２月に行った。これは例年、何度も通う教育

水田と周囲の環境について振り返り、自分たち

が育てたもち米をついて食べることで、実体験

を伴う深い学びをする機会となってきた。 
しかし今年度は、実際に教育水田に通うこと

なく一年を終えるという状況の中、各学年で

「持続可能な教育水田活動」をテーマにして話

し合った。低学年では、教育水田とその周囲の

生き物との関係を知り、里山に棲む生き物にと 

 
 
 
 
 
って田んぼが重要な役割を果たしていることを

理解した。また、中学年では、ＳＤＧｓの１７

項目について学び、教育水田活動とどのように

つながっているかを考え、その価値を改めて理

解した。高学年では、休耕という事態を経たか

らこそ、自分事として、教育水田活動における

課題や、来年度以降も続けられる現実的な方法

について話し合った。 
 
＜学年や委員会での取組＞ 
◇ニュースを題材とした教科学習（４,５,６年） 
 本校では、ＥＳＤの力を育てるための手立て

の一つとして、「日常とのブリッジング」を取り

入れ、様々な教科で実践している。算数を例に

挙げれば、４年ではフードロスとローリングス

トックを題材とした概数の学習、５年では食品

配送システムの新型コロナ対応を題材とした割

合の学習、６年では海洋プラスチック問題とレ

ジ袋有料化を題材とした、資料の読み取りの学

習など、ニュースで扱われている社会問題を教

科の学習を使って考える時間を設定した。 

 

◇ＳＤＧｓ委員会の活動の充実 

 昨年度発足したＳＤＧｓ委員会では、母体と

なった水田美化委員会の活動を引き継ぎ、校内

の環境整備を中心としていたが、今年度は、Ｓ

ＤＧｓの１７の目標の各項目を朝会で紹介した

り、校内での取組がどの目標につながっている

かを考え、それを全校児童に伝えたりと、子ど

もが主体となってＳＤＧｓの推進を実践した。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

◇ワークシートの活用 
 フェスティバルの学習会では、各学年に応じ

たワークシートを作成して学習に用いた。中学

 11 横浜市立南本宿小学校 学校教育目標 
南本小の子      ～私たちがともに学ぶ、「緑豊かなこのまち」の学校の子どもたちを～ 
ともに明日をつくる子 ～つながりあう「自分たち」の思いと力で、明日の社会を変えていけると信じ、～ 
楽しみ学び続ける子  ～どんな時でも前向きに、楽しみながら学び続け、生き抜いていく人へと育みます～ 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの  
視視点点でで取取りり組組んんだだこことと  
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活動の達成度合いやその変化を測る。その際、

アンケート項目は、ロジックモデルの中のアウ

トカムや指針と紐づける。 

（３）アンケート結果の分析 

「どうすればもっとよいプログラムになる

か」を具体的に検討するために、アンケートの

分析をすすめる。テキストマイニング等を用い

て、変化の可視化を行う。 

（４）ロジックモデルの加筆修正 

来年度の計画を検討し、ロジックモデルの加

筆修正を行う。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

（（１１））ＳＳＤＤＧＧｓｓにに関関連連ししたたカカリリキキュュララムムデデザザイインン  

 教科横断的な学習をするために、生活科や総

合的な学習の時間を活用した取組を計画する。

計画を立てる時にはそれぞれの学級の実態やど

のような所に関心が集まっているかなどを相談

し合った。担任以外の教員からのアイデアが加

わることで、カリキュラムが広がり、柔軟な児

童の取組への支援が考えられた。 

〇身身近近なな公公園園のの環環境境にに着着目目ししたたカカリリキキュュララムム  

（（昨昨年年度度実実践践））  

 担任は身近にある公園の利用が少ないことに

着目した。この公園は磯遊びができることか

ら、自然との関わりを感じることができる。さ

らに、よりよい公園にしていく活動をしている

方とも連携をすることができた。ＳＤＧｓの目

標でもある「海の豊かさを守ろう」にも関わり

が深いことから、学習で取り上げる材として考

えた。 

 

 

「高島水際線公園ってどこ？」から始まった活

動。魚やエビ・カニなどの生き物が豊かに生息

していること、景色がきれいな場所であるこ

と、という公園のよさにふれ、児童は「もっと

多くの人によさを知ってもらいたい」「よさを守

ってもらいたい」との思いを強くもった。 

図４ 高島水際線公園での活動 

 

ロジックとの関連を意識していくことで、持

続可能な社会の担い手に必要な資質・能力がど

のような場面で涵養されているのか、具体的に

なってきた。カリキュラムデザインに加えて、

ESD をアンパッケージすることは、「古くて新し

い教育様式へのシステムの転換」にもつながる

方法だと考えられる。 

児童のマンションの目の前には海が広がって

いるが、海が「見るもの」になってしまってはい

ないか。目の前の海には、多様な生き物が生息

し、その環境を維持するために携わっている人

や発信している人がいることを知らない。 

子どもたちは生き物が大好きである。海の豊

かさを知り、子どもたちがその人たちに代わっ

てできる人になってほしい。 

※図３の丸印内 

図３ 担任が構想した年度初めの計画（カリキュラム）① 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

学区は西区・中区にまたがっており、西区みな

とみらい地区の高層マンション群と中区北仲通

地区の高層マンションの居住者が通学してくる。

１０年暫定の学校であるが、みなとみらい地区の

特徴である経済・賑わいの中心地としての多様な

企業や施設との連携により、「持続可能な社会の

担い手を育む小学校」を目指している。 

学校教育目標の策定にあたり、ESD の構成概念

や ESD の視点に立った学習指導で重視する資質・

能力の考え方を取り入れている。そして、児童の

実態も加味し、本校が目指す５つの資質・能力

（「問いを見いだして学び続ける」・「多様性を認

められる」・「多面的・多角的に物事を捉える」・「ま

ちに愛着をもつ」・「豊かな心をもつ」）にまとめ、

これらを総括するものとして「みな（皆）とみら

い（未来）を創る子」掲げている。 

 

 

 

 

持続可能な社会の担い手を育てるための「カリ

キュラム・マネジメント」に取り組む。そのため

に、ロジックモデルを用いたプログラム評価に今

年度も引き続き取り組んでいく。（詳細について

は、2019 年度横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム実

践報告書を参照） 

昨年度は、包括的と言われる ESD/SDGｓをロジ

ックモデルにおいて本校で取り組むESDの可視化

をし、ESD/SDGｓを教育活動全般に紐づけるとも

に、より具体的な活動（資質・能力）を明らかに

した指標を作成した。そして、本校の特色でもあ

る豊かな外部リソースを活用した教育活動を進

め、教科横断的な学習（教科ベースから能力ベー

スへ）で推進する課題解決型の学習を進めた。 

 

 

 

今年度は、ロジックモデルで可視化した本校が

目指す資質能力の育成のために、教科横断的な学

習をさらに進めたい。技術員・養護教諭と連携 

したり特活や行事と関連づけたりして、学校全体

で取り組むホールスクール・アプローチを目指す。  

また、新型コロナウィルスの休校があっても、

学びが止まらないよう、ICT を活用した学びを推

進してきた。できないことを考えるのではなく、

できることを創り上げる楽しさを追求している。 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  

ESD を柱に据えた学校づくりを進める上で、大

きな課題のひとつが、児童・保護者・地域・外

部協力者、そして教職員といった学校に関わる

多様な関係者（ステークホルダー）の間での ESD

についての共通理解であった。ESD は、多様な領

域や課題、アプローチ（扱い方）があり、どの

ような資質・能力を通して、どのような目標を

目指すのか、とても汎用的であるだけに分かり

づらいとも言われ続けて来ている。それらを整

理し、可視化し、学びの主体である子どもをは

じめ様々な関係者で共有できるものが必要だと

考え、東洋大学教授米原あき先生のご指導をい

ただき、ロジックモデルの策定とプログラム評

価の実践に取り組んできた。 

 

（１）ロジックモデルに基づいた教育活動の推進 

学級や学年の活動だけでなく、重点的な取り

組みとして「ホールスクール・アプローチ」を

実践する。学校全体の取組や校務分掌に即した

取組みを推進していく。 

 

（２）活動の前後でのアンケートの実施 

活動を改善するのに必要な情報を収集するた

めに、活動の前後でアンケートを実施し、その

12 横浜市立みなとみらい本町小学校 

学校教育目標     「みな」と「みらい」を創る子 
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活動の達成度合いやその変化を測る。その際、

アンケート項目は、ロジックモデルの中のアウ

トカムや指針と紐づける。 

（３）アンケート結果の分析 

「どうすればもっとよいプログラムになる

か」を具体的に検討するために、アンケートの

分析をすすめる。テキストマイニング等を用い

て、変化の可視化を行う。 

（４）ロジックモデルの加筆修正 

来年度の計画を検討し、ロジックモデルの加

筆修正を行う。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

（（１１））ＳＳＤＤＧＧｓｓにに関関連連ししたたカカリリキキュュララムムデデザザイインン  

 教科横断的な学習をするために、生活科や総

合的な学習の時間を活用した取組を計画する。

計画を立てる時にはそれぞれの学級の実態やど

のような所に関心が集まっているかなどを相談

し合った。担任以外の教員からのアイデアが加

わることで、カリキュラムが広がり、柔軟な児

童の取組への支援が考えられた。 

〇身身近近なな公公園園のの環環境境にに着着目目ししたたカカリリキキュュララムム  

（（昨昨年年度度実実践践））  

 担任は身近にある公園の利用が少ないことに

着目した。この公園は磯遊びができることか

ら、自然との関わりを感じることができる。さ

らに、よりよい公園にしていく活動をしている

方とも連携をすることができた。ＳＤＧｓの目

標でもある「海の豊かさを守ろう」にも関わり

が深いことから、学習で取り上げる材として考

えた。 

 

 

「高島水際線公園ってどこ？」から始まった活

動。魚やエビ・カニなどの生き物が豊かに生息

していること、景色がきれいな場所であるこ

と、という公園のよさにふれ、児童は「もっと

多くの人によさを知ってもらいたい」「よさを守

ってもらいたい」との思いを強くもった。 

図４ 高島水際線公園での活動 

 

ロジックとの関連を意識していくことで、持

続可能な社会の担い手に必要な資質・能力がど

のような場面で涵養されているのか、具体的に

なってきた。カリキュラムデザインに加えて、

ESD をアンパッケージすることは、「古くて新し

い教育様式へのシステムの転換」にもつながる

方法だと考えられる。 

児童のマンションの目の前には海が広がって

いるが、海が「見るもの」になってしまってはい

ないか。目の前の海には、多様な生き物が生息

し、その環境を維持するために携わっている人

や発信している人がいることを知らない。 

子どもたちは生き物が大好きである。海の豊

かさを知り、子どもたちがその人たちに代わっ

てできる人になってほしい。 

※図３の丸印内 

図３ 担任が構想した年度初めの計画（カリキュラム）① 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

学区は西区・中区にまたがっており、西区みな

とみらい地区の高層マンション群と中区北仲通

地区の高層マンションの居住者が通学してくる。

１０年暫定の学校であるが、みなとみらい地区の

特徴である経済・賑わいの中心地としての多様な

企業や施設との連携により、「持続可能な社会の

担い手を育む小学校」を目指している。 

学校教育目標の策定にあたり、ESD の構成概念

や ESD の視点に立った学習指導で重視する資質・

能力の考え方を取り入れている。そして、児童の

実態も加味し、本校が目指す５つの資質・能力

（「問いを見いだして学び続ける」・「多様性を認

められる」・「多面的・多角的に物事を捉える」・「ま

ちに愛着をもつ」・「豊かな心をもつ」）にまとめ、

これらを総括するものとして「みな（皆）とみら

い（未来）を創る子」掲げている。 

 

 

 

 

持続可能な社会の担い手を育てるための「カリ

キュラム・マネジメント」に取り組む。そのため

に、ロジックモデルを用いたプログラム評価に今

年度も引き続き取り組んでいく。（詳細について

は、2019 年度横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム実

践報告書を参照） 

昨年度は、包括的と言われる ESD/SDGｓをロジ

ックモデルにおいて本校で取り組むESDの可視化

をし、ESD/SDGｓを教育活動全般に紐づけるとも

に、より具体的な活動（資質・能力）を明らかに

した指標を作成した。そして、本校の特色でもあ

る豊かな外部リソースを活用した教育活動を進

め、教科横断的な学習（教科ベースから能力ベー

スへ）で推進する課題解決型の学習を進めた。 

 

 

 

今年度は、ロジックモデルで可視化した本校が

目指す資質能力の育成のために、教科横断的な学

習をさらに進めたい。技術員・養護教諭と連携 

したり特活や行事と関連づけたりして、学校全体

で取り組むホールスクール・アプローチを目指す。  

また、新型コロナウィルスの休校があっても、

学びが止まらないよう、ICT を活用した学びを推

進してきた。できないことを考えるのではなく、

できることを創り上げる楽しさを追求している。 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  

ESD を柱に据えた学校づくりを進める上で、大

きな課題のひとつが、児童・保護者・地域・外

部協力者、そして教職員といった学校に関わる

多様な関係者（ステークホルダー）の間での ESD

についての共通理解であった。ESD は、多様な領

域や課題、アプローチ（扱い方）があり、どの

ような資質・能力を通して、どのような目標を

目指すのか、とても汎用的であるだけに分かり

づらいとも言われ続けて来ている。それらを整

理し、可視化し、学びの主体である子どもをは

じめ様々な関係者で共有できるものが必要だと

考え、東洋大学教授米原あき先生のご指導をい

ただき、ロジックモデルの策定とプログラム評

価の実践に取り組んできた。 

 

（１）ロジックモデルに基づいた教育活動の推進 

学級や学年の活動だけでなく、重点的な取り

組みとして「ホールスクール・アプローチ」を

実践する。学校全体の取組や校務分掌に即した

取組みを推進していく。 

 

（２）活動の前後でのアンケートの実施 

活動を改善するのに必要な情報を収集するた

めに、活動の前後でアンケートを実施し、その

12 横浜市立みなとみらい本町小学校 

学校教育目標     「みな」と「みらい」を創る子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの
視視点点でで取取りり組組んんだだこことと  
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４年生の温暖化に対する取組を行ったＣ児を

見ると、活動前、「苦手なことにねばり強く取り組

んでいる」や「新しい課題や方法にもチャレンジ

している」というアンケート項目に対して「あま

りそう思わない」と回答としている。しかし継続

して活動を行う中で、Ｃ児に変容が見られた。振

り返りから、あきらめずに粘り強く取り組む力や

自分事としてとらえる力、行動する姿勢が見られ

るなど資質・能力に対する変容がうかがい知れる。

活動ごとに丁寧に振り返りを行い、変容を価値づ

けることが大切であると感じた。 

【【ＣＣ児児のの振振りり返返りり】】  

〇児童アンケートの実施と分析 
ESD による変容を見とるために、本校で目指す

資質・能力に沿って、児童自身が振り返られるア

ンケートを作成した。 

                              

総合的な学習の時間の活動が本格的に始まる

前と大門フェスティバルの後でアンケートを行

い、総合的な学習の時間を中心とした ESD の実

践による児童の変容をみとることができた。 
大きく変容が見られたのは、SDGs についての 

項目である。低学年は「SDGs のことをもっと知

りたい」という質問、高学年は「SDGs の達成の

ために協力する責任がある」という質問に対して

どちらも「強くそう思う」が５％以上も増えてい

る。これは SDGs について自らできることを考え

たり、実践してきたりした成果だと考える 
【低学年１１月初めアンケート結果】 

【低学年１２月フェスティバル後のアンケート結果】 

 

【高学年１１月初めアンケート結果】 

【高学年１２月フェスティバル後のアンケート結果】 

 

  
４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

＜児童アンケート結果から見えてきた価値＞ 
・地域や世界の問題に関心をもつこと 
・あきらめずに粘り強く取り組む力 
・協働して問題解決しようとする力 
・一つの問題に対して複数の意見や考え方があ
ることに気付くこと 

・自分事としてとらえる力 

継続した ESD の教育活動によって、子どもた

ちの資質・能力に変容が表れてきていると感じ

ている。これからも身近な問題を見つめたり、

関心をもったりして、友達や地域の方とつなが

り、「今、自分たちにできること」を考え、未来

へつなげていく取組を大切にしたい。 
【【ＢＢ児児のの振振りり返返りり】】  

 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 「地域の人・もの・ことを生かした活動を通し

て未来に目を向けられるようにする」という中期

取組目標から「人とのつながりを通して豊かな人

間関係力及び未来を創り上げる人間性」を育むこ

とという ESD を通して育成したい資質・能力を

設定した。地域の材を ESD の観点から見つめ直

し、大門の地域という資源や特色を最大限生かす

中で、「人とつながる 未来へつなげる 大門小」

という ESD のテーマを掲げ、教職員や子ども、

保護者、地域が輪となって活動を行っている。 
 

 

〇生活科及び総合的な学習の時間 
 SDGs の視点を取り入れながら生活科や総合的

な学習の時間を「課題解決型の学習」となるよう

に進めている。 
 事例としては、家で捨てるはずのものを集めて、

遊びを工夫する２年生の取組、地域のお店を調べ

て、瀬谷観光パンフレット作りをして瀬谷の魅力

を伝える３年生の取組、企業と連携して、使用済

みの油を回収するなど、温暖化に対して自分でで

きることを考えた４年生の取組、海洋プラチック

の問題について関心をもち、資源循環局の方の出

前講座から身近な大門川に目を向けてごみ拾い

をした５年生の取組等である。 
また、コロナ禍における大門フェスティバル

（生活・総合的な学習の時間の中間発表会）につ

いても相手意識や活動目的、手段等を議論し、実

行委員の児童とともに、新しいフェスティバルの

形を創り上げた。 
〇大門小版 SDGs  
代表委員会では、「大門小版SDGsをつくろう」

という活動を全校での取組とした。大門フェステ

ィバル実行委員の児童が「SDGs について分から 

ない」という低学年の声を受けとめ、分かりやす

く身近にできることを実感できるSDGsを創るこ

とを提案し、大門小学校版 SDGs を全校で作成す

ることが決定した。各クラスが生活科や総合的な

学習の時間を通して学んだ内容と関わりの深い

SDGs について、自分たちが学校で実践できるこ

とを考えた。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

〇振り返りカードによる子どもの変容の見取り 
活動の後には振り返りを行い、振り返りカード

から子どもの変容をみとり、分析した。３年「パ

ンフレット作り」では、Ａ児はパンフレット作り

に対してはじめは意欲がなかった。しかし、実際

にプロの方のお話やフェスティバルでの発表を

通して「早く協力して作っていきたい」という気

持ちに変わった。また B 児は、活動を通して「互

いの思いを認め合う力」がついたとメタ認知でき

ている。 
３年生から少しずつ、協働して問題解決しようと

する力が身に付いてきている。 
  

  

【【ＡＡ児児のの振振りり返返りり】】  

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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４年生の温暖化に対する取組を行ったＣ児を

見ると、活動前、「苦手なことにねばり強く取り組

んでいる」や「新しい課題や方法にもチャレンジ

している」というアンケート項目に対して「あま

りそう思わない」と回答としている。しかし継続

して活動を行う中で、Ｃ児に変容が見られた。振

り返りから、あきらめずに粘り強く取り組む力や

自分事としてとらえる力、行動する姿勢が見られ

るなど資質・能力に対する変容がうかがい知れる。

活動ごとに丁寧に振り返りを行い、変容を価値づ

けることが大切であると感じた。 

【【ＣＣ児児のの振振りり返返りり】】  

〇児童アンケートの実施と分析 
ESD による変容を見とるために、本校で目指す

資質・能力に沿って、児童自身が振り返られるア

ンケートを作成した。 

                              

総合的な学習の時間の活動が本格的に始まる

前と大門フェスティバルの後でアンケートを行

い、総合的な学習の時間を中心とした ESD の実

践による児童の変容をみとることができた。 
大きく変容が見られたのは、SDGs についての 

項目である。低学年は「SDGs のことをもっと知

りたい」という質問、高学年は「SDGs の達成の

ために協力する責任がある」という質問に対して

どちらも「強くそう思う」が５％以上も増えてい

る。これは SDGs について自らできることを考え

たり、実践してきたりした成果だと考える 
【低学年１１月初めアンケート結果】 

【低学年１２月フェスティバル後のアンケート結果】 

 

【高学年１１月初めアンケート結果】 

【高学年１２月フェスティバル後のアンケート結果】 

 

  
４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

＜児童アンケート結果から見えてきた価値＞ 
・地域や世界の問題に関心をもつこと 
・あきらめずに粘り強く取り組む力 
・協働して問題解決しようとする力 
・一つの問題に対して複数の意見や考え方があ

ることに気付くこと 
・自分事としてとらえる力 

継続した ESD の教育活動によって、子どもた

ちの資質・能力に変容が表れてきていると感じ

ている。これからも身近な問題を見つめたり、

関心をもったりして、友達や地域の方とつなが

り、「今、自分たちにできること」を考え、未来

へつなげていく取組を大切にしたい。 
【【ＢＢ児児のの振振りり返返りり】】  

 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 「地域の人・もの・ことを生かした活動を通し

て未来に目を向けられるようにする」という中期

取組目標から「人とのつながりを通して豊かな人

間関係力及び未来を創り上げる人間性」を育むこ

とという ESD を通して育成したい資質・能力を

設定した。地域の材を ESD の観点から見つめ直

し、大門の地域という資源や特色を最大限生かす

中で、「人とつながる 未来へつなげる 大門小」

という ESD のテーマを掲げ、教職員や子ども、

保護者、地域が輪となって活動を行っている。 
 

 

〇生活科及び総合的な学習の時間 
 SDGs の視点を取り入れながら生活科や総合的

な学習の時間を「課題解決型の学習」となるよう

に進めている。 
 事例としては、家で捨てるはずのものを集めて、

遊びを工夫する２年生の取組、地域のお店を調べ

て、瀬谷観光パンフレット作りをして瀬谷の魅力

を伝える３年生の取組、企業と連携して、使用済

みの油を回収するなど、温暖化に対して自分でで

きることを考えた４年生の取組、海洋プラチック

の問題について関心をもち、資源循環局の方の出

前講座から身近な大門川に目を向けてごみ拾い

をした５年生の取組等である。 
また、コロナ禍における大門フェスティバル

（生活・総合的な学習の時間の中間発表会）につ

いても相手意識や活動目的、手段等を議論し、実

行委員の児童とともに、新しいフェスティバルの

形を創り上げた。 
〇大門小版 SDGs  
代表委員会では、「大門小版SDGsをつくろう」

という活動を全校での取組とした。大門フェステ

ィバル実行委員の児童が「SDGs について分から 

ない」という低学年の声を受けとめ、分かりやす

く身近にできることを実感できるSDGsを創るこ

とを提案し、大門小学校版 SDGs を全校で作成す

ることが決定した。各クラスが生活科や総合的な

学習の時間を通して学んだ内容と関わりの深い

SDGs について、自分たちが学校で実践できるこ

とを考えた。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

〇振り返りカードによる子どもの変容の見取り 
活動の後には振り返りを行い、振り返りカード

から子どもの変容をみとり、分析した。３年「パ

ンフレット作り」では、Ａ児はパンフレット作り

に対してはじめは意欲がなかった。しかし、実際

にプロの方のお話やフェスティバルでの発表を

通して「早く協力して作っていきたい」という気

持ちに変わった。また B 児は、活動を通して「互

いの思いを認め合う力」がついたとメタ認知でき

ている。 
３年生から少しずつ、協働して問題解決しようと

する力が身に付いてきている。 
  

  

【【ＡＡ児児のの振振りり返返りり】】  

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  

○エコバッグづくりの段階として「バトン

タッチ ＳＤＧｓ はじめてます 河川

のＳＤＧｓ（海のＳＤＧｓ続編） 」を

視聴した。 

  

 

 

 

 

「海から完全にプラスチックごみをなくすた

めには元から断たなくてはダメだ。」という青年

の映像を見て、同年代の子どもたちが、今の自

分と比べて、今の自分には何ができるのだろう

かということを考えるきっかけとなった。 

  

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

エコバッグ自体は、前から世の中にあるもの

だが、今回作製したエコバッグの素材がペット

ボトルからできていることは新しいことであ

り、時代の流れで今まで革や布で作られるもの

が鞄という概念が変わり、リサイクルの視点に

意識が確実に転換した。 

  

 

時代が日々変わり流れていく中で、生徒自身

が新しいものを見つけてみようという意識が生

まれていることが見える。 

エコバッグづくりは、生徒にとって身近なこ

とから目を向けられるので、取り組みやすい内 

容だった。 

      【【エエココババッッググデデザザイインンにに選選ばばれれたた生生徒徒】】  

  

 ＳＤＧｓは１７の目標から成り立っていて、

デザインを全校生徒が描くことで、その１つひ

とつのアイコンの内容に興味を持つことができ

た。また２０３０年までに達成という目標も理

解し、デザインの中に盛り込むことができた。 
 ＳＤＧｓとは何か、何を目指しているのか、

持続可能な開発とはどういう意味なのか。ま

だ、生徒たちに伝えなければならないことはた

くさんあるが、今回エコバッグづくりをしたこ

とで、家に帰りおうちの人に話をすることで、

自分ひとりでは思いつかなかった「できるこ

と」が見つかるかもしない。また、ＳＤＧｓに

ついて話題が広がることで、社会や環境問題、

身近なことへの興味や世界の人々に目を向けて

いけたら、次につながる一歩となると感じた。 
 １７の目標すべてを取り組もうとしても、そ

れは難しい。今回の目標１２と１４に関連した

何か１つでもつなげて取組をし、持続可能な発

展につながるようにすればいい。 
 「できること」「できそうなこと」から、行動

をすることを、今後もやっていきたい。 

 

 

 

【【投投票票箱箱とと廊廊下下にに展展示示さされれたた各各ククララススのの作作品品】】  

 
 
 
 

１ 学校教育目標と 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力とのつながり 

 

具体的な課題の発見・探求・解決の過程で生

徒自らが持続可能な社会づくりに関する価値観

を身に付け、自らの意思を決定し、行動を変革

していくことができるようにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○『つくる責任・つかう責任』（ＳＤＧｓ目

標１２）『海の豊かさを守ろう』（ＳＤＧ

ｓ目標１４）をテーマにゴミのゆくえ・買

い物袋のゆくえの問題提起を行った。 

 

○校内に自動販売機が設置されたことを含め

て、生徒たちが主体的に取り組める機会とし

てエコバッグづくりをした。 

○ 

 

 

 

エコバッグづくりは保健委員会から全校

生徒へ働きかけ、デザインを全校生徒に作

成してもらい全校投票により１つに絞り、

みんなが注目する活動にすることで、より

今のライフスタイルを見つめなおす活動と

することができた。 

 

  ○エコバッグづくりをする中で、学校教育

目標の社会に貢献する視点を踏まえ社会

全体への持続可能な未来を意識した学び

の一助にすることができた。 

14 横浜市立中和田中学校 

学校教育目標『自ら学び、自他を大切にして、社会に貢献する生徒を育てます』 

２ ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の視点で 
取り組んだこと 

 

 

 

 

31



３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

 予測困難な時代に向け、時代の変化を先取りし、

持続可能な社会の創り手となることを意識し、自

らできることを考え実践する力 

「コミュニケーション能力」 

 「つながる力」 

 「自ら判断して行動する力」 

 「多様性の尊重」 

 

 

 

 

 ①難民への理解を深め、自分たちにもできるこ

とを考え、実行にうつす。 

 

スステテッッププ１１  国国連連ＵＵＮＮＨＨＣＣＲＲ出出張張授授業業  

 

国連ＵＮＨＣＲ協会、天沼耕平氏による出張授

業を実施した。本来であれば、全校生徒を体育館

に集めて講演をしてもらう予定を一クラスで講

義した映像を情報配信システムを使って全クラ

スに同時配信するという方式を採用した。本校初

の試みだったこともあり、多少不具合が生じたが、

担任がクラスで講義するだけでは喚起すること

が難しい、難民の現在を知っている現場の人の声

を直接聞くことにより生徒の興味関心を高める

ことになった。 

 

  

 

 

 

 

 

  

スステテッッププ２２  ユユニニククロロ「「““届届けけよようう、、服服ののチチカカララ””

ププロロジジェェククトト」」へへのの参参加加  

 

コロナ禍で出張授業がためらわれたこともあ

り、ユニクロから送付してもらったＤＶＤを各学

年で一斉に視聴し、難民支援のために子ども服の

古着を集める活動に参加することを全校生徒に

周知した。 

 

スステテッッププ３３  生生徒徒会会にによよるる古古着着回回収収活活動動開開始始  

 

 生徒会本部役員が集まり、どのようにプロジェ

クトをすすめるかを話し合った。古着回収期間は

１ヵ月、朝の登校時間に回収ボックスを設置、生

徒会本部役員が交代で声かけを行うことなどを

決めた。事前に昼の放送でプロジェクトの開始を

アナウンスすることとなった。 

 本校で、このプロジェクトに参加するのは始め

てなので、古着がどのくらい集まるのかまったく

見当がつかず、ユニクロから送られてきた古着回

収用の段ボール１０箱はとても多いように感じ

ていたが、結果的には段ボール９箱、約６００着

程度の古着が集まった。例年だと、地域にも呼び

かけ、大々的に古着回収をすることもできるそう

だが、もし、そのような機会があれば地域の祭り

の時、地域の店舗や会社を通じて古着回収プロジ

ェクトへの参加をよびかけるなど、生徒主体で地

域とのつながりをもつことも可能となる。今後と

も続けていきたい活動である。また、このプロジ

ェクトを通じて、生徒は遠い世界のできごとであ

る難民問題を身近にとらえなおすことができた。 

15 横浜市立西本郷中学校 

学校教育目標 

自ら挨拶、自ら判断、自ら行動、人とのつながりを大切にする思いやりある西本中生 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点
でで  

②横浜市の温暖化対策について理解を深め、学校

で取り組めることを考え提案する。 

 

スステテッッププ１１  横横浜浜市市温温暖暖化化対対策策統統括括本本部部のの出出張張

授授業業  

 

 グーグルの提供する温室効果ガス排出量可視

化ツールＥＩＥ（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ 

Ｉｎｓｉｇｈｔｓ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ）を活用し

た授業を３年生全４クラスで実施した。横浜市温

暖化対策統括本部課長の宮島弘樹さんを講師と

して、社会科の授業を２コマ利用し、１時間目は

地球温暖化の概要やメカニズムを知り、２日目は

横浜市として削減すべきところや、削減できる分

野はどこにあるのかを考えるというテーマで講

義してもらった。 

一クラス１０班に

分かれ、１班に１台

タブレット端末を配

布し、ＥＩＥツール

を活用し、横浜市で

はどのくらい温暖化

効果ガスが排出されているのか、自動車などから

の排出量はどうなっているのか、もし、建物の屋

上に太陽光パネルを設置したら、どのくらい排出

量が減るのかなどを確認した。授業の中では、排

出量を減らすにはどうしたらよいのか、まず班で

討議し発表し、その後は個人で質問、発表した。

横浜市は人口が多いので、家庭からＣＯ２が排出

される割合が他都市に比べて多いことを認識し

た。 

 

スステテッッププ２２  学学校校でで取取りり組組めめるる温温暖暖化化対対策策をを考考

ええるる  

 

 社会科の時間を使い、さらに学校で取り組める

内容があるかを班で討議した。温暖化対策アクシ

ョン、略して温対アクションを個人で考え、それ

を持ち寄り、班で討議して決定するという流れで

すすめた。出張授業の内容をふまえ、学校内の常

時点灯しているトイレなどの電気をセンサー式

にすることや緑を育てるなどのアイディアがで

た。 

  

スステテッッププ３３  理理科科のの授授業業でで環環境境問問題題ににつついいてて調調

べべるる  

 

 理科の時間を使って、環境問題についてさらに

詳しく調べることに。調べるテーマは８つ。 

  ・水質汚濁 

  ・エネルギー問題 

  ・自動車の未来 

  ・プラスチック問題 

  ・オゾン層破壊 

  ・森林破壊 

  ・地球温暖化 

  ・大気汚染 

 調べた内容を発表し、それに対して質問を受け

さらに調べることで内容を深めるための中間発

表を行い、これらの問題を解決するためにはどう

したらよいのか、解決するとＳＤＧｓのどのゴー

ルに近づくのかを最終的には発表させる予定で

ある。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

 生徒による学校評価アンケートを実施した。 

「西本郷中学校はＳＤＧｓの取組に積極的であ

る。」という内容の質問に対し、全校で８割近い

生徒が、「そう思う」「大体思う」という回答を

得た。ＳＤＧｓの周知は進んだのではないかと

考察できるが、今後はさらにＥＳＤで育成をめ

ざす「構成概念」を各教科に位置づけ、視覚化

する手法を生み出す必要がある。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 

 難民支援など地球規模の課題を、自分ごとに

とらえ主体的に行動することで、問題解決に近

づくことに気づけた。 

 Think globally  act locally. 
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内容があるかを班で討議した。温暖化対策アクシ

ョン、略して温対アクションを個人で考え、それ

を持ち寄り、班で討議して決定するという流れで

すすめた。出張授業の内容をふまえ、学校内の常

時点灯しているトイレなどの電気をセンサー式

にすることや緑を育てるなどのアイディアがで

た。 

  

スステテッッププ３３  理理科科のの授授業業でで環環境境問問題題ににつついいてて調調

べべるる  

 

 理科の時間を使って、環境問題についてさらに

詳しく調べることに。調べるテーマは８つ。 

  ・水質汚濁 

  ・エネルギー問題 

  ・自動車の未来 

  ・プラスチック問題 

  ・オゾン層破壊 

  ・森林破壊 

  ・地球温暖化 

  ・大気汚染 

 調べた内容を発表し、それに対して質問を受け

さらに調べることで内容を深めるための中間発

表を行い、これらの問題を解決するためにはどう

したらよいのか、解決するとＳＤＧｓのどのゴー

ルに近づくのかを最終的には発表させる予定で

ある。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

 生徒による学校評価アンケートを実施した。 

「西本郷中学校はＳＤＧｓの取組に積極的であ

る。」という内容の質問に対し、全校で８割近い

生徒が、「そう思う」「大体思う」という回答を

得た。ＳＤＧｓの周知は進んだのではないかと

考察できるが、今後はさらにＥＳＤで育成をめ

ざす「構成概念」を各教科に位置づけ、視覚化

する手法を生み出す必要がある。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 

 難民支援など地球規模の課題を、自分ごとに

とらえ主体的に行動することで、問題解決に近

づくことに気づけた。 

 Think globally  act locally. 
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⑦自分が調べた

ことを、班の人に

も教えてあげよ

うの会（班内発表

会）開催。 

発表会後、最終ア

ンケートをとっ

た。 

  

  

  

  

  

  

  

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

▽SDGs について学習する前のアンケート結果 

【質問】SDGs について知っていますか？ 

 【結果】知っている；12% 

          聞いたことがある；61%  

          知らない；11% 

          無回答；16% 

▽SDGs の学習を行った後のアンケート結果 

 【質問 1】SDGs について知っていますか？ 

 【結果 1】よく知っている；88% 

 【質問 2】SDGs について人に説明できます

か？ 

 【結果 2】自信をもってできる；54% 

 【質問 3】SDGs について勉強してよかったで

すか？ 

 【結果 3】とてもよかった；95% 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 

▽SDGs の学習に取り組んだことでの生徒が実感

する意識変化 

1．大部分の生徒が意識の高まりを実感し、ま

わり（保護者など）に伝えたいと考えた。 

2．節電や節水を心掛けるようになった。 

3．食べ残しをしないようになった。 

4．買い物の時マイバッグを持参するようにな

った。 

5．ゴミの分別が大事であると自覚し、実際に

実践するようになった。 

6．賞味期限の長いものを買うのではなく、す

ぐに使うものなら賞味期限が短いものを意

識して買うようになった。また、エコマー

クの製品を意識して買うようになった。 

7．植物を植えよう、リサイクルをしよう、募

金をしよう、物は使い切ろう等々の決意も

あった。 

 

▽学校司書より 

 昨年度より、SDGｓに関連する蔵書を充実させ、

掲示物や学校図書館だよりでも啓蒙するよう心

掛けました。 

 本年度は、調べもの学習を行う上で、クラスの

生徒全員が一斉に取り組むには十分ではないの

で、金沢図書館より、蔵書を借りてきました。 

 調べものをしたことで、今後も興味をもって別

の角度からも SDGs について調べてほしいです。 

▽１学年理科担当より 

SDGs について研究している大学生と話す機会

があったり、中村哲さんの本を読んだりして感化

され、「未来を担う中学生に、現状を知ってほしい」

「せっかくなら文化祭に展示ができれば」「やる

なら年度末ではないときに」と思い、自分もまだ

まだ勉強不足でしたが、生徒たちの力を信じてみ

ました。事後のアンケートを見ると明らかに意識

は変わり、家族と話した生徒もいたということで

効果を感じています。更に、学習した直後にテレ

ビで１週間特集が組まれていたので、それを意識

して見た生徒も多く、良かったと思います。多く

の企業が SDGs に力を入れている中で、学校が遅

れをとることはできませんし、毎年継続して行っ

ていくことが大切だと感じています。 

 
 
 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

〇世界に目を向けることで、国際理解・国際協調

の意識を持ち、多様性を尊重できる豊かな心を

育む。 

〇自ら課題を見出し、学び続ける姿勢を育成する。 

〇まちに愛着を持ち、コミュニケーション力を高

める。 

 

 

 

〇〇  学学校校図図書書館館のの整整備備  

生徒自らが興味関心を喚起できるよう、学習環

境の整備の一環として、図書の充実を図り、学校

図書館に「SDGs コーナー」を設けた。 

 また、図書室前と保健室、事務室前に掲示を行

い、生徒の意識向上を図った。 

 

  

〇〇１１年年生生理理科科のの授授業業のの取取組組  

１年生の理科の授業において、ESD（持続可能な

開発のための教育）とは何か、2030 年に実現す

るために、今何をすべきかを考える授業を行っ

た。（全 7 回） 

⓪ 授業振り返りアンケートにて、“SDGs”を知

っているかの事前アンケートをとった。 

① SDGs の 17 の目標についてレクチャーを行

い、それぞれが興味を持った理科に関連する

SDGs に関する調べもの学習のテーマを決定し

た。 

 

 

 

 

 

 

調べもの学習の内容として選んだテーマは、 

1．南北格差問題や飢餓問題、食品ロスなど、

食料分配にかかわること 

2．海洋プラスチック問題など、プラスチック

にかかわること 

3．地球温暖化についてや森林の保護など、地

球環境問題 

4．飲み水やトイレについてなど、水問題 

5．化石燃料の枯渇や再生可能エネルギーにつ

いてなど、エネルギー問題を選ぶ生徒が多

かった。 

ごみ問題や女性の権利について調べた生徒

もいた。 

②～⑤学校図書館に

て、調べもの学習。 

⑥調べもののまとめと

西柴祭（文化祭）の

展示物作成。 

 1.持続可能にするた

めに、あなたがする

ことは。 

 2．あなたが 23 歳 

 （2030 年）になるま

でにできること、や

るべきこと。 

  

16 横浜市立西柴中学校 

学校教育目標 共に学び、たくましく、豊かな心をもった生徒を育てます 
    （公）地域や社会のため、自分の役割や働くことの意義を理解し、行動する力を育てます。 

（開）多様性を尊重し、コミュニケーションを通して、ともに新たな価値を見出す力を育てます。 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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⑦自分が調べた

ことを、班の人に

も教えてあげよ

うの会（班内発表

会）開催。 

発表会後、最終ア

ンケートをとっ

た。 

  

  

  

  

  

  

  

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

▽SDGs について学習する前のアンケート結果 

【質問】SDGs について知っていますか？ 

 【結果】知っている；12% 

          聞いたことがある；61%  

          知らない；11% 

          無回答；16% 

▽SDGs の学習を行った後のアンケート結果 

 【質問 1】SDGs について知っていますか？ 

 【結果 1】よく知っている；88% 

 【質問 2】SDGs について人に説明できます

か？ 

 【結果 2】自信をもってできる；54% 

 【質問 3】SDGs について勉強してよかったで

すか？ 

 【結果 3】とてもよかった；95% 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 

▽SDGs の学習に取り組んだことでの生徒が実感

する意識変化 

1．大部分の生徒が意識の高まりを実感し、ま

わり（保護者など）に伝えたいと考えた。 

2．節電や節水を心掛けるようになった。 

3．食べ残しをしないようになった。 

4．買い物の時マイバッグを持参するようにな

った。 

5．ゴミの分別が大事であると自覚し、実際に

実践するようになった。 

6．賞味期限の長いものを買うのではなく、す

ぐに使うものなら賞味期限が短いものを意

識して買うようになった。また、エコマー

クの製品を意識して買うようになった。 

7．植物を植えよう、リサイクルをしよう、募

金をしよう、物は使い切ろう等々の決意も

あった。 

 

▽学校司書より 

 昨年度より、SDGｓに関連する蔵書を充実させ、

掲示物や学校図書館だよりでも啓蒙するよう心

掛けました。 

 本年度は、調べもの学習を行う上で、クラスの

生徒全員が一斉に取り組むには十分ではないの

で、金沢図書館より、蔵書を借りてきました。 

 調べものをしたことで、今後も興味をもって別

の角度からも SDGs について調べてほしいです。 

▽１学年理科担当より 

SDGs について研究している大学生と話す機会

があったり、中村哲さんの本を読んだりして感化

され、「未来を担う中学生に、現状を知ってほしい」

「せっかくなら文化祭に展示ができれば」「やる

なら年度末ではないときに」と思い、自分もまだ

まだ勉強不足でしたが、生徒たちの力を信じてみ

ました。事後のアンケートを見ると明らかに意識

は変わり、家族と話した生徒もいたということで

効果を感じています。更に、学習した直後にテレ

ビで１週間特集が組まれていたので、それを意識

して見た生徒も多く、良かったと思います。多く

の企業が SDGs に力を入れている中で、学校が遅

れをとることはできませんし、毎年継続して行っ

ていくことが大切だと感じています。 

 
 
 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

〇世界に目を向けることで、国際理解・国際協調

の意識を持ち、多様性を尊重できる豊かな心を

育む。 

〇自ら課題を見出し、学び続ける姿勢を育成する。 

〇まちに愛着を持ち、コミュニケーション力を高

める。 

 

 

 

〇〇  学学校校図図書書館館のの整整備備  

生徒自らが興味関心を喚起できるよう、学習環

境の整備の一環として、図書の充実を図り、学校

図書館に「SDGs コーナー」を設けた。 

 また、図書室前と保健室、事務室前に掲示を行

い、生徒の意識向上を図った。 

 

  

〇〇１１年年生生理理科科のの授授業業のの取取組組  

１年生の理科の授業において、ESD（持続可能な

開発のための教育）とは何か、2030 年に実現す

るために、今何をすべきかを考える授業を行っ

た。（全 7 回） 

⓪ 授業振り返りアンケートにて、“SDGs”を知

っているかの事前アンケートをとった。 

① SDGs の 17 の目標についてレクチャーを行

い、それぞれが興味を持った理科に関連する

SDGs に関する調べもの学習のテーマを決定し

た。 

 

 

 

 

 

 

調べもの学習の内容として選んだテーマは、 

1．南北格差問題や飢餓問題、食品ロスなど、

食料分配にかかわること 

2．海洋プラスチック問題など、プラスチック

にかかわること 

3．地球温暖化についてや森林の保護など、地

球環境問題 

4．飲み水やトイレについてなど、水問題 

5．化石燃料の枯渇や再生可能エネルギーにつ

いてなど、エネルギー問題を選ぶ生徒が多

かった。 

ごみ問題や女性の権利について調べた生徒

もいた。 

②～⑤学校図書館に

て、調べもの学習。 

⑥調べもののまとめと

西柴祭（文化祭）の

展示物作成。 

 1.持続可能にするた

めに、あなたがする

ことは。 

 2．あなたが 23 歳 

 （2030 年）になるま

でにできること、や

るべきこと。 

  

16 横浜市立西柴中学校 

学校教育目標 共に学び、たくましく、豊かな心をもった生徒を育てます 
    （公）地域や社会のため、自分の役割や働くことの意義を理解し、行動する力を育てます。 

（開）多様性を尊重し、コミュニケーションを通して、ともに新たな価値を見出す力を育てます。 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

 学校教育目標「たくましく生き抜いていく子

ども」を達成するために、５つの目指す子どもの

姿（目標を立てられる子、受け入れる子、協働す

る子、判断・実行できる子・やりぬく子）を設定

して取り組んでいる。この５つの姿全てが、ＥＳ

Ｄを通して育成したい資質・能力である。 

教職員が「この問題を解決したい！」と子ども

が課題を発見して取り組むための手立てを具体

的にイメージすることや、子どもが課題を解決す

る方法を主体的に選択、決定して学ぶ姿が見られ

ないことに課題をもっていたため、この５つの姿

を設定した。また、これからの社会をたくましく

生き抜いていくために、子どもたちが主体的に学

び方を自己選択、自己決定しながら、他者と協働

的に解決してほしいと考えている。 

  

 

 ＥＳＤの視点でカリキュラム改善を行ってい

るが、次世代を見据えたカリキュラム開発も視野

に入れて取り組んでいる。 

〇４年生 総合的な学習の時間  

ＳＤＧｓについて調べ、自分たちにできること

を考えて活動している。横浜市国際交流協会の出

前授業で、さらに理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

〇６年生 理科 電気を無駄なく使う仕組み 

 自動で電気が点灯消灯する事実から学習を展

開し、電気を無駄なく使う仕組みをプログラミン 

グで考えた。 

 

 

グした。 

 

 

 

 

 

 

〇２年生４年生 ビーバーチャレンジに挑戦 

 ビーバーチャレンジとは、情報学と論理的計算

的思考のための国際的な取組で、問題解決スキル

と情報学の理解を促進している。今回はカードを

通して取組を 

行った。 

 

 

 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

〇年間指導計画（学年ごよみ）とＥＳＤとの関

連を明らかにした表を作成し、図書室前に掲示

した。 

〇校内重点研究で、自

分が授業で育てたい子

どもの姿を「卵」にし

て表し、研究会や協議

会でその卵をもとに議

論を深めた。 

 

〇学校評価にも取り入

れ、保護者から学校の

取組を評価する機会を設けた。 

  
４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

〇ＥＳＤという共通のフィルターがあること

で、目指す子どもの姿がより具体的になった。 

〇保護者にＳＤＧｓを周知するきっかけになっ

た。  

18 横浜市立白幡小学校 

学校教育目標   たたくくままししくく生生きき抜抜いいてていいくく子子どどもも  
心身ともに健康で、豊かな心情をもち、自分の言葉で語る実践力のあるたくましい子どもを育成します。 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

 
 
 
 

  
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
  
  

〇「よくかんがえ」では、自己決定力・自己判

断力の育成を目指しています。 

  ESD において、私たちとその子孫が、この地

球で生きていくことを困難にするような問題

について、考えたり立ち向かったりする中で

育まれる思考力や判断力が学校教育目標に直

結します 

 

〇「なかよく」では、かかわり合う力・コミュニ

ケーション力の育成を目指しています。 

  ESD では、他人、社会、自然環境との関係性

など、様々な他者との関係性を認識し、関わり

やつながりを尊重していく考え方が重要とな

ることから、他者とのつながりやコミュニケー

ション力をダイレクトに育成できます。また、

収集した情報や、行った実践について学校内外

に向けて発信することも、これらの力の育成に

つながります。 

 

 

 

 

〇体験学習での取組に、SDGｓを位置づけました。 

  三浦体験学習では、「14.海の豊かさを守ろう」

という視点で、自然の干潟の様子を観察しまし

た。学校に戻ってからは、学校近隣の人工干潟

の様子を見学し、生態系の違いや生き物の保全

について学びました。 

 

〇総合的な学習の時間での取組に SDGｓを目標に

位置づけました。 

  4 年「浦島太郎について調べよう」では、学

校周辺の地域に古くから根付いている「浦島太 

 

 

 

 

郎伝説」について調べました。縁のあるお寺の住 

職さんのお話や、町内会の方の思いにふれ、まち

のシンボルとして浦島太郎がずっと大切にされ

てきたことを知りました。町内の公園にある浦島

太郎の壁画を老朽化により塗り替えるプロジェ

クトに加わり、子ども達が浦島太郎の壁画を一新

することになり、プロのアーティストを講師とし

て招きながら制作を進めています。 

 この学習の中では、様々な方と関わりながら地

域で大切にされてきたものを守り、老朽化した場

所を新しくするという活動に「11.住み続けられ

るまちづくりを」という視点で、取り組んでいま

す。子ども自身が地域に愛着をもち、制作した壁

画が地域の人からも愛されるよう、試行錯誤しな

がら学習を進めています。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

〇上記の活動に加え、SDGｓに関連すると思われ

る実践について、SDGｓの視点で活動を振り返

る予定です。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値  
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 

〇自分たちの生活は、地域や世界とつながりが

あることに気づくことができました。 

住んでいる地域のすぐ近くにある海は、他

の地域や世界ともつながっていることや、環

境汚染等により生態系が失われている地域も

あることを知り、世界で起きていることも、

自分たちの生活と無関係ではないことを実感

することができました。 

 

〇地域の人の思いにふれ、まちへの愛着が生ま

れました。 

17 横浜市立神奈川小学校 

学校教育目標 

「かながわ」 よくかんがえ なかよく がんばる わたしたちかなっ子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの
視視点点でで取取りり組組んんだだこことと  
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

 学校教育目標「たくましく生き抜いていく子

ども」を達成するために、５つの目指す子どもの

姿（目標を立てられる子、受け入れる子、協働す

る子、判断・実行できる子・やりぬく子）を設定

して取り組んでいる。この５つの姿全てが、ＥＳ

Ｄを通して育成したい資質・能力である。 

教職員が「この問題を解決したい！」と子ども

が課題を発見して取り組むための手立てを具体

的にイメージすることや、子どもが課題を解決す

る方法を主体的に選択、決定して学ぶ姿が見られ

ないことに課題をもっていたため、この５つの姿

を設定した。また、これからの社会をたくましく

生き抜いていくために、子どもたちが主体的に学

び方を自己選択、自己決定しながら、他者と協働

的に解決してほしいと考えている。 

  

 

 ＥＳＤの視点でカリキュラム改善を行ってい

るが、次世代を見据えたカリキュラム開発も視野

に入れて取り組んでいる。 

〇４年生 総合的な学習の時間  

ＳＤＧｓについて調べ、自分たちにできること

を考えて活動している。横浜市国際交流協会の出

前授業で、さらに理解を深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

〇６年生 理科 電気を無駄なく使う仕組み 

 自動で電気が点灯消灯する事実から学習を展

開し、電気を無駄なく使う仕組みをプログラミン 

グで考えた。 

 

 

グした。 

 

 

 

 

 

 

〇２年生４年生 ビーバーチャレンジに挑戦 

 ビーバーチャレンジとは、情報学と論理的計算

的思考のための国際的な取組で、問題解決スキル

と情報学の理解を促進している。今回はカードを

通して取組を 

行った。 

 

 

 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

〇年間指導計画（学年ごよみ）とＥＳＤとの関

連を明らかにした表を作成し、図書室前に掲示

した。 

〇校内重点研究で、自

分が授業で育てたい子

どもの姿を「卵」にし

て表し、研究会や協議

会でその卵をもとに議

論を深めた。 

 

〇学校評価にも取り入

れ、保護者から学校の

取組を評価する機会を設けた。 

  
４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

〇ＥＳＤという共通のフィルターがあること

で、目指す子どもの姿がより具体的になった。 

〇保護者にＳＤＧｓを周知するきっかけになっ

た。  

18 横浜市立白幡小学校 

学校教育目標   たたくくままししくく生生きき抜抜いいてていいくく子子どどもも  
心身ともに健康で、豊かな心情をもち、自分の言葉で語る実践力のあるたくましい子どもを育成します。 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

 
 
 
 

  
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
  
  

〇「よくかんがえ」では、自己決定力・自己判

断力の育成を目指しています。 

  ESD において、私たちとその子孫が、この地

球で生きていくことを困難にするような問題

について、考えたり立ち向かったりする中で

育まれる思考力や判断力が学校教育目標に直

結します 

 

〇「なかよく」では、かかわり合う力・コミュニ

ケーション力の育成を目指しています。 

  ESD では、他人、社会、自然環境との関係性

など、様々な他者との関係性を認識し、関わり

やつながりを尊重していく考え方が重要とな

ることから、他者とのつながりやコミュニケー

ション力をダイレクトに育成できます。また、

収集した情報や、行った実践について学校内外

に向けて発信することも、これらの力の育成に

つながります。 

 

 

 

 

〇体験学習での取組に、SDGｓを位置づけました。 

  三浦体験学習では、「14.海の豊かさを守ろう」

という視点で、自然の干潟の様子を観察しまし

た。学校に戻ってからは、学校近隣の人工干潟

の様子を見学し、生態系の違いや生き物の保全

について学びました。 

 

〇総合的な学習の時間での取組に SDGｓを目標に

位置づけました。 

  4 年「浦島太郎について調べよう」では、学

校周辺の地域に古くから根付いている「浦島太 

 

 

 

 

郎伝説」について調べました。縁のあるお寺の住 

職さんのお話や、町内会の方の思いにふれ、まち

のシンボルとして浦島太郎がずっと大切にされ

てきたことを知りました。町内の公園にある浦島

太郎の壁画を老朽化により塗り替えるプロジェ

クトに加わり、子ども達が浦島太郎の壁画を一新

することになり、プロのアーティストを講師とし

て招きながら制作を進めています。 

 この学習の中では、様々な方と関わりながら地

域で大切にされてきたものを守り、老朽化した場

所を新しくするという活動に「11.住み続けられ

るまちづくりを」という視点で、取り組んでいま

す。子ども自身が地域に愛着をもち、制作した壁

画が地域の人からも愛されるよう、試行錯誤しな

がら学習を進めています。 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

〇上記の活動に加え、SDGｓに関連すると思われ

る実践について、SDGｓの視点で活動を振り返

る予定です。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値  
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 

〇自分たちの生活は、地域や世界とつながりが

あることに気づくことができました。 

住んでいる地域のすぐ近くにある海は、他

の地域や世界ともつながっていることや、環

境汚染等により生態系が失われている地域も

あることを知り、世界で起きていることも、

自分たちの生活と無関係ではないことを実感

することができました。 

 

〇地域の人の思いにふれ、まちへの愛着が生ま

れました。 

17 横浜市立神奈川小学校 

学校教育目標 

「かながわ」 よくかんがえ なかよく がんばる わたしたちかなっ子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの
視視点点でで取取りり組組んんだだこことと  

38



 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

『『人人、、もものの、、ここととととのの「「つつななががりり」」かからら、、自自己己のの考考ええをを伸伸長長しし、、未未来来へへははばばたたくくここととががででききるる』』  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６年 総合的な学習の時間（ＡＩＡＩ）】 

「「ああいいざざわわののままちちＳＳＤＤＧＧｓｓ宣宣言言」」  

 SDGｓを通して、自分たちのまちの特徴を見つめ直し、自分

たちにできることは何かを考え、あいざわのまちの方と共によ

りよいまちを創り上げるために、発信（宣言）を行った。６年

生を３つのグループに分けて活動を行った。 

【【環環境境】】  

 ・・エエココババッッググづづくくりり  

エコバッグを作り、広めたいという思いに

沿い、ＰＴＡと連携をしデザイン、色を考え、

運動会の参加賞としてエコバッグを配布した。 

  ・・間間伐伐材材をを使使っったたククララフフトト体体験験  

秦野で林業を営む方と関わり、林業

の魅力や間伐材への関心を深め、いた

だいた間伐材をもとにプラスチック

代用品を制作した。  

  

【【地地域域】】  

・・ままちちにに SSDDGGｓｓをを広広めめるる活活動動  

学習を通して、まち、保護者にで

きることを考えた。運動会時に保護

者へ「ゴミを持ち帰ろう」と呼びか

ける放送やチラシ作り、学校ＨＰを

活用して SDGｓについて知ってもらう取組をした。 

・・SSDDGGｓｓササポポーータターー認認定定活活動動  

民生委員や子どもが利用する店など

子どもがお世話になっている人に対し

て共によりよいまちを創り上げるため

の協力を依頼し、SDGｓサポートとして認定をした。 

 

 

 

 
 

【国際】 

・・外外国国ににルルーーツツののああるる保保護護者者へへアアンンケケーートト  

 在籍児童のうち、約２割が外国にルーツをもってい

るという特性を生かし、「日本に住んでいて感じる日本

のよさや、過ごす際に困っていること」などのアンケー

トを行った。 

・・日日本本救救援援衣衣料料セセンンタターーへへのの服服のの寄寄付付、、ユユニニセセフフ募募金金  

 自分たちができることは何かと考え、６年生

全員に服の寄付を依頼し、集めたり、ユニセフ募

金を行ったりした。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  これまでの活動の中での学びをもとにＥＳＤによる

変容を見取るため、宣言を行った学習発表後に以下の

アンケートを行った。６つの構成概念および、７つの

能力・態度である。 

 アンケート結果より有限性、責任性に関する考えの

推移が高かった。限りある資源に感謝し、大切に使う

ことや自分たちで協力して課題解決をすることをこれ

までの活動で実感することができたといえる。 
４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

人・もの・こととの「つながり」から、主体的に参

加する態度を育むことができた。これまでの自分の見

方・考え方がＥＳＤを通して見つめ直すことで身の回

りのことにつながっているだけでなく、未来に向かっ

ていること、それを担う一員であることを子ども自身

が感じることができたと考える。  

20 横浜市立相沢小学校 
学校教育目標 
学学びびああいい  認認めめああいい  支支ええああいい    夢夢ををははぐぐくくむむ  ああいいざざわわっっ子子  
【知】自ら考え 学び続ける子を育てます   【徳】自分も 周りの人も 大切にする子を育てます   【体】進んで 健康的な生活をする子を育てます 
【公】自分の役割を考えて 行動する子を育てます   【開】目標に向って ねばり強く取り組む子を育てます 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

つつななががりり  
人人  こことと  もものの  

【これまでの自分の見方・考え方をもとに】 
○つながりに関心をもち、大切にする（（関関連連））  
○役割を考え、進んで参加する（（参参加加）） 
○友だちや関係機関と協力する（（協協力力）） 
○未来に向かって計画をする（（未未来来）） 

伸長 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

ななかかよよくく ふれあいを大事にする子 

かかががややいいてて自分らしさや自分の可能性を高める子 

おお互互いいにに高高めめああうう子子 友達のよさを認め合い、学び

あえる子 

○ コミュニケーションを行う力…自分の気持ち 

や考えを伝えるとともに、他者の気持ちや考えを 

尊重し、積極的にコミュニケーションを行う力。 

○ 進んで参加する態度…集団や社会における自 

分の発言や行動に責任をもち、自分の役割を理解 

し、ものごとに主体的に参加しようとする態度。 

○ 多面的・総合的に考える力…ひと・もの・こ 

とを多面的・総合的に考える力。 

○ 問いを見い出して学び続ける力…ひと・もの 

・ことから問題意識をもち、よりよい社会を創ろ

うとする力。 

 

 

 

 今年度は、まず最初に職員も子どもたちも「知る

こと」から始めた。ＳＤＧｓという言葉や内容を知

ることや、「持続可能な社会を創っていく」ことの大

切さを理解するために、職員研修を行った。また、

子どもたちに対して、授業の中でＳＤＧｓにふれる

機会を作るとともに、これまで行ってきた授業を職

員がＥＳＤの観点で見直すことで、子どもたちに意

識付けするようにした。 

 特に、これまで行ってきた各教科等の授業の中で、

「命のつながり」や「持続可能な社会に向けてでき

ること」などをより意識することで、子どもたちの

学び方に大きな変化があったと感じている。 

【【事事例例１１】】  55 年年（（社社会会））「「持持続続可可能能なな水水産産業業ととはは」」  

 東京湾のアナゴ漁師Ｓさんとの出会いから、水産 

資源を守り、海の環境を守る水産業のあり方を考え 

る授業となった。アマモを植えたり小さいアナゴを 

 

 

 

 

逃がしたりしながらアナゴ漁を続けるＳさんの姿か

ら、「自分（人間）のことだけでなく、アナゴのこと

を考えて漁を続けている。」と考え、熱心に授業で話

し合う子どもたちの姿があった。 

 

【【事事例例２２】】  ４４年年（（総総合合的的なな学学習習のの時時間間））  

「「ママイイククロロププララススチチッッククをを減減ららすすににはは」」  

 ゲストティーチャーの話や写真をきっかけに、自

分たちが普段から多く使用しているプラスチックに

目を向け、そのプラスチックが大量に海に流れ出て

いることで生き物に影響があることを知った子ども

たち。学校の周りのごみを拾ったり、マイバッグや

マイボトルを使うなどプラスチックをすぐに捨てて

しまわない方法を考えて実践したりした。また、実

際に海岸に行き、マイクロプラスチックを拾う活動

をし、さらに自分たちができることを進めていきた

いと考えていた。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 今年度は、ＥＳＤに本格的に取り組んだ初年度と

なる。そのため、年度の初めと終わりで子どもたち

の意識調査を行い、比較がしやすいと考える。同じ

項目で子どもたちの意識の変化を比べ、グラフで表

す。 

 また、その結果をもとに、来年度からの実践に生

かしていく。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 ＥＳＤの視点に立って普段の授業を見直すこと

で、より子どもたちの視点に立ち、実態をふまえた

単元づくり・授業づくりを行うことの大切さが見え

てきた。また、本質的なものは何かを問い直し、学

校全体で共有していこうという確認ができた。 

19 横浜市立中尾小学校 

学校教育目標 ななかかよよくく  かかががややいいてて  おおたたががいいにに高高めめああうう子子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

『『人人、、もものの、、ここととととのの「「つつななががりり」」かからら、、自自己己のの考考ええをを伸伸長長しし、、未未来来へへははばばたたくくここととががででききるる』』  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６年 総合的な学習の時間（ＡＩＡＩ）】 

「「ああいいざざわわののままちちＳＳＤＤＧＧｓｓ宣宣言言」」  

 SDGｓを通して、自分たちのまちの特徴を見つめ直し、自分

たちにできることは何かを考え、あいざわのまちの方と共によ

りよいまちを創り上げるために、発信（宣言）を行った。６年

生を３つのグループに分けて活動を行った。 

【【環環境境】】  

 ・・エエココババッッググづづくくりり  

エコバッグを作り、広めたいという思いに

沿い、ＰＴＡと連携をしデザイン、色を考え、

運動会の参加賞としてエコバッグを配布した。 

  ・・間間伐伐材材をを使使っったたククララフフトト体体験験  

秦野で林業を営む方と関わり、林業

の魅力や間伐材への関心を深め、いた

だいた間伐材をもとにプラスチック

代用品を制作した。  

  

【【地地域域】】  

・・ままちちにに SSDDGGｓｓをを広広めめるる活活動動  

学習を通して、まち、保護者にで

きることを考えた。運動会時に保護

者へ「ゴミを持ち帰ろう」と呼びか

ける放送やチラシ作り、学校ＨＰを

活用して SDGｓについて知ってもらう取組をした。 

・・SSDDGGｓｓササポポーータターー認認定定活活動動  

民生委員や子どもが利用する店など

子どもがお世話になっている人に対し

て共によりよいまちを創り上げるため

の協力を依頼し、SDGｓサポートとして認定をした。 

 

 

 

 
 

【国際】 

・・外外国国ににルルーーツツののああるる保保護護者者へへアアンンケケーートト  

 在籍児童のうち、約２割が外国にルーツをもってい

るという特性を生かし、「日本に住んでいて感じる日本

のよさや、過ごす際に困っていること」などのアンケー

トを行った。 

・・日日本本救救援援衣衣料料セセンンタターーへへのの服服のの寄寄付付、、ユユニニセセフフ募募金金  

 自分たちができることは何かと考え、６年生

全員に服の寄付を依頼し、集めたり、ユニセフ募

金を行ったりした。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  これまでの活動の中での学びをもとにＥＳＤによる

変容を見取るため、宣言を行った学習発表後に以下の

アンケートを行った。６つの構成概念および、７つの

能力・態度である。 

 アンケート結果より有限性、責任性に関する考えの

推移が高かった。限りある資源に感謝し、大切に使う

ことや自分たちで協力して課題解決をすることをこれ

までの活動で実感することができたといえる。 
４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値

（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

人・もの・こととの「つながり」から、主体的に参

加する態度を育むことができた。これまでの自分の見

方・考え方がＥＳＤを通して見つめ直すことで身の回

りのことにつながっているだけでなく、未来に向かっ

ていること、それを担う一員であることを子ども自身

が感じることができたと考える。  

20 横浜市立相沢小学校 
学校教育目標 
学学びびああいい  認認めめああいい  支支ええああいい    夢夢ををははぐぐくくむむ  ああいいざざわわっっ子子  
【知】自ら考え 学び続ける子を育てます   【徳】自分も 周りの人も 大切にする子を育てます   【体】進んで 健康的な生活をする子を育てます 
【公】自分の役割を考えて 行動する子を育てます   【開】目標に向って ねばり強く取り組む子を育てます 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

つつななががりり  
人人  こことと  もものの  

【これまでの自分の見方・考え方をもとに】 
○つながりに関心をもち、大切にする（（関関連連））  
○役割を考え、進んで参加する（（参参加加）） 
○友だちや関係機関と協力する（（協協力力）） 
○未来に向かって計画をする（（未未来来）） 

伸長 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 

ななかかよよくく ふれあいを大事にする子 

かかががややいいてて自分らしさや自分の可能性を高める子 

おお互互いいにに高高めめああうう子子 友達のよさを認め合い、学び

あえる子 

○ コミュニケーションを行う力…自分の気持ち 

や考えを伝えるとともに、他者の気持ちや考えを 

尊重し、積極的にコミュニケーションを行う力。 

○ 進んで参加する態度…集団や社会における自 

分の発言や行動に責任をもち、自分の役割を理解 

し、ものごとに主体的に参加しようとする態度。 

○ 多面的・総合的に考える力…ひと・もの・こ 

とを多面的・総合的に考える力。 

○ 問いを見い出して学び続ける力…ひと・もの 

・ことから問題意識をもち、よりよい社会を創ろ

うとする力。 

 

 

 

 今年度は、まず最初に職員も子どもたちも「知る

こと」から始めた。ＳＤＧｓという言葉や内容を知

ることや、「持続可能な社会を創っていく」ことの大

切さを理解するために、職員研修を行った。また、

子どもたちに対して、授業の中でＳＤＧｓにふれる

機会を作るとともに、これまで行ってきた授業を職

員がＥＳＤの観点で見直すことで、子どもたちに意

識付けするようにした。 

 特に、これまで行ってきた各教科等の授業の中で、

「命のつながり」や「持続可能な社会に向けてでき

ること」などをより意識することで、子どもたちの

学び方に大きな変化があったと感じている。 

【【事事例例１１】】  55 年年（（社社会会））「「持持続続可可能能なな水水産産業業ととはは」」  

 東京湾のアナゴ漁師Ｓさんとの出会いから、水産 

資源を守り、海の環境を守る水産業のあり方を考え 

る授業となった。アマモを植えたり小さいアナゴを 

 

 

 

 

逃がしたりしながらアナゴ漁を続けるＳさんの姿か

ら、「自分（人間）のことだけでなく、アナゴのこと

を考えて漁を続けている。」と考え、熱心に授業で話

し合う子どもたちの姿があった。 

 

【【事事例例２２】】  ４４年年（（総総合合的的なな学学習習のの時時間間））  

「「ママイイククロロププララススチチッッククをを減減ららすすににはは」」  

 ゲストティーチャーの話や写真をきっかけに、自

分たちが普段から多く使用しているプラスチックに

目を向け、そのプラスチックが大量に海に流れ出て

いることで生き物に影響があることを知った子ども

たち。学校の周りのごみを拾ったり、マイバッグや

マイボトルを使うなどプラスチックをすぐに捨てて

しまわない方法を考えて実践したりした。また、実

際に海岸に行き、マイクロプラスチックを拾う活動

をし、さらに自分たちができることを進めていきた

いと考えていた。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 今年度は、ＥＳＤに本格的に取り組んだ初年度と

なる。そのため、年度の初めと終わりで子どもたち

の意識調査を行い、比較がしやすいと考える。同じ

項目で子どもたちの意識の変化を比べ、グラフで表

す。 

 また、その結果をもとに、来年度からの実践に生

かしていく。 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

 ＥＳＤの視点に立って普段の授業を見直すこと

で、より子どもたちの視点に立ち、実態をふまえた

単元づくり・授業づくりを行うことの大切さが見え

てきた。また、本質的なものは何かを問い直し、学

校全体で共有していこうという確認ができた。 

19 横浜市立中尾小学校 

学校教育目標 ななかかよよくく  かかががややいいてて  おおたたががいいにに高高めめああうう子子 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

40



 
 
 
 

  
  

１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい
資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 ESD を通して育成したい資質・能力は、 

・コミュニケーション力 

・課題発見・問題解決力 

・持続可能な社会の創造に貢献する力 

である。 

 本校では、真面目に落ち着いて学習に取り組む

ことができる一方で、自ら積極的に学んだり、自

分の思いや考えを表現することに課題がある生

徒が多い。ESD という視点から教育活動を振り返

り、改善していくことで、教職員や生徒の行動変

容を目指している。 

 

 

 

○SDGs に関する職員研修 

・小中ブロック合同の研修で、SDGs17 の目標をダ

イヤモンドランキング形式で整理した。SDGs は教

育活動から見たときに、どのように関連付けられ

るのかを考えた。 

・学校教育に SDGs を取り入れて活躍されている

山藤旅聞先生を講師に招き、「手段としての SDGs」

という視点で講演やワークショップを行った。 

 

 

 

 

 

○教科・領域での SDGs を意識した教育実践 

・総合的な学習の時間では、1 年生が誰にとって

も居心地の良い学校づくりのために「18 番目の目

標を考える」、2 年生が自然教室で訪れる戸狩「戸

狩活性化プロジェクトを考える」、3 年生は「SDGs

の CM を作ろう」という実践を行った。 

 

 

 

 

 

・生徒会活動では、生徒の意見をもとに、コロナ

禍において生徒一人ひとりが健康で過ごしやす

い学校を作っていくために、「選択制ジャージ登

校」を実現した。他にも回答を工夫した目安箱 

の活用を行った。 

 

 

 

 

 

ユーモアを交えた目安箱の回答  SDGs と絡めたティッシュ箱アート 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

他校の取組を参考に、ESD を通して育みたい資

質・能力をもとにアンケートを作成・実施した

り、単元の前後で同様の課題を行わせたりする

ことでどのような変容が見られるかを目に見え

る形にすることを構想している。 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

  本校では、変容を見取る手段をまだ作成して

いないが、育成したい資質・能力を意識し、

ESD 推進の視点で日頃から教育活動を見直すこ

とで、次のようなことに気づくことができた。 

・生徒会の校則改正や目安箱といった活動は

「コミュニケーション力の育成」と位置付け、

生徒の成長を支援・評価することができる。つ

まり、身近な教育活動のなかに ESD 推進は隠れ

ている。 

・教職員のなかには、ESD 推進＝SDGs の目標達

成であり、SDGs と絡ませて教育活動を実践「し

なければならない」という思考になり、負担感

が増してしまうことがあった。学校全体で ESD

推進に取り組んでいくためにも、各自が SDGs

「を/で」の違いを意識しながら前向きに取り

組めるような環境を作っていきたい。 

SDGs を教えない、使わないことも

選択肢の一つ。自分の「好き」を

活かし、探究することが結果的に

SDGs の目標につながることも。 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点
でで  

 22 横浜市立小田中学校 

学校教育目標 １．個性が発揮できる学校生活（知） 自ら学び、自分らしさを発揮し、生きる喜びを実感できる生徒を育てます。 

        ２．誰もが尊重される学校生活（徳・体） 自らの心と体を健やかに育み、互いの立場を尊重しあえる生徒を育てます。 

        ３．地域とともにつくる学校生活（公・開） 地域との交流を積極的に進め、地域の一員としての自覚を育てます。 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
 

 

  →物事や事象、人（他者や自分）をクリティ

カルに捉えたり、客観的・俯瞰的に把握し

たりする力を伸ばす。 

 

  →物事や事象、人（他者や自分）について多

面的・総合的に考え、それぞれの関連性や

つながりを尊重する。 

 

  →他者と協力しながら活動を行う中で、コミ

ュニケーション力を伸ばし、進んで参加す

る態度を伸ばす。 

 

 

 

（１） 現行の教育活動の整理 

現在行われている教育活動を整理し、来年度

から全面実施となる学習指導要領を踏まえ、グ

ランドデザインにＳＤＧｓへの取組を盛り込

んだ。今後、2 中 4 小ブロックで合同の学校運

営協議会を立ち上げ、ブロック全体でＳＤＧｓ

に取り組んでいく方向性を確認した。ブロック

で共通のテーマを掲げ、取り組むことで児童生

徒の問題解決等の資質・能力を高めていきたい。 

（２） 教育活動とＳＤＧｓの関連を可視化 

現行の教育活動をＳＤＧｓとＥＳＤの関連

から整理し、年間のカレンダーにまとめてみた。    

社会科では「本牧調べ」と題して、生徒一人ひ

とりが地域である本牧にスポットを当て、それ

ぞれがテーマを設定し、地域に関することを調

べ、発表を行った。その活動を通して、ＳＤＧ

ｓとの関連性が見えてきた。 

来年度の学習指導要領全面実施を踏まえ、各 

教科等で、それぞれにＳＤＧｓカレンダーを作 

 

 

 

 

成する予定である。 

（３） 外部講師による授業と学級内でのワーク 

ショップ 

  大川印刷社長の大川哲郎氏を招き、1・2年生

対象にＳＤＧｓに関するレクチャーをしてい

ただき、その後各学級でワークショップを行っ

た。生徒は自分自身の課題意識からＳＤＧｓを

自分ごととして捉えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  「変容の視覚化」の手法として、①生徒の

表現（コメント・文章・発表など）の可視

化、②振り返りやフィードバックの工夫が

考えられる。①については今年度行ったワ

ークショップの付箋紙のコメントや発表の

様子から変容をみとることができた。 

 

 

 

 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

    生徒のワークショップからは【多面的・総

合的に考える力】【コミュニケーションを行う

力】【他者と協力する力】などに関連した姿が

現れていた。また、「主体的・対話的で深い学

び」の視点からの価値も確認できた。 

 21 横浜市立本牧中学校 

学校教育目標 

      School Inclusion～私たちの居場所～ふるさと本牧 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

見つめ 認め 高める 

見つめ 

認め 

高める 

講演を聴く 

グループワーク 

発表会 
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい
資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 ESD を通して育成したい資質・能力は、 

・コミュニケーション力 

・課題発見・問題解決力 

・持続可能な社会の創造に貢献する力 

である。 

 本校では、真面目に落ち着いて学習に取り組む

ことができる一方で、自ら積極的に学んだり、自

分の思いや考えを表現することに課題がある生

徒が多い。ESD という視点から教育活動を振り返

り、改善していくことで、教職員や生徒の行動変

容を目指している。 

 

 

 

○SDGs に関する職員研修 

・小中ブロック合同の研修で、SDGs17 の目標をダ

イヤモンドランキング形式で整理した。SDGs は教

育活動から見たときに、どのように関連付けられ

るのかを考えた。 

・学校教育に SDGs を取り入れて活躍されている

山藤旅聞先生を講師に招き、「手段としての SDGs」

という視点で講演やワークショップを行った。 

 

 

 

 

 

○教科・領域での SDGs を意識した教育実践 

・総合的な学習の時間では、1 年生が誰にとって

も居心地の良い学校づくりのために「18 番目の目

標を考える」、2 年生が自然教室で訪れる戸狩「戸

狩活性化プロジェクトを考える」、3 年生は「SDGs

の CM を作ろう」という実践を行った。 

 

 

 

 

 

・生徒会活動では、生徒の意見をもとに、コロナ

禍において生徒一人ひとりが健康で過ごしやす

い学校を作っていくために、「選択制ジャージ登

校」を実現した。他にも回答を工夫した目安箱 

の活用を行った。 

 

 

 

 

 

ユーモアを交えた目安箱の回答  SDGs と絡めたティッシュ箱アート 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

他校の取組を参考に、ESD を通して育みたい資

質・能力をもとにアンケートを作成・実施した

り、単元の前後で同様の課題を行わせたりする

ことでどのような変容が見られるかを目に見え

る形にすることを構想している。 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

  本校では、変容を見取る手段をまだ作成して

いないが、育成したい資質・能力を意識し、

ESD 推進の視点で日頃から教育活動を見直すこ

とで、次のようなことに気づくことができた。 

・生徒会の校則改正や目安箱といった活動は

「コミュニケーション力の育成」と位置付け、

生徒の成長を支援・評価することができる。つ

まり、身近な教育活動のなかに ESD 推進は隠れ

ている。 

・教職員のなかには、ESD 推進＝SDGs の目標達

成であり、SDGs と絡ませて教育活動を実践「し

なければならない」という思考になり、負担感

が増してしまうことがあった。学校全体で ESD

推進に取り組んでいくためにも、各自が SDGs

「を/で」の違いを意識しながら前向きに取り

組めるような環境を作っていきたい。 

SDGs を教えない、使わないことも

選択肢の一つ。自分の「好き」を

活かし、探究することが結果的に

SDGs の目標につながることも。 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点
でで  

 22 横浜市立小田中学校 

学校教育目標 １．個性が発揮できる学校生活（知） 自ら学び、自分らしさを発揮し、生きる喜びを実感できる生徒を育てます。 

        ２．誰もが尊重される学校生活（徳・体） 自らの心と体を健やかに育み、互いの立場を尊重しあえる生徒を育てます。 

        ３．地域とともにつくる学校生活（公・開） 地域との交流を積極的に進め、地域の一員としての自覚を育てます。 

 
 
 
 
１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  
 

 

  →物事や事象、人（他者や自分）をクリティ

カルに捉えたり、客観的・俯瞰的に把握し

たりする力を伸ばす。 

 

  →物事や事象、人（他者や自分）について多

面的・総合的に考え、それぞれの関連性や

つながりを尊重する。 

 

  →他者と協力しながら活動を行う中で、コミ

ュニケーション力を伸ばし、進んで参加す

る態度を伸ばす。 

 

 

 

（１） 現行の教育活動の整理 

現在行われている教育活動を整理し、来年度

から全面実施となる学習指導要領を踏まえ、グ

ランドデザインにＳＤＧｓへの取組を盛り込

んだ。今後、2 中 4 小ブロックで合同の学校運

営協議会を立ち上げ、ブロック全体でＳＤＧｓ

に取り組んでいく方向性を確認した。ブロック

で共通のテーマを掲げ、取り組むことで児童生

徒の問題解決等の資質・能力を高めていきたい。 

（２） 教育活動とＳＤＧｓの関連を可視化 

現行の教育活動をＳＤＧｓとＥＳＤの関連

から整理し、年間のカレンダーにまとめてみた。    

社会科では「本牧調べ」と題して、生徒一人ひ

とりが地域である本牧にスポットを当て、それ

ぞれがテーマを設定し、地域に関することを調

べ、発表を行った。その活動を通して、ＳＤＧ

ｓとの関連性が見えてきた。 

来年度の学習指導要領全面実施を踏まえ、各 

教科等で、それぞれにＳＤＧｓカレンダーを作 

 

 

 

 

成する予定である。 

（３） 外部講師による授業と学級内でのワーク 

ショップ 

  大川印刷社長の大川哲郎氏を招き、1・2年生

対象にＳＤＧｓに関するレクチャーをしてい

ただき、その後各学級でワークショップを行っ

た。生徒は自分自身の課題意識からＳＤＧｓを

自分ごととして捉えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

  「変容の視覚化」の手法として、①生徒の

表現（コメント・文章・発表など）の可視

化、②振り返りやフィードバックの工夫が

考えられる。①については今年度行ったワ

ークショップの付箋紙のコメントや発表の

様子から変容をみとることができた。 

 

 

 

 

 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

    生徒のワークショップからは【多面的・総

合的に考える力】【コミュニケーションを行う

力】【他者と協力する力】などに関連した姿が

現れていた。また、「主体的・対話的で深い学

び」の視点からの価値も確認できた。 

 21 横浜市立本牧中学校 

学校教育目標 

      School Inclusion～私たちの居場所～ふるさと本牧 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの視視点点でで  
取取りり組組んんだだこことと  

見つめ 認め 高める 

見つめ 

認め 

高める 

講演を聴く 

グループワーク 

発表会 
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 本校の教育理念である「自立と貢献」「対話と

融和」を達成するために、問題解決型・参加型体

験を通し、個々の生徒に適した生きる力の育成に

努めた。コロナ禍の限られた中ではあったが「主

体的・対話的で深い学び」である調べ学習やグル

ープ討論などの手段を各教科で用いて学習する機

会を設けた。活動を通して、コミュニケーション

の大切さを感じることができた。また、身近な問

題から世界へと視野を広げ、自ら考えることを積

極的に行うことができた。 

 

 

教職員：WWF ジャパンによる ESD 研修 

 WWF ジャパンに来校いただき、環境問題について

の理解を深め、現場での助けとなるようなアクテ

ィビティによる学習方法の手法を学んだ。ウェッ

ビング活動では「２０５０年の地球」について考え

た。レクチャー前後に、ウェッビングマップを作成

した。レクチャーの前後でまとめる内容に大きな

変化が見られた。学習の

前後で考え方にも大きく

変化が見られることが分

かり、今後の授業の中で

も用いたい。 

生徒会：SDGs に対する意識向上プロジェクト 

 SDGs17 の目標と各委員会の取組を関連させる目

標設定を行った。生徒総会では、SDGs に対する意

識向上を図るため、映像を使って１７の目標の説

明を行い、掲示物も作製した。後期からは３年生中

心の生徒会活動から１・２年生への活動へと移行

したが、３年生の取組を引

き継ぎ、生徒会新聞などを

通して、SDGs の啓蒙活動を

行っている。 

第３学年：国際交流 

 WWF ジャパンと横浜すぱいすに協力をいただき、

国際交流を１～２月に実施した。国語科や社会科

で日本や海外での『プラスチック袋問題』について

学習し、英語科で学んだ内容をまとめて、海外の学

校とディベートを予定している。２学期は国際交

流に向けて、英語でのビデオレターや SDGs の英文

を読むなどを通して、意識付けを行った。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

SDGs については昨年度から現在３年生の社会科

や家庭科などの授業の中で学んできたが、今年度

は実際に生徒たちが主体的に取り組み、SDGs の啓

蒙活動を行った。この取組によって、学校全体で

SDGs に対する意識が向上し、身近に考えることが

できるようになってきた。２年生では新たに総合

的な学習の時間の中で、学習する機会を設けた。

アンケートなどを行っていなかったので、来年度

は生徒からの意見などを集約していきたい。 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

本校の英語科では５ラウンド学習方式を採用

し、３年間に渡って英語でのコミュニケーション

力向上の育成を行ってきた。確実に英語でのコミ

ュニケーション力の向上が見られる中で、実践的

な活動の場を求めていた。ESD 推進校として活動

する中で、国際交流の場を設け、英語を活用し

て、学んだことを発表する場を行う予定である。

交流に向けて学校紹介を行うため、タブレット端

末を活用し、生徒たちが自分たちで原稿作りから

編集作業までを行った。ICT 機器の可能性や学習

してきた内容を存分に活用し、活動する生徒の姿

は素晴らしかった。生徒の評価も高く、今後の活

動が楽しみだという意見が多く見られた。  

 23 横浜市立中川西中学校 

学校教育目標 

「自立と貢献」「健康と思いやり」「対話と融和」 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの
視視点点でで  
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１１  学学校校教教育育目目標標ととＥＥＳＳＤＤをを通通ししてて育育成成ししたたいい  

資資質質・・能能力力ととののつつななががりり  

 本校の教育理念である「自立と貢献」「対話と

融和」を達成するために、問題解決型・参加型体

験を通し、個々の生徒に適した生きる力の育成に

努めた。コロナ禍の限られた中ではあったが「主

体的・対話的で深い学び」である調べ学習やグル

ープ討論などの手段を各教科で用いて学習する機

会を設けた。活動を通して、コミュニケーション

の大切さを感じることができた。また、身近な問

題から世界へと視野を広げ、自ら考えることを積

極的に行うことができた。 

 

 

教職員：WWF ジャパンによる ESD 研修 

 WWF ジャパンに来校いただき、環境問題について

の理解を深め、現場での助けとなるようなアクテ

ィビティによる学習方法の手法を学んだ。ウェッ

ビング活動では「２０５０年の地球」について考え

た。レクチャー前後に、ウェッビングマップを作成

した。レクチャーの前後でまとめる内容に大きな

変化が見られた。学習の

前後で考え方にも大きく

変化が見られることが分

かり、今後の授業の中で

も用いたい。 

生徒会：SDGs に対する意識向上プロジェクト 

 SDGs17 の目標と各委員会の取組を関連させる目

標設定を行った。生徒総会では、SDGs に対する意

識向上を図るため、映像を使って１７の目標の説

明を行い、掲示物も作製した。後期からは３年生中

心の生徒会活動から１・２年生への活動へと移行

したが、３年生の取組を引

き継ぎ、生徒会新聞などを

通して、SDGs の啓蒙活動を

行っている。 

第３学年：国際交流 

 WWF ジャパンと横浜すぱいすに協力をいただき、

国際交流を１～２月に実施した。国語科や社会科

で日本や海外での『プラスチック袋問題』について

学習し、英語科で学んだ内容をまとめて、海外の学

校とディベートを予定している。２学期は国際交

流に向けて、英語でのビデオレターや SDGs の英文

を読むなどを通して、意識付けを行った。 

３３  ＥＥＳＳＤＤにによよるる「「変変容容のの視視覚覚化化」」のの手手法法  

 

SDGs については昨年度から現在３年生の社会科

や家庭科などの授業の中で学んできたが、今年度

は実際に生徒たちが主体的に取り組み、SDGs の啓

蒙活動を行った。この取組によって、学校全体で

SDGs に対する意識が向上し、身近に考えることが

できるようになってきた。２年生では新たに総合

的な学習の時間の中で、学習する機会を設けた。

アンケートなどを行っていなかったので、来年度

は生徒からの意見などを集約していきたい。 

４４  ＥＥＳＳＤＤにによよっってて引引きき出出すすここととががででききたた価価値値
（（eevvaalluuaattiioonn＝＝評評価価））  

本校の英語科では５ラウンド学習方式を採用

し、３年間に渡って英語でのコミュニケーション

力向上の育成を行ってきた。確実に英語でのコミ

ュニケーション力の向上が見られる中で、実践的

な活動の場を求めていた。ESD 推進校として活動

する中で、国際交流の場を設け、英語を活用し

て、学んだことを発表する場を行う予定である。

交流に向けて学校紹介を行うため、タブレット端

末を活用し、生徒たちが自分たちで原稿作りから

編集作業までを行った。ICT 機器の可能性や学習

してきた内容を存分に活用し、活動する生徒の姿

は素晴らしかった。生徒の評価も高く、今後の活

動が楽しみだという意見が多く見られた。  

 23 横浜市立中川西中学校 

学校教育目標 

「自立と貢献」「健康と思いやり」「対話と融和」 

２２  ＳＳＤＤＧＧｓｓ達達成成のの担担いい手手育育成成（（ＥＥＳＳＤＤ））のの
視視点点でで  



各学年においては、この重点化を図って育成を目指す「構成概念」と「能力・態度」を意識しながら、全教科

等の教育活動を実践し、児童の変容を分析するようにした。 

② 各単元等における「ESD 評価規準」を設定して授業を実践する。 

ESD において育成を目指す「構成概念」は主に各教科等における「知識・技能」に、ESD において育成を目

指す「能力・態度」は各教科等における「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」に、それぞれ関連

させて評価規準を設定して授業を実践した。 

＜＜第第４４学学年年  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「だだれれももがが安安心心・・安安全全  三三保保ののままちち」」のの例例＞＞  

単
元
の
評
価
規
準 

（
◎
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
で
記
述
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

〇まちには、様々な年齢や立場の人が

生活しており、その人々が安心・安

全に暮らすための工夫がされている

ことを理解している。 
◎まちに暮らす人々には、その立場に

よって様々な思いや願いがあり、互

いに関わり合うことによってだれも

が安心・安全なまちを実現しようと

していることを理解している。 
〇地域の消防団や町内会などの人々

の、地域の安全や防災力を高めるた

めの取組や、その推進に関わる人々

が思いや願いをもって活動している

ことを理解している。 

〇まち調べから課題を捉え、解

決の方法や手順を考えてい

る。(課題の設定) 
〇地域の方の話や調査から目的

にあった情報を得ている。 
(情報の収集) 

◎観点を決めて分類するなどし

て、傾向や関係性を捉えてい

る。(整理・分析) 
〇自分の思いや考えをまとめ、

必要に応じて適切な方法を工

夫して伝えている。 
(まとめ・表現) 

〇地域の安心・安全に関して自分

にできることがあることが分か

り、実行しようとしている。 
〇地域の安心・安全のために力を

尽くしている方に心を寄せ、そ

の思いを理解、共感している。 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

視
点 

構成

概念 ⅡⅡ相相互互性性     

能力 
態度 

 ③③多多面面  
多面的、総合的に考える力  

 

③ 児童の発言やノート等への記述をもとに、児童の変容を分析する。 

評価規準をもとに、学習を通してみられた児童の発言やノート等への記述の言葉から、身に付けさせたい ESD
の「構成概念」及び「能力・態度」に関連するものに注目して分析し、児童の変容の視覚化を図った。 

＜＜第第４４学学年年  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「だだれれももがが安安心心・・安安全全  三三保保ののままちち」」のの例例＞＞  

○構成概念【Ⅱ相互性】に関わる児童の発言及び記述等 

・それぞれの取組をしている方の思いに注目すると、どの視点（「交通」「防災」「防犯」「福祉」）も三保のまちを

良くしたいという思いは一緒だね。 
・交通グループで調べ学習を進めていると、「ユニバーサルデザイン」という言葉が出てきたけれど、福祉グルー

プの人もこの言葉を使っていたな。つながりがあるのかな。 
・火災が起きた時には、消防団と消防士は一緒に火を消すために取り組むんだね。 
・見守り隊の方は消防団や警察の方と関わりあって仕事をすることもあると言っていたな。 
○能力・態度【③多面】に関わる児童の発言及び記述等 

・調べたり、ゲストティーチャーから話を聞いたりしたことをもとに、もう一度まちの様子を見てみたいな。 
・フィッシュボーンは、一つのテーマから種類ごとに仲間分けするのにぴったりだな。福祉というテーマ一つで

も、いろいろな視点があることが分かるね。 
・KWL や PMI を活用すると、今、分かっていることと、もっと知りたいことが整理できて見やすくなった。も

っと知りたいことは、さらに調べ学習の課題にして調べようかな。 
  
４４  研研究究のの成成果果とと課課題題 

研究内容①については、重点化を図って育成を目指す「構成概念」と「能力・態度」を意識しながら、全教科

等で教育活動を実践することを通して、1 年間というスパンでの児童の変容を感じることができた。研究 1 年目

ということもあり、今後継続して研究することによって、児童の変容がより明らかになっていくとともに、身に

付けた「構成概念」や「能力・態度」が積み重なっていくことの効果も表れてくるのではないかと期待している。 

研究内容②については、ESD において育成を目指す「構成概念」は主に各教科等における「知識・技能」に、

ESD において育成を目指す「能力・態度」は各教科等における「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む

態度」に、それぞれ関連させて評価規準を設定することが概ね適切であることがわかってきた。特に、「能力・態

度」のうち、【①批判】から【④伝達】までは「思考・判断・表現」と、【⑤協力】から【⑦参加】までは「主体

的に学習に取り組む態度」と関連を図ることで、適切な評価規準を設定できるのではないかと考えている。 

研究内容③については、学習を通してみられた児童の発言やノート等への記述の言葉から、身に付けさせたい

ESD の「構成概念」及び「能力・態度」に関連するものに注目して分析することで、児童の変容を見ることがで

きた。今後は、教師の分析力を向上するとともに、児童が自分の考えをより適切に言語化する力を付けていくこ

とが課題である。 

■カリキュラム・マネジメントをＥＳＤで進める実践事例 

ESD の指導と評価の研究報告 
  横浜市立三保小学校 新海 秀美 

  

１１  地地域域やや学学校校のの特特色色 

本校は隣接する地域に、新治市民の森・三保市民の森、三保念珠坂公園、梅田川、水田等を有し、横浜市の中で

も恵まれた自然環境に囲まれている。そこで、地域の自然や人材を積極的に活用し、森林の愛護会、河川の愛護

会、公園での活動支援の市民活動グループ、生産農家等の方と連携しながら、学習体験の質を高めている。また、

学校ボランティアや地域ボランティアとの関わりを深め、「おやじの会」と連携した｢リサイクルステーションの設

置」と３Ｒ活動の推進や、公園、通学路等地域を清掃する「地域のクリーンアップ」、社会福祉協議会と連携した生

活科の「昔遊び体験」なども行っている。これらの活動を通して、ESD で育成を目指す「構成概念」＊と「能

力・態度」を系統的に育てることに取り組んできている。 
＊本校の研究では、国立教育政策研究所の示した「多様性」などの「持続可能な社会づくりの構成概念（例）」を「知識・技能」として位置付けてい

るため、ＥＳＤで育成を目指す「構成概念」として表記している。 

  

２２  ここれれままででのの研研究究ににつついいてて 

本校は、平成 24 年度より、「持続可能な開発のための教育（ESD）」を推進し、カリキュラム開発と授業実

践を進めてきた。平成 28 年度より「横浜市 ESD 推進コンソーシアム」事業の推進校の指定を受け、各教科等

の評価規準と ESD で育成を目指す「構成概念」「能力・態度」との関連を図った「ESD に関わる評価規準」の

作成に取り組んできている。また、平成 30 年度より、ESD と SDGs との関連を研究し、児童の学習や日常生活

につなげたり、企業や団体との連携に力を入れた教育活動を推進したりしている。 
ESD の評価については、イメージマップやアンケート法を活用し、児童の意識の変容を可視化する取組をし

てきた。しかし、それらを実施する時期や方法についての課題があり、分析方法についても難しさがあった。

そこで、学習を通して見られた児童の発言やノート等への記述をもとにする分析方法に、重点的に取り組むこ

とにした。 
  
３３  EESSDD のの評評価価のの研研究究  

① ESD において育成を目指す「構成概念」「能力・態度」の学年別重点化を図り、1 年間を通して児童の変容を

見る。 

ESD において育成を目指す６つの「構成概念」と７つの「能力・態度」の中から、学年ごとに重点化を図って

育成するものを設定した。設定する際には、これまでの８年間での ESD の実践をもとに、各学年における各教科

等の目標や学習内容とより多く関連しているものを選んだ。また、児童の発達段階も考慮して決定した。 

＜＜EESSDD をを通通ししてて育育成成ををめめざざすす「「構構成成概概念念」」とと「「能能力力・・態態度度」」のの学学年年別別重重点点＞＞  

学学年年  構構成成概概念念  能能力力・・態態度度  

１１年年生生  
Ⅰ 多様性 

多様性を尊重する態度  
⑦《参加》 

進んで参加する態度  

２２年年生生  
Ⅲ 有限性 

ものを大切にする態度  
④《伝達》 

コミュニケーションを行う力  

３３年年生生  
Ⅴ 連携性 

互いに連携・協力する態度 

⑤《協力》 
他者と協力する態度 

⑥《関連》 
つながりを尊重する態度  

４４年年生生  
Ⅱ 相互性 

つながりやかかわりを大切にする態度  
③《多面》 

多面的、総合的に考える力  

５５年年生生  
Ⅵ 責任性 

責任と義務を自覚し、 
自ら進んで行動する態度  

①《批判》 
批判的に考える力 

６６年年生生  
Ⅳ 公平性 

公正・公平に努める態度 
②《未来》 

未来像を予測して計画を立てる力 

① ESD において育成を目指す「構成概念」「能力・態度」の学年別重点化を図り、1 年間を通して児童の

変容を見る。 

② 各単元等における「ESD 評価規準」を設定して授業を実践する。 

③ 児童の発言やノート等への記述をもとに、児童の変容を分析する。 
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各学年においては、この重点化を図って育成を目指す「構成概念」と「能力・態度」を意識しながら、全教科

等の教育活動を実践し、児童の変容を分析するようにした。 

② 各単元等における「ESD 評価規準」を設定して授業を実践する。 

ESD において育成を目指す「構成概念」は主に各教科等における「知識・技能」に、ESD において育成を目

指す「能力・態度」は各教科等における「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」に、それぞれ関連

させて評価規準を設定して授業を実践した。 

＜＜第第４４学学年年  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「だだれれももがが安安心心・・安安全全  三三保保ののままちち」」のの例例＞＞  

単
元
の
評
価
規
準 

（
◎
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
で
記
述
） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

〇まちには、様々な年齢や立場の人が

生活しており、その人々が安心・安

全に暮らすための工夫がされている

ことを理解している。 
◎まちに暮らす人々には、その立場に

よって様々な思いや願いがあり、互

いに関わり合うことによってだれも

が安心・安全なまちを実現しようと

していることを理解している。 
〇地域の消防団や町内会などの人々

の、地域の安全や防災力を高めるた

めの取組や、その推進に関わる人々

が思いや願いをもって活動している

ことを理解している。 

〇まち調べから課題を捉え、解

決の方法や手順を考えてい

る。(課題の設定) 
〇地域の方の話や調査から目的

にあった情報を得ている。 
(情報の収集) 

◎観点を決めて分類するなどし

て、傾向や関係性を捉えてい

る。(整理・分析) 
〇自分の思いや考えをまとめ、

必要に応じて適切な方法を工

夫して伝えている。 
(まとめ・表現) 

〇地域の安心・安全に関して自分

にできることがあることが分か

り、実行しようとしている。 
〇地域の安心・安全のために力を

尽くしている方に心を寄せ、そ

の思いを理解、共感している。 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

視
点 

構成

概念 ⅡⅡ相相互互性性     

能力 
態度 

 ③③多多面面  
多面的、総合的に考える力  

 

③ 児童の発言やノート等への記述をもとに、児童の変容を分析する。 

評価規準をもとに、学習を通してみられた児童の発言やノート等への記述の言葉から、身に付けさせたい ESD
の「構成概念」及び「能力・態度」に関連するものに注目して分析し、児童の変容の視覚化を図った。 

＜＜第第４４学学年年  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「だだれれももがが安安心心・・安安全全  三三保保ののままちち」」のの例例＞＞  

○構成概念【Ⅱ相互性】に関わる児童の発言及び記述等 

・それぞれの取組をしている方の思いに注目すると、どの視点（「交通」「防災」「防犯」「福祉」）も三保のまちを

良くしたいという思いは一緒だね。 
・交通グループで調べ学習を進めていると、「ユニバーサルデザイン」という言葉が出てきたけれど、福祉グルー

プの人もこの言葉を使っていたな。つながりがあるのかな。 
・火災が起きた時には、消防団と消防士は一緒に火を消すために取り組むんだね。 
・見守り隊の方は消防団や警察の方と関わりあって仕事をすることもあると言っていたな。 
○能力・態度【③多面】に関わる児童の発言及び記述等 

・調べたり、ゲストティーチャーから話を聞いたりしたことをもとに、もう一度まちの様子を見てみたいな。 
・フィッシュボーンは、一つのテーマから種類ごとに仲間分けするのにぴったりだな。福祉というテーマ一つで

も、いろいろな視点があることが分かるね。 
・KWL や PMI を活用すると、今、分かっていることと、もっと知りたいことが整理できて見やすくなった。も

っと知りたいことは、さらに調べ学習の課題にして調べようかな。 
  
４４  研研究究のの成成果果とと課課題題 

研究内容①については、重点化を図って育成を目指す「構成概念」と「能力・態度」を意識しながら、全教科

等で教育活動を実践することを通して、1 年間というスパンでの児童の変容を感じることができた。研究 1 年目

ということもあり、今後継続して研究することによって、児童の変容がより明らかになっていくとともに、身に

付けた「構成概念」や「能力・態度」が積み重なっていくことの効果も表れてくるのではないかと期待している。 

研究内容②については、ESD において育成を目指す「構成概念」は主に各教科等における「知識・技能」に、

ESD において育成を目指す「能力・態度」は各教科等における「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む

態度」に、それぞれ関連させて評価規準を設定することが概ね適切であることがわかってきた。特に、「能力・態

度」のうち、【①批判】から【④伝達】までは「思考・判断・表現」と、【⑤協力】から【⑦参加】までは「主体

的に学習に取り組む態度」と関連を図ることで、適切な評価規準を設定できるのではないかと考えている。 

研究内容③については、学習を通してみられた児童の発言やノート等への記述の言葉から、身に付けさせたい

ESD の「構成概念」及び「能力・態度」に関連するものに注目して分析することで、児童の変容を見ることがで

きた。今後は、教師の分析力を向上するとともに、児童が自分の考えをより適切に言語化する力を付けていくこ

とが課題である。 

■カリキュラム・マネジメントをＥＳＤで進める実践事例 

ESD の指導と評価の研究報告 
  横浜市立三保小学校 新海 秀美 

  

１１  地地域域やや学学校校のの特特色色 

本校は隣接する地域に、新治市民の森・三保市民の森、三保念珠坂公園、梅田川、水田等を有し、横浜市の中で

も恵まれた自然環境に囲まれている。そこで、地域の自然や人材を積極的に活用し、森林の愛護会、河川の愛護

会、公園での活動支援の市民活動グループ、生産農家等の方と連携しながら、学習体験の質を高めている。また、

学校ボランティアや地域ボランティアとの関わりを深め、「おやじの会」と連携した｢リサイクルステーションの設

置」と３Ｒ活動の推進や、公園、通学路等地域を清掃する「地域のクリーンアップ」、社会福祉協議会と連携した生

活科の「昔遊び体験」なども行っている。これらの活動を通して、ESD で育成を目指す「構成概念」＊と「能

力・態度」を系統的に育てることに取り組んできている。 
＊本校の研究では、国立教育政策研究所の示した「多様性」などの「持続可能な社会づくりの構成概念（例）」を「知識・技能」として位置付けてい

るため、ＥＳＤで育成を目指す「構成概念」として表記している。 

  

２２  ここれれままででのの研研究究ににつついいてて 

本校は、平成 24 年度より、「持続可能な開発のための教育（ESD）」を推進し、カリキュラム開発と授業実

践を進めてきた。平成 28 年度より「横浜市 ESD 推進コンソーシアム」事業の推進校の指定を受け、各教科等

の評価規準と ESD で育成を目指す「構成概念」「能力・態度」との関連を図った「ESD に関わる評価規準」の

作成に取り組んできている。また、平成 30 年度より、ESD と SDGs との関連を研究し、児童の学習や日常生活

につなげたり、企業や団体との連携に力を入れた教育活動を推進したりしている。 
ESD の評価については、イメージマップやアンケート法を活用し、児童の意識の変容を可視化する取組をし

てきた。しかし、それらを実施する時期や方法についての課題があり、分析方法についても難しさがあった。

そこで、学習を通して見られた児童の発言やノート等への記述をもとにする分析方法に、重点的に取り組むこ

とにした。 
  
３３  EESSDD のの評評価価のの研研究究  

① ESD において育成を目指す「構成概念」「能力・態度」の学年別重点化を図り、1 年間を通して児童の変容を

見る。 

ESD において育成を目指す６つの「構成概念」と７つの「能力・態度」の中から、学年ごとに重点化を図って

育成するものを設定した。設定する際には、これまでの８年間での ESD の実践をもとに、各学年における各教科

等の目標や学習内容とより多く関連しているものを選んだ。また、児童の発達段階も考慮して決定した。 

＜＜EESSDD をを通通ししてて育育成成ををめめざざすす「「構構成成概概念念」」とと「「能能力力・・態態度度」」のの学学年年別別重重点点＞＞  

学学年年  構構成成概概念念  能能力力・・態態度度  

１１年年生生  
Ⅰ 多様性 

多様性を尊重する態度  
⑦《参加》 

進んで参加する態度  

２２年年生生  
Ⅲ 有限性 

ものを大切にする態度  
④《伝達》 

コミュニケーションを行う力  

３３年年生生  
Ⅴ 連携性 

互いに連携・協力する態度 

⑤《協力》 
他者と協力する態度 

⑥《関連》 
つながりを尊重する態度  

４４年年生生  
Ⅱ 相互性 

つながりやかかわりを大切にする態度  
③《多面》 

多面的、総合的に考える力  

５５年年生生  
Ⅵ 責任性 

責任と義務を自覚し、 
自ら進んで行動する態度  

①《批判》 
批判的に考える力 

６６年年生生  
Ⅳ 公平性 

公正・公平に努める態度 
②《未来》 

未来像を予測して計画を立てる力 

① ESD において育成を目指す「構成概念」「能力・態度」の学年別重点化を図り、1 年間を通して児童の

変容を見る。 

② 各単元等における「ESD 評価規準」を設定して授業を実践する。 

③ 児童の発言やノート等への記述をもとに、児童の変容を分析する。 
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（２）ホールスクールアプローチ（ＣＯＶＩＤ‐１９） 

新型コロナウィルス感染拡大により、感染症対策をしな

がらの教育活動となった。活動計画の見直しにあたり、

「できない」ではなく「できることを考える」ことを大切にし、

今年だからできることを実現できた。 

その一つが、ICT活用である。本校は以前より、「授業

内でタブレット端末の活用を進めていたこと」「保護者との

連絡等のペーパーレス化に取り組んでいたこと」もあり、

休業期間中も比較的スムーズにICTを活用できた。 

学校再開後も、すべての学級でロイロノートスクール・

アプリ※１を活用した実践の積み上げを進めてきた。今ま

での協働的な学習形態は残しつつ、タブレット端末を活

用した学習の良さを取り入れた“ハイブリッド”な学習環境

が整えられた。 

※１ 株式会社LoiLo社が提供する双方向授業を

作り出す授業支援クラウド。動画や写真、手

書きメモなど直感的な操作が可能で、「思考

力」「プレゼン力」等の育成をサポートする。 

 

（３）ホールスクールアプローチ（しなやか部会） 

「ロジックモデルの文言が日常の教育活動のどんなこと

に関連しているのか。」昨年度の職員反省で挙がった。そ

こで、今年度は教科・領域に縛られることなく、ロジックモ

デルに紐付けたテーマについて個人で一年間取り組み、

検証することとした。公開授業や実践提案を積み重ねるこ

とを通して、ロジックモデルの文言の共通理解が深まった。 

 

●活動事例（一部） 

 「子どもの学習動機に沿った学習展開」          ⇒直接アウトカム0103 

 「たてわり活動でＳＤＧｓ的パートナーシップをはぐぐむ」 ⇒直接アウトカム０２  

●特別活動 

【人権週間の取組】 

１２月の人権週間では学校

全体での取組として、なかよし

委員会を中心に「ともだちウィ

ーク」に取り組んだ。委員会ご

とにSDGｓと関連するテーマを

決めて、友達とのつながりを深める活動に取り組んだ。 

【たてわり（異学年）活動】 

昨年度の児童アンケート

でも高評価であった、たてわ

り活動を今年度も実施した。

活動に制限があったが、月１

回の昼休みを使ったレクレ

ーションや運動会などの行

事で交流を深めた。 

活動を通して、リーダーで

ある６年生が自身の成長を

感じられていた。 

 

（４）学年・学級の取組（生活科・総合的な学習の時間） 

【食育】 １年・５年 

WFPと関わりながら、

給食の残食を減らす取

組や残菜の肥料化に取

り組んだ。新1年生に向

けた映像を製作中。 

【環境教育】 ４年 

NPOや近隣企業と連

携し、身近なごみ問題か

ら創造的なリサイクル「ア

ップサイクル」に関心を広

げて活動に取り組んだ。 

【自然共生】 ３年 

外部機関と連携し、学

校内の田んぼを生き物

が集う、自然に近い持続

可能なビオトープへと作

り替えた。 

【海洋保全教育】 ３年・６年 

身近な海の生き物

調査や住みやすい環

境を考えた。横浜の海

を再現した「海水槽」を

校内に設置した。 

【まちづくり】 ２年・５年・６年 

２年生はまちとつな

がり、人々の想いに触

れながらまちの価値を

見つめ直した。 

高学年は、まちの社

会課題解決に向けた

取組を進め、５年生はまちにSDGｓを伝え広げる活動に取り

組んだ。６年生はまちのにぎわいを増やすために、鉄道会

社と連携した活動を進めた。 

ⅠⅠ  ははじじめめにに  

本校は横浜市街地の中心に位置するみなとみらい地

区にあり、周囲には企業や大型商業施設だけでなく、

様々な公的機関の事務所も立地している。そこで、本校

では豊かな地域資源と連携した「持続可能な社会の担い

手の育成」を目指し、小学校という教育機関でどのような

ESDを実践できるのかを、東洋大学教授 米原あき先生に

ご助言いただきながら、研究を進めてきた。 

 

ⅡⅡ  昨昨年年度度ままででのの実実践践  

（１）ESD /SDGs を中核とした学校づくり 

学校教育目標をESDの資質・能力をベースに策定した。

そして、スクールマネジメントおよびカリキュラムマネジメン

トを通して、活動ベースに具現化してきた。 

 

（２）ESD /SDGs という概念の開封（Unpack） 

ESDとは何か。私たちがESDを始めるときにもこの問題に

直面した。そこで、ESDを理解するために、まずは、自分た

ちの言葉でESDという概念を「UUnnppaacckk（（UUNNEESSCCOO  22001166））」し

て、ＥＳＤロジックモデル（＊１）を用いて整理した。ESDの

概念を具現化させること。それは、私たち教職員が目指す

べきゴールの具現化ともなった。 

＊１ ESDロジックモデル 

 

 

（３）多様な関係者間でのESDの共通理解の促進 

ESDを中核に据えた学校づくりを進める上で、大きな課

題のひとつが、児童・保護者・地域・外部協力者、そして

教職員といった学校に関わる多様な関係者（ステークホ

ルダー）の間でのESDについての共通理解だった。 

ESDで目指す資質能力や目標を整理して可視化し、ロ

ジックモデルにて明示したことで、保護者や地域の協力者

より、「学学校校ががEESSDDにに取取りり組組むむ中中でで、、何何をを目目指指ししてていいるるののかか

がが理理解解ででききたた」「自自分分たたちちでで、、どどんんななここととをを協協力力ししてていいけけばば

いいいいかかをを考考ええるるききっっかかけけににななっったた」などのご意見をいただ

けた。ロジックモデルにてESDを可視化したことで、多様な

関係者間で目指すべきゴールを共有でき、一層の連携を

進めることができた。 

 

ⅢⅢ  EESSDDププロロググララムムのの実実践践（（今今年年度度））  

（１）活動方針 

今年度の活動は、新型コロナウィルスの感染拡大によ

る影響を受けることになったが、「今年だからできること」を

考えて実践を積み重ねることとした。 

今年は「「ロロジジッッククモモデデルルでで整整理理ししたた資資質質・・能能力力をを、、具具体体

的的なな教教育育活活動動場場面面にに位位置置付付けけてて、、検検証証すするるこことと」」に取り組

み、その成果と課題をもとにロジックモデルの修正に臨む

こととした。昨年度同様に、生活科・総合的な学習の時間

を中心とした実践の積み重ねと同時に、「「ホホーールルススククーールル

アアププロローーチチのの推推進進」」と「「ロロジジッッククモモデデルルにに紐紐づづいいたた実実践践」」に

取り組むこととした。      ＊２ ミニロジックモデル 

実践は、単元計

画や実施計画をも

とにミミニニロロジジッッククモモ

デデルル（＊２）にてま

とめることで、資質

能力を整理した。   

ロジックモデルを用いた協協働働型型ププロロググララムム評評価価の実践 

- ホールコミュニティで育成する 「みな」と「みらい」を創る子 – 

高原 洋介（横浜市立みなとみらい本町小学校） 

■■ＥＳＤの視点で学校全体の教育活動を見直す実践事例 

47



（２）ホールスクールアプローチ（ＣＯＶＩＤ‐１９） 

新型コロナウィルス感染拡大により、感染症対策をしな

がらの教育活動となった。活動計画の見直しにあたり、

「できない」ではなく「できることを考える」ことを大切にし、

今年だからできることを実現できた。 

その一つが、ICT活用である。本校は以前より、「授業

内でタブレット端末の活用を進めていたこと」「保護者との

連絡等のペーパーレス化に取り組んでいたこと」もあり、

休業期間中も比較的スムーズにICTを活用できた。 

学校再開後も、すべての学級でロイロノートスクール・

アプリ※１を活用した実践の積み上げを進めてきた。今ま

での協働的な学習形態は残しつつ、タブレット端末を活

用した学習の良さを取り入れた“ハイブリッド”な学習環境

が整えられた。 

※１ 株式会社LoiLo社が提供する双方向授業を

作り出す授業支援クラウド。動画や写真、手

書きメモなど直感的な操作が可能で、「思考

力」「プレゼン力」等の育成をサポートする。 

 

（３）ホールスクールアプローチ（しなやか部会） 

「ロジックモデルの文言が日常の教育活動のどんなこと

に関連しているのか。」昨年度の職員反省で挙がった。そ

こで、今年度は教科・領域に縛られることなく、ロジックモ

デルに紐付けたテーマについて個人で一年間取り組み、

検証することとした。公開授業や実践提案を積み重ねるこ

とを通して、ロジックモデルの文言の共通理解が深まった。 

 

●活動事例（一部） 

 「子どもの学習動機に沿った学習展開」          ⇒直接アウトカム0103 

 「たてわり活動でＳＤＧｓ的パートナーシップをはぐぐむ」 ⇒直接アウトカム０２  

●特別活動 

【人権週間の取組】 

１２月の人権週間では学校

全体での取組として、なかよし

委員会を中心に「ともだちウィ

ーク」に取り組んだ。委員会ご

とにSDGｓと関連するテーマを

決めて、友達とのつながりを深める活動に取り組んだ。 

【たてわり（異学年）活動】 

昨年度の児童アンケート

でも高評価であった、たてわ

り活動を今年度も実施した。

活動に制限があったが、月１

回の昼休みを使ったレクレ

ーションや運動会などの行

事で交流を深めた。 

活動を通して、リーダーで

ある６年生が自身の成長を

感じられていた。 

 

（４）学年・学級の取組（生活科・総合的な学習の時間） 

【食育】 １年・５年 

WFPと関わりながら、

給食の残食を減らす取

組や残菜の肥料化に取

り組んだ。新1年生に向

けた映像を製作中。 

【環境教育】 ４年 

NPOや近隣企業と連

携し、身近なごみ問題か

ら創造的なリサイクル「ア

ップサイクル」に関心を広

げて活動に取り組んだ。 

【自然共生】 ３年 

外部機関と連携し、学

校内の田んぼを生き物

が集う、自然に近い持続

可能なビオトープへと作

り替えた。 

【海洋保全教育】 ３年・６年 

身近な海の生き物

調査や住みやすい環

境を考えた。横浜の海

を再現した「海水槽」を

校内に設置した。 

【まちづくり】 ２年・５年・６年 

２年生はまちとつな

がり、人々の想いに触

れながらまちの価値を

見つめ直した。 

高学年は、まちの社

会課題解決に向けた

取組を進め、５年生はまちにSDGｓを伝え広げる活動に取り

組んだ。６年生はまちのにぎわいを増やすために、鉄道会

社と連携した活動を進めた。 

ⅠⅠ  ははじじめめにに  

本校は横浜市街地の中心に位置するみなとみらい地

区にあり、周囲には企業や大型商業施設だけでなく、

様々な公的機関の事務所も立地している。そこで、本校

では豊かな地域資源と連携した「持続可能な社会の担い

手の育成」を目指し、小学校という教育機関でどのような

ESDを実践できるのかを、東洋大学教授 米原あき先生に

ご助言いただきながら、研究を進めてきた。 

 

ⅡⅡ  昨昨年年度度ままででのの実実践践  

（１）ESD /SDGs を中核とした学校づくり 

学校教育目標をESDの資質・能力をベースに策定した。

そして、スクールマネジメントおよびカリキュラムマネジメン

トを通して、活動ベースに具現化してきた。 

 

（２）ESD /SDGs という概念の開封（Unpack） 

ESDとは何か。私たちがESDを始めるときにもこの問題に

直面した。そこで、ESDを理解するために、まずは、自分た

ちの言葉でESDという概念を「UUnnppaacckk（（UUNNEESSCCOO  22001166））」し

て、ＥＳＤロジックモデル（＊１）を用いて整理した。ESDの

概念を具現化させること。それは、私たち教職員が目指す

べきゴールの具現化ともなった。 
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（３）多様な関係者間でのESDの共通理解の促進 

ESDを中核に据えた学校づくりを進める上で、大きな課

題のひとつが、児童・保護者・地域・外部協力者、そして

教職員といった学校に関わる多様な関係者（ステークホ

ルダー）の間でのESDについての共通理解だった。 

ESDで目指す資質能力や目標を整理して可視化し、ロ

ジックモデルにて明示したことで、保護者や地域の協力者

より、「学学校校ががEESSDDにに取取りり組組むむ中中でで、、何何をを目目指指ししてていいるるののかか

がが理理解解ででききたた」「自自分分たたちちでで、、どどんんななここととをを協協力力ししてていいけけばば

いいいいかかをを考考ええるるききっっかかけけににななっったた」などのご意見をいただ

けた。ロジックモデルにてESDを可視化したことで、多様な

関係者間で目指すべきゴールを共有でき、一層の連携を

進めることができた。 

 

ⅢⅢ  EESSDDププロロググララムムのの実実践践（（今今年年度度））  

（１）活動方針 

今年度の活動は、新型コロナウィルスの感染拡大によ

る影響を受けることになったが、「今年だからできること」を

考えて実践を積み重ねることとした。 

今年は「「ロロジジッッククモモデデルルでで整整理理ししたた資資質質・・能能力力をを、、具具体体

的的なな教教育育活活動動場場面面にに位位置置付付けけてて、、検検証証すするるこことと」」に取り組

み、その成果と課題をもとにロジックモデルの修正に臨む

こととした。昨年度同様に、生活科・総合的な学習の時間

を中心とした実践の積み重ねと同時に、「「ホホーールルススククーールル

アアププロローーチチのの推推進進」」と「「ロロジジッッククモモデデルルにに紐紐づづいいたた実実践践」」に

取り組むこととした。      ＊２ ミニロジックモデル 

実践は、単元計

画や実施計画をも

とにミミニニロロジジッッククモモ

デデルル（＊２）にてま

とめることで、資質
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働的な活動の推進で、子どもたちは自分の見方や考え方

の広がりを感じながら取り組めたことも要因であろう。 

 

【問６②：課題を解決していこうとする学習に、どんな楽しさや成長を感じられたか】 

「調べる（しらべる）」や「知れる（知る）」「考える」といった

課題追究の楽しさや成長に加え、「達成感」といったワー

ドのスコアが高まっている。 

海洋保全教育に取り組んでいた６年生の結果では、リ

アルな体験活動から見出した社会課題の解決に向けて、

考え・行動していく「発展的な課題解決学習」への達成感

も感じられていると思われる。 

 

【問１３①：友達や学年の違う人と一緒に活動することによさを感じているか】 

さらに高評価となった。 

これは、たてわり（異学年）活動を継続的に行ってきたこ

とがあげられる。月１回のたてわりタイムだけでなく、運動

会といった学校行事を通して感じているのではないか。 

 【問１３②：友達や学年のちがう人と一緒に活動することに、どんなよさを感じていますか】 

「深まる（ふかめる・深まる）」や「ともだち（友達）」、「仲

（なか）」などのワードのスコアが高まっている。 

事前事後両方に、「成長」「楽しい」「できる」「分かる」

「チャレンジ」「発表」「言える」といった、主体的な学びに

おいて成長が促される単語があることから、子ども自身が

よさを感じられていることがうかがえる。 

事後の語彙も豊かになり、プラス表現が増えている。 

●名 詞「上手」「成長」「ともだち」 

●動 詞「ふかめる」 

●形容詞「なかよい」「良い」「うれしい」「仲良い」 

「やさしい」「おもしろい」等 

たてわり活動を推進した６年生だけの結果では、コミュ

ニケーションのよさに加え、「助け合う」「触れ合う」といった

ことの価値にも気付いていることが分かる。 

 

【問１０：家や地域の人に自分たちの活動へ協力してもらえているか】 

昨年度と比べて、数値が低減した。 

これは、活動を知ってもらう機会が少なかったことが考

えられる。地域でのイベントが中止となったり、みなとみら

いを語る会（学習発表会）も形式が変わったりして、昨年

同様な発信ができなかった。活動を知ってもらい、協力を

仰げるような行い方の検討が必要である。 

ⅣⅣ  EESSDD  //SSDDGGssププロロググララムムのの評評価価  

（１）総括評価から形成評価へ 

ESDプログラムがどの程度「活動主体の意識や行動の

変化（変容）」や「関係者間の密接な連携」等を促している

かに関して検証を進めた。その際、大事にしたのが、「形形

成成評評価価」の考え方である。 

形形成成評評価価ととはは、、活活動動ををすするる前前やや活活動動中中にに実実施施さされれるる評評

価価であり、実施後に成果を明らかにしていく総括評価とは

異なる。形成評価に取り組む上で有効的に活用できたの

が、先に例示したロジックモデルであった。それは、ESD

に対する評価指標がないため、EESSDD概概念念をを「「UUNNPPAACCKK」」しし

たたロロジジッッククモモデデルルがが評評価価指指標標ののももととととななるるとともに、見見過過ごご

さされれててししままううかかももししれれなないい価価値値ををロロジジッッククモモデデルルでで可可視視化化

ししたたここととでで、、評評価価をを通通ししてて価価値値付付けけすするることができたから

である。 

 

（２）実現したい価値を指標にしてアンケートで測定（＊３） 

実現したい価値をロジックモデルに紐づいた指標にし

て、活動主体にアンケートを実施した。  

 

（３）アンケート結果のデータ分析 

米原先生のお力も借り、データはできる限り数値化して、

客観的な分析を進めた。職員でアンケート結果の分析を

行った際は、顕著な特徴が表れた設問や教員の予想との

ずれが生じた設問を中心に検討をした。 

改善を考える視点は、「分分析析をを通通ししたたロロジジッッククモモデデルルのの

見見直直しし」。手法はＰＤＣＡ（⇒ＣＤＡＰ）（＊４）を取り入れた。

①ＣＨＥＣＫアンケート結果からスタートし、②ＤＯ活動内

容（何をしたのか）を振り返り、③ＡＣＴＩＯＮ残りの３か月を

どのようにしていくのかを考えた。さらに④ＰＬＡＮ次年度

に取り組む活動をどう進めるべきかを話し合った。 

時間をとってしっかりと分析することで、自分たちのやる

べきことが明確になるとともに、職員間の共通理解が促進

され、意思の疎通がスムーズになっていると感じている。 

＊４ PDCAをもとにしたアンケート結果の分析 

 

（４）経年変化から見えてきた成果と課題 

２年間の経年変化を追ってみることで、その成果と課題

がより明確に見えてきた。数値が向上しているものが多く

見られたことは、子どもたちにESDの意識が浸透してきて

いると考えられる。一方で、数値の向上が思っていたより

伸びていないものや減少したものもあった。 

 

【問1:自分でめあてや課題をつくり、学習に臨むことができたか】 

昨年度と比べて、数値が向上した。 

これは、探究的な学びの定着がみられてきていること

があげられる。さまざまな教育活動の中で、めあてや課

題をもち、その達成に向けて自分で学びを推進したこと

に、成長を感じているのではないか。（問６とも関連） 

 

【問６①：課題を解決していこうとする学習に、楽しさや自分の成長を感じられたか】 

昨年度と比べて、大幅に数値が向上した。 

これも、探究的な学びの定着がみられてきていることが

あげられる。めあてをもったり振り返ったりすることを通して、

自分の成長を感じられているのではないか。（問１とも関

連） 昨年度に比べて、「そう思わない」の層が減少してい

るのも成果といえよう。また、タブレット端末を活用した協

＊３ iPadを用いた 

   回答の様子 
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働的な活動の推進で、子どもたちは自分の見方や考え方

の広がりを感じながら取り組めたことも要因であろう。 
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ⅤⅤ  次次年年度度にに向向けけてて  

（１）２年間を振り返って 

〇ロジックモデルにて、ESDの概念を可視化したことで… 

⇒包括的なESD概念の可視化を通して、職員のESDに

対する捉えがそろい、理解が深まった。 

⇒今年度はロジックモデルの文言の具現化を図ったこ

とで、ESD概念の一層の理解と共有が深まった。 

⇒一つ一つの教育活動に、ESDの意味や意義を感じ、

子どもたちの活動に価値付けられるようになった。 

⇒実現したい価値をロジックモデルに紐づいた指標で

評価したことで、成果と課題が明らかになった。 

⇒体系的・俯瞰的に見られるようになり、生活科・総合

的な学習の時間を中心とした教科横断的な学びを構

想し、実践できた。 

⇒資質能力がどの教育場面で涵養されているのかが具

体的になってきた。 

 

〇ロジックモデルを地域、保護者に周知したことで… 

⇒学校が何をしようとしているのかというロードマップを

示すことができた。 

⇒保護者が「学校から何を求められているのか」の理解

が深まり、協力体制が整ってきた。 

⇒ＰＴＡ・教育奨励会のイベントで、ESD/SDGsに関する

ことを取り上げてもらえた。 

⇒連携先との打ち合わせで、ロジックモデルを提示する

ことで、活動を通して「何を目指しているのか」を共有

しやすくなった。 

 

  〇子どもたちとESD/SDGsに取り組んできたことで… 

⇒何か活動を計画する際に、ESDの視点を入れたもの

が当たり前となり、意識が根付いてきた。 

⇒外部機関との連携を通して自分たちの活動を発信す

ることの意義を実感でき、子どもたちの表現力・発信

力が身についてきた。 

⇒「持続可能な社会とは？」という見方をもって、さまざ

まな学習に取り組む子どもの姿も見られている。 

今後（１０年後）のあり方を考えて、学びをふり返って

いる様子（＊５）が見られた。ESDと関連させながら、

学習や活動を創る意識の一層の定着をはかりたい。 

 

＊５ ５年生児童による社会科の振り返り（一部抜粋） 

 

（２）次年度に取り組むこと 

ロジックモデルを策定して３年目を迎える。さまざまなア

ンケート結果が示すように、すでに達成していると思われ

る指標もある一方で、さらに追究するべき指標も残されて

いる。また、COVID-19などロジックモデル策定時には想

定していなかったことや、ロジックモデルの運用に関する

ことも、課題として明らかになってきた。 

今年度までに成果と課題が明らかになったことから、次

年度はロロジジッッククモモデデルル２２００２２１１版版のの策策定定（項目の入れ替え

や文言の加筆・修正）に取り組んでいく。そして、本校の５

年後・１０年後の本校の目指すべき姿を明らかにしていき

たい。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

※１ 協働型プログラム評価とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、本校では協働型プログラム評価を、スステテーーククホホ

ルルダダーーがが活活動動主主体体ととななっってて、、EESSDD理理念念をを具具現現化化ししたた学学校校

教教育育目目標標のの達達成成にに向向かかっってて活活動動をを推推進進しし、、そそのの活活動動主主

体体とと協協働働ししてて形形成成評評価価をを進進めめるるここととでで、、ススククーールルママネネジジメメ

ンントトにに活活用用すするるここととと捉え、取り組んできた。 

多様なステークホルダーと協働することで、ステークホ

ルダーは学校の取り組むESDの意義を認識することがで

きた。また、ロジックモデルに紐づけた評価指標を作成・

実施することで、ステークホルダーは学校が可視化した

ESDの価値を共有することもできた。これによって、ホール

コミュニティまで視野に入れた包括的で、プログラム改善

につながるような、評価デザインの実現に近づいている。 

 

【引用・参考文献】 

（米原あき） 

 横浜市立ユネスコスクール/ＥＳＤ推進校実践報告 P34-63  

 平成31年文部科学省SDGｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進事業 

（米原あき） 

 「プログラム評価ハンドブック」 晃洋書房P147-159   

東洋大学教授米原あき先生は、ESD評価の難しさとして 

① それぞれの主体がESDの定義を行い、評価指標を

設定する必要があること 

② ESD評価の結果が、ESDプログラムの改善に役立

つような評価活動を導入する必要があること 

③ 多様なレベルを包括する評価のデザインを検討す

る必要があること 

と、指摘されている。また、「形形成成的的なな評評価価をを参参加加型型／／

協協働働型型でで行行ううここととにによよっってて、、EESSDDのの取取りり組組みみのの改改善善にに資資

すするる評評価価活活動動がが実実現現ででききるるとと考考ええらられれるる」とも、示唆され

ている。 
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協協働働型型ププロロググララムム評評価価にによよるるＥＥＳＳＤＤススククーールル・・ママネネジジ
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そこで、本校では協働型プログラム評価を、スステテーーククホホ

ルルダダーーがが活活動動主主体体ととななっってて、、EESSDD理理念念をを具具現現化化ししたた学学校校

教教育育目目標標のの達達成成にに向向かかっってて活活動動をを推推進進しし、、そそのの活活動動主主

体体とと協協働働ししてて形形成成評評価価をを進進めめるるここととでで、、ススククーールルママネネジジメメ

ンントトにに活活用用すするるここととと捉え、取り組んできた。 

多様なステークホルダーと協働することで、ステークホ

ルダーは学校の取り組むESDの意義を認識することがで

きた。また、ロジックモデルに紐づけた評価指標を作成・

実施することで、ステークホルダーは学校が可視化した

ESDの価値を共有することもできた。これによって、ホール

コミュニティまで視野に入れた包括的で、プログラム改善

につながるような、評価デザインの実現に近づいている。 

 

【引用・参考文献】 

（米原あき） 

 横浜市立ユネスコスクール/ＥＳＤ推進校実践報告 P34-63  

 平成31年文部科学省SDGｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進事業 

（米原あき） 

 「プログラム評価ハンドブック」 晃洋書房P147-159   

東洋大学教授米原あき先生は、ESD評価の難しさとして 

① それぞれの主体がESDの定義を行い、評価指標を

設定する必要があること 

② ESD評価の結果が、ESDプログラムの改善に役立

つような評価活動を導入する必要があること 

③ 多様なレベルを包括する評価のデザインを検討す

る必要があること 

と、指摘されている。また、「形形成成的的なな評評価価をを参参加加型型／／

協協働働型型でで行行ううここととにによよっってて、、EESSDDのの取取りり組組みみのの改改善善にに資資

すするる評評価価活活動動がが実実現現ででききるるとと考考ええらられれるる」とも、示唆され

ている。 
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の取り組みである「しなかや部会」の活動を分析する。最後に（４）において、MM 本町⼩
学校の先⽣⽅にご協⼒いただいたアンケートの結果をもとに、ESD ロジックモデルの有⽤
性を問い直し、よりよい ESD ロジックモデルの実現に向けた⽰唆を得る。 

また本報告書は、昨年度同様、みなとみらい本町⼩学校編『ESD BOOK feat.MM 2020』
を「実践編」とする⼆部構成になっており、本報告書は主として「理論編」を担っている。
本報告書の実践事例の詳細については、「実践編」を参照されたい。 
 なお、本報告書の内容は、筆者個⼈の責任によって執筆されたものであり、横浜市教育委
員会及びみなとみらい本町⼩学校の⽴場や考え⽅を表明するものではない。 
 
２．横浜市みなとみらい本町小学校における ESD スクール・マネジメント 

MM 本町⼩学校（2018 年 4 ⽉開校）には、6 学年 14 学級に約 350 の⼦どもたちが学ん
でいる（2020 年 5 ⽉現在）。開校宣⾔の中に「豊かな資源を活かし持続可能な社会の担い⼿
を育む⼩学校として発展する」という⽂⾔が含まれている通り、開校当時から学校全体で
ESD に取り組んでいる。MM 本町⼩学校の独⾃性は、ESD の考え⽅を、教室の中の教育活
動だけではなく、スクール・マネジメントやカリキュラム・マネジメントにも取り⼊れ、全
校的に活かそうとしている点にある。この点においてプログラム評価との親和性が⾼く、開
校当初からプログラム評価が導⼊され、実践されてきた。ここではまず、これまでの取り組
みとその成果を概説し、今年度の主要な取り組みについて報告する。 
 
（１）これまでの取り組みと成果 
 MM 本町⼩学校では、2018 年 4 ⽉の開校時から重点研究として ESD に取り組んでいる。
学校教育⽬標である「みな[皆]とみらい[未来]を創る⼦」の育成を⽬指し、ESD を契機とし
たスクール・マネジメントが実践されている。プログラム評価の流れ（ニーズ評価・セオリ
ー評価・プログラム評価・インパクト評価）に沿って、まず、先⽣⽅⾃⾝がワークショップ
を通じて「MM 本町⼩学校独⾃の ESD ロジックモデル」を策定した（資料 I.ロジックモデ

ル参照）。ESD ロジックモデルには、MM 本町⼩学校が 6 年間の教育活動を通じて、また、
教科や活動種別の違いを超えて、「実現したい価値」とそのために必要な教育活動が、俯瞰
的に⽰されている（ニーズ評価→セオリー評価）。 
 ESD ロジックモデルに⽰された⽅向性のもと、『ESD BOOK feat.MM 2020』に報告され
ているように多様な教育活動が実現され、その成果は先⽣⽅が作成した質問紙調査によっ
て可視化されている（資料 II-a.、b.アンケート調査票参照）（プロセス評価→アウトカム
評価）。ここで明らかにしようとしているのは、事前に設定した⽬標値に対する「達成度」
ではなく、多様な教育活動を経た⼦どものたちの「変容」である。また、これらの評価の⽬
的は、「成果の測定」という総括評価のそれではなく、「今後の改善」という形成評価が⽬指
すところにある。昨年度の取り組みがもたらした「変容」と「改善の⽅向性」は、2019 年
度の報告書および『ESD BOOK』が⽰す通りである。 

１．はじめに――本報告書の目的 

 本報告書は、⽂部科学省『令和 2（2020）年度 SDGs 達成の担い⼿育成（ESD）推進事
業』におけるカテゴリー（３）『教育（学習）効果の評価と普及』（受託者：横浜市教育委員
会 ESD 推進コンソーシアム）の⼀部として実施されている、評価に関する調査研究事業『協
働型プログラム評価による ESD スクール・マネジメント実践に関する調査研究』の成果を
まとめたものである。上記の事業および調査研究は昨年度から開始されており、今年度は 2
年⽬の取組みとなる。したがって、本報告書は昨年度の報告書の「続編」という位置づけで
作成されている。本調査研究の理論枠組みとなっている協働型プログラム評価の解説など
については、昨年度の報告書を参照されたい。 
 本調査研究は、ESD のような、多様で動態的な教育活動の評価を検討する際に、従来型
の実績評価の考え⽅を適⽤しようとすること⾃体に無理があるのではないか――換⾔すれ
ば、従来型の評価の枠組を乗り越えて、異なるパラダイムで評価を捉え直す必要があるので
はないか――という問題意識のもとに計画された。この問題意識を具体的なアクション・リ
サーチにつなぐ⽅法として「協働型プログラム評価」という考え⽅を導⼊し、参加型の形成
評価によって、ESD の理念をスクール・マネジメントに活⽤するという試みに取り組んで
いる。 

このアプローチのもとでは、児童個⼈の学習評価でも学校評価でもなく、ESD という取
り組み＝プログラムの総体的な評価が⾏われている。この評価活動の⽬的は、児童の達成度
を総括評価・相対評価することや、学校のパフォーマンスを監督・監査することではなく、
(１)ある具体的な理念や教育⽬標のもとにスクール・マネジメントおよびカリキュラム・マ
ネジメントを⾏うための道具を提供することと、(２)学校が取り組む ESD プログラムを包
括的に計画し、改善するための情報を提供することにある。本研究は、このような(１)マネ
ジメントの道具、そして(２)改善のための情報提供こそが、まさに「評価」と呼ばれる⼿続
きの本質的な機能であるという考え⽅に⽴脚している。 
 昨年度の調査研究では、まず、協働型プログラム評価を ESD 評価に適⽤するにあたって
の理論的な検討を⾏った。そして、その理論枠組みに基づき、本研究のモデル校である横浜
市⽴みなとみらい本町⼩学校 [⼩正和彦校⻑] （以下、MM 本町⼩学校）の実践を報告した。
本報告書では、昨年度の報告に引き続き、今年度、MM 本町⼩学校における取り組みがど
のように進展したのかを報告し、その実践から得られる⽰唆と課題を抽出することを⽬的
とする。まだ調査研究 2 年⽬であることを踏まえ、安直な⼀般化を急がず、MM 本町⼩学
校の取り組みから学ぶ姿勢で分析と考察をすすめる。 

 本報告書の構成は以下のとおりである。まず次節にて、今年度の MM 本町⼩学校の取
り組みを報告する。この節が本報告書の主要な本⽂となる。次節（１）では昨年度の取り組
みを概観し、（２）では昨年度から今年度へどのように接続が⾏われたのかを詳述する。こ
の点は、取り組みの発展的な継続において看過できない重要なポイントである。続く（３）
では MM 本町⼩学校の ESD ロジックモデルがどのように改善されているのか、その改善
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の取り組みである「しなかや部会」の活動を分析する。最後に（４）において、MM 本町⼩
学校の先⽣⽅にご協⼒いただいたアンケートの結果をもとに、ESD ロジックモデルの有⽤
性を問い直し、よりよい ESD ロジックモデルの実現に向けた⽰唆を得る。 

また本報告書は、昨年度同様、みなとみらい本町⼩学校編『ESD BOOK feat.MM 2020』
を「実践編」とする⼆部構成になっており、本報告書は主として「理論編」を担っている。
本報告書の実践事例の詳細については、「実践編」を参照されたい。 
 なお、本報告書の内容は、筆者個⼈の責任によって執筆されたものであり、横浜市教育委
員会及びみなとみらい本町⼩学校の⽴場や考え⽅を表明するものではない。 
 
２．横浜市みなとみらい本町小学校における ESD スクール・マネジメント 

MM 本町⼩学校（2018 年 4 ⽉開校）には、6 学年 14 学級に約 350 の⼦どもたちが学ん
でいる（2020 年 5 ⽉現在）。開校宣⾔の中に「豊かな資源を活かし持続可能な社会の担い⼿
を育む⼩学校として発展する」という⽂⾔が含まれている通り、開校当時から学校全体で
ESD に取り組んでいる。MM 本町⼩学校の独⾃性は、ESD の考え⽅を、教室の中の教育活
動だけではなく、スクール・マネジメントやカリキュラム・マネジメントにも取り⼊れ、全
校的に活かそうとしている点にある。この点においてプログラム評価との親和性が⾼く、開
校当初からプログラム評価が導⼊され、実践されてきた。ここではまず、これまでの取り組
みとその成果を概説し、今年度の主要な取り組みについて報告する。 
 
（１）これまでの取り組みと成果 
 MM 本町⼩学校では、2018 年 4 ⽉の開校時から重点研究として ESD に取り組んでいる。
学校教育⽬標である「みな[皆]とみらい[未来]を創る⼦」の育成を⽬指し、ESD を契機とし
たスクール・マネジメントが実践されている。プログラム評価の流れ（ニーズ評価・セオリ
ー評価・プログラム評価・インパクト評価）に沿って、まず、先⽣⽅⾃⾝がワークショップ
を通じて「MM 本町⼩学校独⾃の ESD ロジックモデル」を策定した（資料 I.ロジックモデ

ル参照）。ESD ロジックモデルには、MM 本町⼩学校が 6 年間の教育活動を通じて、また、
教科や活動種別の違いを超えて、「実現したい価値」とそのために必要な教育活動が、俯瞰
的に⽰されている（ニーズ評価→セオリー評価）。 
 ESD ロジックモデルに⽰された⽅向性のもと、『ESD BOOK feat.MM 2020』に報告され
ているように多様な教育活動が実現され、その成果は先⽣⽅が作成した質問紙調査によっ
て可視化されている（資料 II-a.、b.アンケート調査票参照）（プロセス評価→アウトカム
評価）。ここで明らかにしようとしているのは、事前に設定した⽬標値に対する「達成度」
ではなく、多様な教育活動を経た⼦どものたちの「変容」である。また、これらの評価の⽬
的は、「成果の測定」という総括評価のそれではなく、「今後の改善」という形成評価が⽬指
すところにある。昨年度の取り組みがもたらした「変容」と「改善の⽅向性」は、2019 年
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ジメントの道具、そして(２)改善のための情報提供こそが、まさに「評価」と呼ばれる⼿続
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市⽴みなとみらい本町⼩学校 [⼩正和彦校⻑] （以下、MM 本町⼩学校）の実践を報告した。
本報告書では、昨年度の報告に引き続き、今年度、MM 本町⼩学校における取り組みがど
のように進展したのかを報告し、その実践から得られる⽰唆と課題を抽出することを⽬的
とする。まだ調査研究 2 年⽬であることを踏まえ、安直な⼀般化を急がず、MM 本町⼩学
校の取り組みから学ぶ姿勢で分析と考察をすすめる。 

 本報告書の構成は以下のとおりである。まず次節にて、今年度の MM 本町⼩学校の取
り組みを報告する。この節が本報告書の主要な本⽂となる。次節（１）では昨年度の取り組
みを概観し、（２）では昨年度から今年度へどのように接続が⾏われたのかを詳述する。こ
の点は、取り組みの発展的な継続において看過できない重要なポイントである。続く（３）
では MM 本町⼩学校の ESD ロジックモデルがどのように改善されているのか、その改善
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接的には活⽤しづらい評価情報であるとも⾔われている。しかしながら、MM 本町⼩学校
の重点研究会では、アウトカム評価の評価情報が、具体的な教育活動の改善策を検討するた
めの情報として活⽤されている（図３）。 
 このような機会を経て、2019 年度の経験が、2020 年度の活動に引き継がれた。 
 

    
 

 
図３ 重点研究会で行われたワーク（ワークシートの一例） 

(出典) みなとみらい本町小学校提供 

 
（３）「しなやか部会」の活動 
 2020 年度の新たな活動として考案されたのは「しなやか部会」の活動である。「しなやか
部会」は、ロジックモデルに⽰されたスーパーゴールを実現するために、コロナ禍の影響に
翻弄されることなく、⽂字通り「しなやか」に「普段の授業、学級経営から、⼦どもたちへ
の⾒⽅を変え、教師が変容し、⼦どもが変容していくこと」（重点研しなやかだより No.1）
を⽬指す研究会である。しなやか部会のその名のとおり、「研究は、学校が決めていくこと
でも、重点研が決めていくことでもありません。スーパーゴールに向けて、どのような取り
組みができるのか、1 から考えていきましょう。」（重点研しなやかだより No.1 より）とい
う掛け声のもと、ロジックモデルを⾒直し、新たな取り組みを考案・実施し、その取り組み
を共有し、教員間の議論を通じて、現在のモデルには⽰されていない活動も追加していこう
という柔軟な――しなやかな――姿勢でスタートした。例えば、研究会のすすめ⽅は以下の
ように説明されている（重点研しなやか部会 No.４：囲み中の下線部および強調、原⽂ママ）。 
 

 
（２）「アクション 2019」から「プラン 2020」へ 

 昨年度の成果を受けて、MM 本町⼩学校の先⽣⽅の提案により、年度末に振り返りの重
点研究会が持たれた。多忙な学校現場では、「評価はやったものの、やりっぱなし」となっ
てしまうことが、現実には多い。しかしながら、評価の結果を今後の改善策に活かし、それ
を次年度の計画に反映して実⾏に移さなければ、PDCA サイクルが循環しているとは⾔え
ない。PDCA サイクル⼆巡⽬への移⾏は、評価活動における難所の⼀つである。本事業の
⼆年⽬を迎える MM 本町⼩学校にとっても、ここが課題になるであろうと思われた。しか
しながら、以下に概説するとおり、MM 本町⼩学校の先⽣⽅の予期せぬ妙案により、この
難所をスムーズに、むしろ建設的に、越えることができた。 

図１に⽰す通り、プログラム評価は、PDCA のサイクルに並⾛するかたちで実施される
⼀連の流れをもった評価活動である。アンケート調査は PDCA サイクルの「C」にあたる
アウトカムの評価に該当するが、ここで⾏われた研究会では、図２で⽰すように、まず、ア
ンケート調査票の作成者である先⽣⽅が、アンケートの結果を考察するところからスター
トした。アンケートの結果から、⼦どもたちの主観的な変容を追っていくと、「教員の⽬線
ではできているとは思わないのに、⼦どもたちはできていると感じているようだ」などの、
アンケートの結果と先⽣⽅の印象との間の齟齬が具体的に浮かび上がってきた。それらの
「齟齬」を中⼼に、「このような結果（C）に結びつくきっかけとなった教育活動（D）とは
どのようなものだったのか」とプロセスを振り返り、具体的にそれらの活動を⾒直すことで
齟齬の原因を突き⽌め、次なる改善の⽅策が話し合われた（A）。そして、それらの改善策は
次年度に向けての具体的な計画や⽅針に反映されることとなった（P）。すなわち、アンケー
ト結果に基づき、PDCA ならぬ「CDA-P（P は次年度）」という振り返りを⾏うことによっ
て、2019 年度の評価結果から得られたアクションを、2020 年度のプランに繋ぐことができ
たのである（図３）。 

この活動は次の⼆つの意味で⾮常に有意義な活動であると⾔える。第⼀に、「エビデンス
に基づく改善」の活動になっているという点である。上述の通り、ここでの議論のたたき台
となったのは、アンケート調査によって収集されたデータである。⼦どもたちの変容が、数
値データやテキストデータのかたちに可視化され、個々の教員の主観に基づく個⼈的な反
省に留まらず、複数の教員の間で共有されながら問題点についての議論がなされている。ま
た、これらの議論の中⼼となったのは、データから明らかになった評価情報と、個々の教員
の意識の間の「齟齬」であった。データに基づいた議論であったからこそ、教員の主観との
齟齬が明らかにされ、かつ現場に根差した具体的な検討へと発展していった。 

⼆つめの重要な意義として、この活動によって「総括的な評価」が「形成的な評価」に繋
がったという点が挙げられる。通常、アウトカム評価は、その活動の達成度を事後的に評価
する総括評価として⾏われる。総括評価は、その取り組みの成果を外部に対して説明する説
明責任のための評価⼿法として広く使われているが、しばしば、その取り組みの改善には直
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図４ グループワークの様子とワークシートの一例 

(出典) みなとみらい本町小学校提供 

 
（４）ESD ロジックモデルは有用か？――MM 本町小学校教員へのアンケート調査より 
 上述の通り、2019 年度の取り組みが 2020 年度へ引き継がれ、さらに今年度も「しなやか
部会」のような場で活動が発展的に⾏われていることが報告されたが、ESD ロジックモデ
ルはどのような点でスクール・マネジメントに貢献し、またどのような点で課題があるのか。
この点を明らかにするため、MM 本町⼩学校の先⽣⽅にオンラインによる⾃由記述式アン
ケートを⾏った。アンケートの実施期間は 2021 年 1 ⽉ 24 ⽇から 27 ⽇までの 4 ⽇間で、9
名の先⽣⽅にご協⼒頂いた。先⽣⽅の匿名性を守り、安⼼して回答して頂くため、年齢・性
別・職位などの個⼈情報は⼀切不問とした。調査票は以下の 6 問で構成されている。 
 
問１：過去 3 年の ESD ロジックモデルの取り組みに対する印象【5 件法、以下自由記述】 

問２：上記のように感じる理由 

問３：今年度の、ESD ロジックモデルを活用した、あるいは ESD ロジックモデルの存在がきっかけとなった活動や

取組み（コロナ対応、ホールスクールアプローチ以外） 

問４：ESD ロジックモデルを活用した、あるいは ESD ロジックモデルの存在がきっかけとなった活動や取組みのな

かで、コロナ対応に関連するもの 

問５：ESD ロジックモデルを活用した、あるいは ESD ロジックモデルの存在がきっかけとなった活動や取組みのな

かで、ホールスクールアプローチに関連するもの 

問６：自由コメント 

 
 問１「過去 3 年の ESD ロジックモデルの取り組みを振り返って、正直な印象をお聞かせ
ください」についてのみ、「⾯倒くさい、あまり役に⽴たない、不要だと思う…といった否
定的な印象(１)」から「楽しい、役に⽴つ、今後も続けていきたい…といった肯定的な印象
(５)」までの 5 段階の SD 法による回答を求めた。9 名の平均値は４で、肯定的な印象が読
みとれた。問２〜６は⾃由記述による。 

問２〜６の⾃由記述回答を内容分析した結果をまとめたものが下表２、３である。表２よ
りコロナ禍のなかにありながら、今年度も多くの取り組みに挑戦されていることがうかが
えるが、紙幅の都合上、ここではひとつひとつの詳細に⽴ち⼊ることはしない（『ESD BOOK 
feat.MM 2020』を参照）。 
 

１． 研究内容の確認・決定 

○確認したいこと 

・しなやか部会ではロジックツリーをもとに、目指したい姿に迫る授業展開を行っていく部会。そのた

め、授業研による１時間もしくは単元による子どもの変化というよりは日日々々のの教教職職員員のの意意識識がが大大切切。。 

○イメージ 

・ロジックナンバーに近づける取り組みを日々行い、特に意識した活動は写真やメモで残しておく。 

・８月後半にアンケートの実施。 

・９月、１０月を目安に、行ってきたことを共有する。その際、授業研を行い検討したい人は１２月に授

業提案する。 

・再度、取組を継続させ、１２、１月にアンケートをとる。 

※研究が授業の一コマや手立てベースにならないようにしていく。もちろん、全てに手立てはつきもので

すが、手立ての具体というよりも、活活動動やや先先生生のの思思いい、、子子どどもものの思思考考ななどどを記録していくイメージ。 

 「1 時間もしくは単元による⼦どもの変化に捉われない」ことや「研究が授業の⼀コマや
⼿⽴てベースにならないように」といった留意点が明⽰されており（下線部筆者）、取り組
みが近視眼的にならないよう注意が促されている。同時に、「⽇々の教職員の意識」や「ロ
ジックナンバーに近づける取り組みを⽇々⾏う」といった⽇常性の意義が強調されており
（下線部筆者）、取り組みが⼀回限りの発表会として終わることなく、⽇常性のなかで教員
⾃⾝の変容につながることを⽬指しているのが分かる。 
 毎回の研究会では、各教員の独創的な取り組みが共有され（表１）、それらの報告をたた
き台にグループワークを中⼼とした議論の場が持たれた（図４）。ひとつひとつの取り組み
の独創性の⾼さもさることながら、それらを題材にした先⽣⽅の活気ある議論の様⼦が筆
者の印象にも強く残っている（2020 年 10 ⽉ 30 ⽇：第 7 回しなやか部会に参加）。 
 

表１ しなやか部会個人テーマの例 

 

 
 

（出典）みなとみらい本町小学校「重点研しなやか部会 No.４」 

 

個人テーマ ロジック・SDGs 

「思いを大切に」 ０１０３０２ 

自分中心の思いでなく誰かのためへの思い 

「粘り強く追及する」 ０１０１０１ 

まちの課題解決に向けて願いや思いをもつ 

子どもたちの思いを聞く ０２０１０２ 

相手の考えに寄り添って聞く 

たてわり革命 

ペア学年での取組 

０２０２０１ 

学年に応じた目標を立て、たてわり活動に参加する 

学びの個別化 ０１０３０２ 

自分の見方・考え方の広がりや学び方のよさに気づく 

ICT×言語 ０２０１ 

相手の考えに寄り添って聞く 

宿題革命 ０１０１ 

発達段階にあった課題を自分から見出す 

本音 ０２０１０１ 

根拠や理由を示しながら説得力ある話し方で自分の考えを発表する 
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図４ グループワークの様子とワークシートの一例 

(出典) みなとみらい本町小学校提供 

 
（４）ESD ロジックモデルは有用か？――MM 本町小学校教員へのアンケート調査より 
 上述の通り、2019 年度の取り組みが 2020 年度へ引き継がれ、さらに今年度も「しなやか
部会」のような場で活動が発展的に⾏われていることが報告されたが、ESD ロジックモデ
ルはどのような点でスクール・マネジメントに貢献し、またどのような点で課題があるのか。
この点を明らかにするため、MM 本町⼩学校の先⽣⽅にオンラインによる⾃由記述式アン
ケートを⾏った。アンケートの実施期間は 2021 年 1 ⽉ 24 ⽇から 27 ⽇までの 4 ⽇間で、9
名の先⽣⽅にご協⼒頂いた。先⽣⽅の匿名性を守り、安⼼して回答して頂くため、年齢・性
別・職位などの個⼈情報は⼀切不問とした。調査票は以下の 6 問で構成されている。 
 
問１：過去 3 年の ESD ロジックモデルの取り組みに対する印象【5 件法、以下自由記述】 

問２：上記のように感じる理由 

問３：今年度の、ESD ロジックモデルを活用した、あるいは ESD ロジックモデルの存在がきっかけとなった活動や

取組み（コロナ対応、ホールスクールアプローチ以外） 

問４：ESD ロジックモデルを活用した、あるいは ESD ロジックモデルの存在がきっかけとなった活動や取組みのな

かで、コロナ対応に関連するもの 

問５：ESD ロジックモデルを活用した、あるいは ESD ロジックモデルの存在がきっかけとなった活動や取組みのな

かで、ホールスクールアプローチに関連するもの 

問６：自由コメント 

 
 問１「過去 3 年の ESD ロジックモデルの取り組みを振り返って、正直な印象をお聞かせ
ください」についてのみ、「⾯倒くさい、あまり役に⽴たない、不要だと思う…といった否
定的な印象(１)」から「楽しい、役に⽴つ、今後も続けていきたい…といった肯定的な印象
(５)」までの 5 段階の SD 法による回答を求めた。9 名の平均値は４で、肯定的な印象が読
みとれた。問２〜６は⾃由記述による。 

問２〜６の⾃由記述回答を内容分析した結果をまとめたものが下表２、３である。表２よ
りコロナ禍のなかにありながら、今年度も多くの取り組みに挑戦されていることがうかが
えるが、紙幅の都合上、ここではひとつひとつの詳細に⽴ち⼊ることはしない（『ESD BOOK 
feat.MM 2020』を参照）。 
 

１． 研究内容の確認・決定 

○確認したいこと 

・しなやか部会ではロジックツリーをもとに、目指したい姿に迫る授業展開を行っていく部会。そのた

め、授業研による１時間もしくは単元による子どもの変化というよりは日日々々のの教教職職員員のの意意識識がが大大切切。。 

○イメージ 

・ロジックナンバーに近づける取り組みを日々行い、特に意識した活動は写真やメモで残しておく。 

・８月後半にアンケートの実施。 

・９月、１０月を目安に、行ってきたことを共有する。その際、授業研を行い検討したい人は１２月に授

業提案する。 

・再度、取組を継続させ、１２、１月にアンケートをとる。 

※研究が授業の一コマや手立てベースにならないようにしていく。もちろん、全てに手立てはつきもので

すが、手立ての具体というよりも、活活動動やや先先生生のの思思いい、、子子どどもものの思思考考ななどどを記録していくイメージ。 

 「1 時間もしくは単元による⼦どもの変化に捉われない」ことや「研究が授業の⼀コマや
⼿⽴てベースにならないように」といった留意点が明⽰されており（下線部筆者）、取り組
みが近視眼的にならないよう注意が促されている。同時に、「⽇々の教職員の意識」や「ロ
ジックナンバーに近づける取り組みを⽇々⾏う」といった⽇常性の意義が強調されており
（下線部筆者）、取り組みが⼀回限りの発表会として終わることなく、⽇常性のなかで教員
⾃⾝の変容につながることを⽬指しているのが分かる。 
 毎回の研究会では、各教員の独創的な取り組みが共有され（表１）、それらの報告をたた
き台にグループワークを中⼼とした議論の場が持たれた（図４）。ひとつひとつの取り組み
の独創性の⾼さもさることながら、それらを題材にした先⽣⽅の活気ある議論の様⼦が筆
者の印象にも強く残っている（2020 年 10 ⽉ 30 ⽇：第 7 回しなやか部会に参加）。 
 

表１ しなやか部会個人テーマの例 

 

 
 

（出典）みなとみらい本町小学校「重点研しなやか部会 No.４」 

 

個人テーマ ロジック・SDGs 

「思いを大切に」 ０１０３０２ 

自分中心の思いでなく誰かのためへの思い 

「粘り強く追及する」 ０１０１０１ 

まちの課題解決に向けて願いや思いをもつ 

子どもたちの思いを聞く ０２０１０２ 

相手の考えに寄り添って聞く 

たてわり革命 

ペア学年での取組 

０２０２０１ 

学年に応じた目標を立て、たてわり活動に参加する 

学びの個別化 ０１０３０２ 

自分の見方・考え方の広がりや学び方のよさに気づく 

ICT×言語 ０２０１ 

相手の考えに寄り添って聞く 

宿題革命 ０１０１ 

発達段階にあった課題を自分から見出す 

本音 ０２０１０１ 

根拠や理由を示しながら説得力ある話し方で自分の考えを発表する 
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LM のメリット・進展というカテゴリーの中には、ESD 実践、教員の意識、そして教員間
のコミュニケーションに関するメリットと進展という３つのサブカテゴリーが⾒いだせた。
ESD 実践については、LM によって「ESD の可視化」がすすんだことから得られたメリッ
トが挙げられている。また、教員の意識については、「学校⽬標や上位の理念」から⽇常の
教育活動を俯瞰するようになったという意識変容がうかがえる。そして、教員間のコミュニ
ケーションについては、LM をたたき台として、ホールスクールのコミュニケーション――
前節で概観した「しなやか部会」の活動はその端的な例であろう――が進められていること
が分かる。記述回答のなかにあった以下のコメントは、これらのメリット・進展を端的に物
語っていると⾔えるだろう。 
 

どうしても教育活動の中には、活動のその先に何があるのかがボヤっとしたものがたくさんあり
ます。そのボヤっとしたものがロジックモデルを作ることによって、はっきり⾒えるものが増え
たように感じます。 

 
 ⼀⽅で、当然のことながら、LM のデメリットや困難を指摘するコメントもあった。MM
本町⼩学校の先⽣⽅は、概して前向きに LM を活⽤しておられることから、得られた回答
には全体的にポジティブな情報バイアスがかかっていると想定すべきである。この点を考
慮すると、デメリットや困難に関するコメントの⽅がより本質的に重要であると⾔えよう。
LM のデメリットと困難というカテゴリーの中には、LM に対する懸念、LM 作成上の難し
さ、そして現実の活⽤への難しさという３つのサブカテゴリーが⾒いだせた。以下ではこれ
らの点を詳細に検討する。 
 
①LM に対する懸念 

可視化による硬直性➡柔軟かつ批判的な思考の重要性 

表３右欄にある「可視化することにより逆にそこにはまり、そこから抜けられなくなるの
ではないか（枠にはめ過ぎてしまわないか）」という懸念は⾮常に的を射た指摘であり、か
つ健康的な懸念であると⾔える。当然のことながら、「LM を作成すること」や「LM を更
新すること」が⽬的化してしまっては本末転倒であり、LM はよりよい ESD を実施してい
くためのツールに過ぎない。ここに指摘されているように、LM が ESD の取り組みを束縛
するような働き⽅をするのであれば、そのような LM は不要の⻑物である。いかなるツー
ルも、利⽤者がその機能を適切に引き出すことができなければ、ツールに振り回されること
になってしまう。このコメントは、LM を適正に活⽤する上で重要なポイントを指摘してい
る。 

⼀⽅で、このような懸念が、少なくとも⼀部の先⽣⽅の念頭に常に置かれている間は、安
⼼であるともいえる。実際、今年度の MM 本町⼩学校では「しなやか部会」のような場で
LM を再検討し、批判的に⾒直す機会を実現していた。ESD の動態性に呼応して、LM も柔
軟に変化していくべきであり、その柔軟性にこそ、LM の本質的な意義があるとも⾔える。

表２ 今年度の取り組み 

 
（出典）筆者作成 

 
それぞれの取り組みに対する先⽣⽅の⾃由記述を内容分析したところ、「ロジックモデル

（LM）のメリット・LM を活⽤したことによる進展」というカテゴリーと、「LM のデメリ
ット・LM を活⽤するうえでの困難」というカテゴリーが抽出された（表３）。 
 

表３ 自由回答記述の内容分析 

 
（出典）筆者作成 

 

活活動動・・取取組組みみ（（一一般般））

しなやか部会

たてわり活動

総合の活動

海水槽
MM線とのかかわり

直接0102をもとによかった行動を表彰
活活動動・・取取組組みみ（（ココロロナナ対対応応））

スタンダードのビデオ作り

手洗いや衛生面に関する取り組み

対話や交流を持続するための取り組み
ICT（ロイロノートスクール）の活用
活活動動・・取取組組みみ（（ホホーールルススククーールルアアププロローーチチ））

たてわり活動

LMメメリリッットト・・進進展展 LMデデメメリリッットト・・困困難難

ロジックモデルをつくったことで…

【【ESD実実践践にに関関ししてて】

・可視化することでESDがやりやすくなった

・子どもたちにSDGsを意識させやすくなった

・ESDの教育的な価値を感じることができた

・身近にできる持続可能な取り組みを考えるきっかけになった

【【教教員員のの意意識識にに関関ししてて】】
・日頃の教育活動全般をロジックモデルを元にして行おうとする
意識ができた
・上位の理念から具体的な取り組みへの繋がりが分かった

・学校目標やその他上位の目的を時折意識する機会になっている

【【教教員員間間ののココミミュュニニケケーーシショョンンにに関関ししてて】】
・ロジックモデルの作成・見直しをすることで、先生方と話し合
い、共有することができる
・ロジックモデルを意識することで他の先生方、そして学校が同
じ方向を向いて日々を過ごせている
・教職員が同じ方向性を向いて、児童に向き合うとことができる
・クラス単位ではなく、委員会や、学年、学校単位で教育目的を
考えられる

『『どどううししててもも教教育育活活動動のの中中ににはは、、活活動動ののそそのの先先にに何何ががああるるのの
かかががボボヤヤっっととししたたももののががたたくくささんんあありりまますす。。そそののボボヤヤっっととしし
たたももののががロロジジッッククモモデデルルをを作作るるここととにによよっってて、、ははっっききりり見見ええ
るるももののがが増増ええたたよよううにに感感じじまますす。。』』

しかしながら…

【【懸懸念念】】
・可視化することにより逆にそこにはまり、そこから抜けられな
くなるのではないか（枠にはめ過ぎてしまわないか）

【【ロロジジッッククモモデデルル作作成成上上のの難難ししささ】】
・学校教育目標と教育の諸活動をリンクさせていく重要性は分
かったが、項目が細かく、うまく活動がリンクできていない
・ロジックモデルが上位の目的から具体的な活動にいくほど、ほ
かの要素と絡み合って、図に表していくのが難しい
・アンケート分析が難しい

【【現現実実のの活活用用へへのの難難ししささ】】
・校内の問題を解決しているといえるかは疑問
・研究会等の場では議論できても、それが普段の授業や生活の場
で子ども達への指導へ活かされている実感はあまりない

『『アアンンケケーートトややロロジジッッククはは素素晴晴ららししいいももののでですすがが、、使使いい方方にに
ももっっとと慎慎重重ににももっっとと丁丁寧寧にに。。自自分分たたちちががややるるここととはは大大胆胆ににとと
思思っっててまますす。。』』

『『社社会会情情緒緒的的ススキキルルででああるる「「思思いいややりり」」ななどどのの項項目目はは、、ななかか
ななかか数数値値化化ししににくくいい部部分分でですすしし、、
学学校校ととししてて評評価価ををすすべべききででははなないいかかももししれれまませせんんがが、、人人をを育育
てててていいくく上上ででととててもも大大切切ななここととななののでで、、
どどののよよううににししてて教教育育的的活活動動にに入入れれてていいくくののががよよいいかか考考ええてていい
ききたたいいでですす。。』』
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LM のメリット・進展というカテゴリーの中には、ESD 実践、教員の意識、そして教員間
のコミュニケーションに関するメリットと進展という３つのサブカテゴリーが⾒いだせた。
ESD 実践については、LM によって「ESD の可視化」がすすんだことから得られたメリッ
トが挙げられている。また、教員の意識については、「学校⽬標や上位の理念」から⽇常の
教育活動を俯瞰するようになったという意識変容がうかがえる。そして、教員間のコミュニ
ケーションについては、LM をたたき台として、ホールスクールのコミュニケーション――
前節で概観した「しなやか部会」の活動はその端的な例であろう――が進められていること
が分かる。記述回答のなかにあった以下のコメントは、これらのメリット・進展を端的に物
語っていると⾔えるだろう。 
 

どうしても教育活動の中には、活動のその先に何があるのかがボヤっとしたものがたくさんあり
ます。そのボヤっとしたものがロジックモデルを作ることによって、はっきり⾒えるものが増え
たように感じます。 

 
 ⼀⽅で、当然のことながら、LM のデメリットや困難を指摘するコメントもあった。MM
本町⼩学校の先⽣⽅は、概して前向きに LM を活⽤しておられることから、得られた回答
には全体的にポジティブな情報バイアスがかかっていると想定すべきである。この点を考
慮すると、デメリットや困難に関するコメントの⽅がより本質的に重要であると⾔えよう。
LM のデメリットと困難というカテゴリーの中には、LM に対する懸念、LM 作成上の難し
さ、そして現実の活⽤への難しさという３つのサブカテゴリーが⾒いだせた。以下ではこれ
らの点を詳細に検討する。 
 
①LM に対する懸念 

可視化による硬直性➡柔軟かつ批判的な思考の重要性 

表３右欄にある「可視化することにより逆にそこにはまり、そこから抜けられなくなるの
ではないか（枠にはめ過ぎてしまわないか）」という懸念は⾮常に的を射た指摘であり、か
つ健康的な懸念であると⾔える。当然のことながら、「LM を作成すること」や「LM を更
新すること」が⽬的化してしまっては本末転倒であり、LM はよりよい ESD を実施してい
くためのツールに過ぎない。ここに指摘されているように、LM が ESD の取り組みを束縛
するような働き⽅をするのであれば、そのような LM は不要の⻑物である。いかなるツー
ルも、利⽤者がその機能を適切に引き出すことができなければ、ツールに振り回されること
になってしまう。このコメントは、LM を適正に活⽤する上で重要なポイントを指摘してい
る。 

⼀⽅で、このような懸念が、少なくとも⼀部の先⽣⽅の念頭に常に置かれている間は、安
⼼であるともいえる。実際、今年度の MM 本町⼩学校では「しなやか部会」のような場で
LM を再検討し、批判的に⾒直す機会を実現していた。ESD の動態性に呼応して、LM も柔
軟に変化していくべきであり、その柔軟性にこそ、LM の本質的な意義があるとも⾔える。

表２ 今年度の取り組み 

 
（出典）筆者作成 

 
それぞれの取り組みに対する先⽣⽅の⾃由記述を内容分析したところ、「ロジックモデル

（LM）のメリット・LM を活⽤したことによる進展」というカテゴリーと、「LM のデメリ
ット・LM を活⽤するうえでの困難」というカテゴリーが抽出された（表３）。 
 

表３ 自由回答記述の内容分析 

 
（出典）筆者作成 

 

活活動動・・取取組組みみ（（一一般般））

しなやか部会

たてわり活動

総合の活動

海水槽
MM線とのかかわり

直接0102をもとによかった行動を表彰
活活動動・・取取組組みみ（（ココロロナナ対対応応））
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・子どもたちにSDGsを意識させやすくなった

・ESDの教育的な価値を感じることができた

・身近にできる持続可能な取り組みを考えるきっかけになった

【【教教員員のの意意識識にに関関ししてて】】
・日頃の教育活動全般をロジックモデルを元にして行おうとする
意識ができた
・上位の理念から具体的な取り組みへの繋がりが分かった

・学校目標やその他上位の目的を時折意識する機会になっている

【【教教員員間間ののココミミュュニニケケーーシショョンンにに関関ししてて】】
・ロジックモデルの作成・見直しをすることで、先生方と話し合
い、共有することができる
・ロジックモデルを意識することで他の先生方、そして学校が同
じ方向を向いて日々を過ごせている
・教職員が同じ方向性を向いて、児童に向き合うとことができる
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出しよう」という⽅向性は、共有することができるだろう1。 
記述回答のなかにあった以下のコメントには、LM 作成のうえで⽰唆となるポイントが凝

縮されている。 
 

アンケートやロジックは素晴らしいものですが、使い⽅にもっと慎重にもっと丁寧に。⾃分たち
がやることは⼤胆にと思っています。 

 
 まさにここに指摘されている通り、知的体⼒を最⼤限に振り絞りながら丁寧に LM を作
成し、その使い⽅には――LM に縛られないように――慎重になりつつ、⽇々の教育活動に
おいては、⼤胆に、柔軟に、良い加減で、実践していくことが重要である。 
 
評価アンケートの困難と限界➡「評価＝事実特定＋価値判断」 
 ふたつ⽬の難しさとして指摘されていたのがアンケートの分析についてである。『ESD 
BOOK feat.MM 2020』にあるとおり、また、本節（２）に⾒たとおり、MM 本町⼩学校で
は、アンケート調査の結果を単なる記述統計として図表化して終えるだけでなく、その結果
を次の改善に活かす試みが⾏われており、既に極めて良質な分析がなされている。しかしな
がら、それゆえに、より⾼次の到達点を⽬標とした困難が表出しているのであろうと推察す
る。筆者も参加した第 7 回しなやか部会（2020 年 10 ⽉ 30 ⽇）でも、教育のより本質的な
側⾯や⼦どもたちの⽇々の変容をどのように捉えればよいのか、という点が議論になって
いた。 
 端的に⾔って、アンケート調査で捕捉できる⼦どもたちの変容や成果には限界がある。⼦
どもたちが集中⼒をもって回答できるアンケートの質問数にも限りがあるし、活字による
表現で聞き取ることができる内容にも限界があり、さらに収集された⽂字や数字のデータ
から教員が読み取ることのできる情報にも制約があるだろう。アンケート調査で聞くべき
項⽬（指標）を精査したり、短い質問⽂を良く推敲してより精緻な質問項⽬を設定する努⼒
をしたりすることが重要であるのは⾔うまでもないが、その⼀⽅で、アンケート調査および
その分析は、評価の「きっかけ」に過ぎないという認識を持つことも同様に重要である。 

評価学で⾔う「評価」とは、「事実特定」と「価値判断」という⼆つの要素によって定義
される（佐々⽊ 2010）。アンケート調査などをつうじて情報を収集するというプロセスは
「事実特定」の⼀⽅途である。ここで収集された情報（データ）がそのまま「評価」につな
がるのではなく、それらのデータおよびその他の情報を総合して「価値判断」を⾏ってはじ
めて「評価」となるのである（⽶原 2020）。したがって、意味のある、そして改善に役⽴つ
                                                       
1 現実に、2019 年度の活動のなかでは、例えば、4 年⽣の「脱プラスチック・プロジェクト」では⽊製ス
トローの専⾨家が起⽤され、6 年⽣の「ものづくりから SDGs を考える」という活動では三菱重⼯やみな
とみらい２１熱供給などの専⾨家が起⽤されて、各学年の発達段階と教育意図に応じた活動が⾏われてい
た（2019 年度の MM 本町⼩学校『ESD BOOK』を参照）。 

その意義を⼗分に活かすためには、利⽤者が柔軟かつ批判的な思考を持ち続けることと、ひ
とりひとりの柔軟で批判的な思考を、安⼼して開⽰し、ぶつけ合える組織⽂化が守られてい
ることが重要である。 

 
②LM 作成上の難しさ 

 次に LM 作成上の難しさについては、LM の上位理念から下位の活動へのブレイクダウ
ンに関する問題と、評価アンケートに関する問題が指摘されていた。これらの指摘は、LM
を活⽤しているからこそ直⾯する課題であり、⼤変⽰唆に富むコメントであった。 
 
LM ブレイクダウンの難しさ➡「指針」による柔軟な適用 

まず前提として、MM 本町⼩学校の場合、「学校全体」の取り組みを LM で俯瞰しようと
する、壮⼤な試みに挑戦しているという点を指摘しておきたい。⼀般的な LM は、個別の政
策やプロジェクトに適⽤されることが多いので、MM 本町⼩学校の取り組みは⾮常に野⼼
的な挑戦であるとも⾔えよう。ゆえに、上位の⽬的から下位の活動までの距離が遠く、上位
の⽬的を念頭に置きながらより具体的な教育活動へとブレイクダウンしていくには、途中
でブレない論理的⼀貫性が要求される。いわば、LM の⻑距離⾛を⾛りぬくだけの知的体⼒
が必要となるのである。しかしながら、逆に⾔えば、そのような過程を⼗分に経ていない教
育活動が、上位の⽬的と乖離したところで⾏われてしまいがちであること、そして、それゆ
えに上位の⽬的が時間の経過とともに形骸化してしまいがちであることが、腑に落ちるの
ではないだろうか。逆説的ではあるが、この困難を感じ続けているということこそが、思考
停⽌していないことの証左であるともいえる。 

 LM 作成上の技術的な点で筆者が感銘を受けたのは、MM 本町⼩学校の LM には「指
針」という、⼀般的な LM には存在しない項⽬が設定されていることである。特に⼩学校の
場合、1 年⽣と 6 年⽣の間には発達段階に⼤きな違いがあり、「直接⽬的」を「活動」にブ
レイクダウンする際に、学年によって活動の内容や難易度が⼤きく異なり得る。その⾃由度
を不⽤意に制限することがないよう、「指針」によって、それぞれのレベルの教育活動にお
ける留意点が⽰されている。ここに⽰されている「指針」は、アウトカムにみられる⼤局的
な⽅向性ではなく、直接的に活動に活かされるべき、より技術的な⽅向性を⽰している。例
えば、資料 I の LM にある「直接アウトカム 01：⼦どもたちが、社会（まち・ひと）から
課題を⾒出し、解決に向かって試⾏錯誤しながら活動を進め、⾃分たちの成⻑を感じている」
に含まれる「0102：具体的な解決⽅法を試しながら、粘り強く追究している」のなかには、
「010203：専⾨家に出会い、アドバイスをもらいながら活動を進める」という「指針」が⽰
されている。どのような専⾨家と⼦どもたちを引き合わせるのか、また、どの程度のレベル
の専⾨性を持ったアドバイスをお願いするのか、といった詳細は、⼦どもたちの発達段階に
よって⼤きく異なることが予想されるが、「専⾨家という外部リソースから知識と刺激をも
らいながら、⼦どもたちが試⾏錯誤を繰り返して粘り強く学習に取り組むための機会を創
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いだろうとの筆者の予想を⼤きく裏切って、創造的な進展を遂げることに成功した MM 本
町⼩学校の⼩正和彦校⻑をはじめ、先⽣⽅のしなやかなご尽⼒に、まず何よりも敬意を表し
たい。 

今年度の MM 本町⼩学校の進展を概観すると、その取り組みの多くが、新学習指導要領
で求められていることと合致していることに気付かされる。例えば、⼩学校学習指導要領解
説（総則編）第 3 章第 1 節「４．カリキュラム・マネジメントの充実」には、以下のような
記述がみられる（p.40：下線部筆者）。 

 
⾃校の教育課程の編成，実施，評価及び改善に関する課題がどこにあるのかを明確にして教職員
間で共有し改善を⾏う①ことにより学校教育の質の向上を図り，カリキュラム・マネジメントの
充実に努めることが求められる。（中略）各学校においては，各種調査結果やデータ等に基づき，
児童の姿や学校及び地域の現状を定期的に把握②したり，保護者や地域住⺠の意向等を的確に把
握した上で，学校の教育⽬標など教育課程の編成の基本となる事項を定めていくことが求められ
る。（中略）組織的かつ計画的に取組を進めるためには，教育課程の編成を含めたカリキュラム・
マネジメントに関わる取組を，学校の組織全体の中に明確に位置付け，具体的な組織や⽇程を決
定していくことが重要③となる。（中略）教育課程の編成の基本となる学校の経営⽅針や教育⽬標
を明確にし，家庭や地域とも共有④していくことが求められる。 

 
 下線部①については、ESD ロジックモデルによって、「明確化」と「共有」と「改善」の
サイクルが循環していることを、本稿において確認した通りである。②については、評価ア
ンケートによって定期的な現状把握がなされているのみならず、本稿で紹介したように、エ
ビデンスに基づく改善活動が⾏われており、指導要領が⽬指すところを超えた領域にまで
踏み込んでいる。③については、上述の「しなやか部会」などの「具体的な組織」が学校組
織の中に位置づけられ、年間計画のもと、定期的な活動を実施している。そして④に関して
は、ESD ロジックモデルや『ESD BOOK feat.MM』の配布・公開によって既に「共有」が
進められているところである。 

開校から 3 年が経ち、みなとみらい本町⼩学校の先⽣⽅のあいだに、「評価的思考
（evaluative thinking）」が定着しつつあるように⾒受けられる。評価的思考とは、「知的好
奇⼼とエビデンスの価値に対する信頼に動機付けられた批判的思考」のことであり、この思
考は、「仮説を明らかにし、思慮深い疑問を投げかけ、省察と他者視点の取り込みによって
より深い理解を追究し、⾏動に向けて準備することを決意する」ものであると定義されてい
る（Buckley et al. 2015）。まさにこのような思考が先⽣⽅の間で共有されていることと、こ
のような思考から⽣まれる議論・提案・⾏動を肯定的に受け⼊れる組織⽂化およびリーダー
シップが存在しているということが、みなとみらい本町⼩学校を、コロナ禍に負けないレジ
リエントな学校にしている。 

今後は、みなとみらい本町⼩学校のロールモデルを⼀般化することも視野に⼊れて、本調
査研究を継続することにより、⽇本の ESD の発展に寄与する「横浜モデル」が形成されて
いくことが期待される。 

評価を⾏うためには、多様な側⾯から価値判断を⾏う必要がある。例えば、MM 本町⼩学
校では、数値的なデータのみにとどまらず、記述的なテキストデータも分析の対象としてテ
キストマイニングも併⽤している。さらにより重要なことは、アンケート調査の結果を、本
節（２）で⾒たように、先⽣⽅が議論の材料としている点である。この議論の過程で、実は
多くの追加情報が付加され（e.g.先⽣⽅の経験・実感・⾒とりによる情報）、より包括的な評
価判断が⾏われ、そこから改善の⽅向性が⽣まれている。アンケート調査から明らかになる
情報を議論のきっかけとして活⽤しながらも、以下のコメントに⽰されているような姿勢
で、評価・改善に向き合うことが⼤切である。 
 

社会情緒的スキルである「思いやり」などの項⽬は、なかなか数値化しにくい部分ですし、学校
として評価をすべきではないかもしれませんが、⼈を育てていく上でとても⼤切なことなので、
どのようにして教育的活動に⼊れていくのがよいか考えていきたいです。 

 
③現実の活用への難しさ 

活用への壁➡まずは問題・課題を掘り起こすためのツールとして 
 重点研などの研究会の場では真剣に議論を⾏っていても、それが現実の問題解決につな
がっているのか、⽇々の教育活動に活かされているのか、と問われれば⼼許ない…というコ
メントは、⾮常に誠実なコメントであると⾔えるだろう。プログラム評価やそれに基づくＬ
Ｍは、上位の⼤きな⽬的を達成するための道のりを可視化・意識化するための思考ツールだ
が、それ⾃体が問題の答えを出してくれるものではない。また、LM 上の「活動」によって
は、⽇々の教育活動にすぐさま移せるようなものばかりではないかも知れない。「アウトカ
ムは分かるけれど、それに連なる活動が⽇々の教育活動に移しにくいものばかりだ」という
場合は、その活動のレベルを、より実施可能なレベルに練り直す必要があるかも知れない。
「指針や活動を意識して取り組んでいるが、なかなか問題解決や状況改善に⾄らない」とい
う場合は、上位のアウトカムの⼿段として、その指針や活動が適切でない可能性もある。い
ずれの場合も、常に批判的に LM を検討し続けることで、潜在的な問題や課題が掘り起こ
される可能性が⾼まる。意識されない問題は永遠に解決されることはない。すぐに問題解決
に⾄らなくても、問題や課題を放置せず、意識化・可視化しておくことに、そして、その問
題・課題へのアプローチを具体化しておくことに、⼀定の意義があるのではないだろうか。 
 
３．今後の展望――不確実時代のレジリエントな学校へ 

 本報告書では、昨年度の報告書の続編として、MM 本町⼩学校の ESD スクール・マネジ
メントがどのように進展してきたかを報告した。特に、単年度で完結する事業との重要な違
いとして、MM 本町⼩学校が、PDCA ⼆巡⽬への接続の壁をどのように乗り越えたのか、
また⼆巡⽬を迎えたからこそ⾒えてきた問題点や課題はどこにあるのか、といった点に注
⽬して報告をまとめた。コロナ禍で学校現場が混乱を極める中、今年度の停滞はやむを得な

65



いだろうとの筆者の予想を⼤きく裏切って、創造的な進展を遂げることに成功した MM 本
町⼩学校の⼩正和彦校⻑をはじめ、先⽣⽅のしなやかなご尽⼒に、まず何よりも敬意を表し
たい。 

今年度の MM 本町⼩学校の進展を概観すると、その取り組みの多くが、新学習指導要領
で求められていることと合致していることに気付かされる。例えば、⼩学校学習指導要領解
説（総則編）第 3 章第 1 節「４．カリキュラム・マネジメントの充実」には、以下のような
記述がみられる（p.40：下線部筆者）。 

 
⾃校の教育課程の編成，実施，評価及び改善に関する課題がどこにあるのかを明確にして教職員
間で共有し改善を⾏う①ことにより学校教育の質の向上を図り，カリキュラム・マネジメントの
充実に努めることが求められる。（中略）各学校においては，各種調査結果やデータ等に基づき，
児童の姿や学校及び地域の現状を定期的に把握②したり，保護者や地域住⺠の意向等を的確に把
握した上で，学校の教育⽬標など教育課程の編成の基本となる事項を定めていくことが求められ
る。（中略）組織的かつ計画的に取組を進めるためには，教育課程の編成を含めたカリキュラム・
マネジメントに関わる取組を，学校の組織全体の中に明確に位置付け，具体的な組織や⽇程を決
定していくことが重要③となる。（中略）教育課程の編成の基本となる学校の経営⽅針や教育⽬標
を明確にし，家庭や地域とも共有④していくことが求められる。 

 
 下線部①については、ESD ロジックモデルによって、「明確化」と「共有」と「改善」の
サイクルが循環していることを、本稿において確認した通りである。②については、評価ア
ンケートによって定期的な現状把握がなされているのみならず、本稿で紹介したように、エ
ビデンスに基づく改善活動が⾏われており、指導要領が⽬指すところを超えた領域にまで
踏み込んでいる。③については、上述の「しなやか部会」などの「具体的な組織」が学校組
織の中に位置づけられ、年間計画のもと、定期的な活動を実施している。そして④に関して
は、ESD ロジックモデルや『ESD BOOK feat.MM』の配布・公開によって既に「共有」が
進められているところである。 

開校から 3 年が経ち、みなとみらい本町⼩学校の先⽣⽅のあいだに、「評価的思考
（evaluative thinking）」が定着しつつあるように⾒受けられる。評価的思考とは、「知的好
奇⼼とエビデンスの価値に対する信頼に動機付けられた批判的思考」のことであり、この思
考は、「仮説を明らかにし、思慮深い疑問を投げかけ、省察と他者視点の取り込みによって
より深い理解を追究し、⾏動に向けて準備することを決意する」ものであると定義されてい
る（Buckley et al. 2015）。まさにこのような思考が先⽣⽅の間で共有されていることと、こ
のような思考から⽣まれる議論・提案・⾏動を肯定的に受け⼊れる組織⽂化およびリーダー
シップが存在しているということが、みなとみらい本町⼩学校を、コロナ禍に負けないレジ
リエントな学校にしている。 

今後は、みなとみらい本町⼩学校のロールモデルを⼀般化することも視野に⼊れて、本調
査研究を継続することにより、⽇本の ESD の発展に寄与する「横浜モデル」が形成されて
いくことが期待される。 

評価を⾏うためには、多様な側⾯から価値判断を⾏う必要がある。例えば、MM 本町⼩学
校では、数値的なデータのみにとどまらず、記述的なテキストデータも分析の対象としてテ
キストマイニングも併⽤している。さらにより重要なことは、アンケート調査の結果を、本
節（２）で⾒たように、先⽣⽅が議論の材料としている点である。この議論の過程で、実は
多くの追加情報が付加され（e.g.先⽣⽅の経験・実感・⾒とりによる情報）、より包括的な評
価判断が⾏われ、そこから改善の⽅向性が⽣まれている。アンケート調査から明らかになる
情報を議論のきっかけとして活⽤しながらも、以下のコメントに⽰されているような姿勢
で、評価・改善に向き合うことが⼤切である。 
 

社会情緒的スキルである「思いやり」などの項⽬は、なかなか数値化しにくい部分ですし、学校
として評価をすべきではないかもしれませんが、⼈を育てていく上でとても⼤切なことなので、
どのようにして教育的活動に⼊れていくのがよいか考えていきたいです。 

 
③現実の活用への難しさ 

活用への壁➡まずは問題・課題を掘り起こすためのツールとして 
 重点研などの研究会の場では真剣に議論を⾏っていても、それが現実の問題解決につな
がっているのか、⽇々の教育活動に活かされているのか、と問われれば⼼許ない…というコ
メントは、⾮常に誠実なコメントであると⾔えるだろう。プログラム評価やそれに基づくＬ
Ｍは、上位の⼤きな⽬的を達成するための道のりを可視化・意識化するための思考ツールだ
が、それ⾃体が問題の答えを出してくれるものではない。また、LM 上の「活動」によって
は、⽇々の教育活動にすぐさま移せるようなものばかりではないかも知れない。「アウトカ
ムは分かるけれど、それに連なる活動が⽇々の教育活動に移しにくいものばかりだ」という
場合は、その活動のレベルを、より実施可能なレベルに練り直す必要があるかも知れない。
「指針や活動を意識して取り組んでいるが、なかなか問題解決や状況改善に⾄らない」とい
う場合は、上位のアウトカムの⼿段として、その指針や活動が適切でない可能性もある。い
ずれの場合も、常に批判的に LM を検討し続けることで、潜在的な問題や課題が掘り起こ
される可能性が⾼まる。意識されない問題は永遠に解決されることはない。すぐに問題解決
に⾄らなくても、問題や課題を放置せず、意識化・可視化しておくことに、そして、その問
題・課題へのアプローチを具体化しておくことに、⼀定の意義があるのではないだろうか。 
 
３．今後の展望――不確実時代のレジリエントな学校へ 

 本報告書では、昨年度の報告書の続編として、MM 本町⼩学校の ESD スクール・マネジ
メントがどのように進展してきたかを報告した。特に、単年度で完結する事業との重要な違
いとして、MM 本町⼩学校が、PDCA ⼆巡⽬への接続の壁をどのように乗り越えたのか、
また⼆巡⽬を迎えたからこそ⾒えてきた問題点や課題はどこにあるのか、といった点に注
⽬して報告をまとめた。コロナ禍で学校現場が混乱を極める中、今年度の停滞はやむを得な

66
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資料 II-a. アンケート調査票（低学年用） 
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資料 II-b. アンケート調査票（中・高学年用） 
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５
とても

そう思う

4
 そう思う

3
どちらとも
言えない

2
そう思わな

い

1
全く

そう思わな
い

直接アウトカム02
子どもたちが、多様な他者とコミュニケーションをはかり、活動の価値に気付いている。

問７

自分の考えの根拠や理由をそえて、考えを伝えることができまし
たか。

0201相手意識をもって話したり共感的に聞いたりして、互いのよさに気付いている。
（根拠や理由を示しながら、説得力ある話し方で自分の考えを発表する。）

問８

友達の意見を受け入れたり、一緒に考えたりして、学習に取り組
みましたか。

0201相手意識をもって話したり共感的に聞いたりして、互いのよさに気付いている。
（ホワイトボード等を活用して、より多数の考えを取り入れた話合いをする。）

問９

学年や立場にかかわらず、互いのよさに気付いて学び合うことが
できましたか。

0201相手意識をもって話したり共感的に聞いたりして、互いのよさに気付いている。
0202年齢や考えが自分と異なる他者と協働している。

問10

家や地域の人に、自分たちの活動へ協力（参加）してもらえてい
ますか。

0203地域・保護者と協働している。

問11

自分たちの活動が、まちの人や社会の役に立っていると思います
か。

0204地域社会の課題を理解し、よりよい未来の在り方を考えている。
（保護者・地域への発表や交流を通して、自分たちの活動が社会の役に立っていることが
わかる。）

問12

地域の行事やイベントに進んで参加し、ESDの取組を発信したり
行動したりできましたか。

0204地域社会の課題を理解し、よりよい未来の在り方を考えている。
（地域の行事やイベントに進んで参加し、ESDの取組を発信したり行動したりする。）

直接02子どもたちが、多様な他者とコミュニケーションをはかり、活動の価値に気付いてい
る。

どんなよさがあると思いますか（自由に書いてください）

問13

友達や学年のちがう人と一緒に活動することに、よさを感じてい
ますか。

 

 
 

第３章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関する 
質問紙調査の結果（速報） 
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とりわけ、ESD 推進校において「ホールスクールアプローチ（機関包括方アプローチ）」

による ESD の取り組みが積極的に進められており、そのことが小中の各学校段階に共通し

て、児童・生徒の知識・態度・行動の全てに対してポジティブな影響を及ぼしていることが、

今回の調査結果から明らかになった。また小学校では ESD/SDGs 関連の取り組みも児童の

知識や態度にプラスの影響を与えている。このように、ESD 推進校における学びの体験が

一定の成果を上げており、持続可能な社会の実現に貢献するような方向に向かっていると

考えられる。 
 一方、汎用的能力の育成や世界的課題についての知識の伝達といった教師の教育実践が

必ずしも児童生徒の知識、態度、行動に結びついているとは言えない可能性も示唆された。

その原因として、地球規模課題として挙げられる諸問題が、この年代の子どもたちにとって

は馴染みが薄く難度の高いものであることに、まずは留意する必要がある。とりわけ「知識」

に関しては、児童・生徒に地球規模課題についてどのくらい知っているかを問いた「意識」

の結果であって、実際の「知識」の多寡を検証しているわけではないことにも注意を払う必

要がある。すなわち、子どもたちの学びが深まるなかで、世の中には難しい問題がたくさん

あることを理解し、自分はまだ知らないことが多いということを謙虚に受け容れる意識が

働いている、といった可能性についても、今後さらに検証していくことが欠かせない。 
 なお、知識を得た場所に関する回答で、「学校の授業や活動」を挙げる児童・生徒が多か

ったが、これは私たちの研究チームが東京都で実施した同様の調査と比較して、明らかに横

浜市の ESD 推進校の特徴であると言える。このことは、ESD 推進校での取り組みが、子ど

もたちにとって重要な学びの機会となっていることを示唆している。 
 
教教師師のの知知識識・・態態度度・・行行動動  
 教師の知識・態度・行動に関する回答を見てみると、ESD に取り組むなかで対話や多様

性の尊重などは身につけているが、グローバルな課題についての関心や具体的な教授法・指

導方法の理解は未だ不十分であると感じていることがわかる。とくに、コミュニケーション

能力など汎用的能力の育成や公平性や共感といった価値観の醸成には力を入れて取り組ん

でいるが、世界的課題に関する知識の伝達には必ずしも十分に取り組んでいないと考えて

いることが見て取れる。このことは、日常の文脈に関連づけることがより容易な知識や活動

に関しては、積極的に教育実践のなかに取り入れているものの、日常との関連が薄い地球規

模課題に関しては、必ずしも十分に取り入れることができていない様子からも推測できる。 
また、環境・経済・社会の相互関連性や、自分自身の知識や行動とそれらの関連性への理

解が十分ではないと感じていることがわかる。このことは、個別具体のトピックに関しては

一定の理解をしたうえで学習や活動のなかに取り入れているが、それらをより俯瞰的な視

点から関連性を明らかにしたうえで、教科や領域を横断しながら繋げるといったことが、未

だ十分にできてはいないと解釈できる。したがって、まさに ESD の特色である「つなげて、

ひろげる」といった取り組みを、今後さらに積極的に行っていくために、教師の「グローバ

持続可能な開発のための教育（ESD）に関する質問紙調査の結果（速報） 
 

北村友人、佐々木織恵、八木恵里子 
（東京大学大学院教育学研究科） 

 
 2020 年 10 月に横浜市の ESD 推進校を対象として、児童・生徒と教師の「ESD に対す

る知識・態度・行動」に関する質問紙調査を実施した。本調査は、「持続可能な開発」の概

念を構成する環境・経済・社会の 3 領域を踏まえて、地球規模課題として広く認識されてい

る諸問題に関して児童・生徒や教師がどのような知識を有しており、それらの問題に対応す

るためにいかなる態度や行動をとっているのかという実態を把握し、今後の課題を明らか

にすることを目的として行った。その際、知識については地球環境や国際社会に対する認知

度、態度や行動に関しては日常的な学習場面や生活場面において、どのような態度・行動を

とっているかについて尋ねた。 
調査の概要は、以下の通りである。なお、この調査結果に関して、本稿はあくまでも 2021

年 1 月末時点における速報であり、今後、詳細な分析を行った論考を横浜市教育委員会な

らびに ESD 推進校に提出するとともに、学術誌等に研究成果として発信していく予定であ

る。 
調査概要 

調査時期  2020 年 10 月~11 月 

調査方法  質問紙調査 

調査対象  令和 2 年度横浜市 ESD 推進校 22 校（小学校 15 校、中学校 7 校） 

 児童・生徒：2,631 人（小 5：1,358 人、中 1・中 2：1,273 人） 

 教師：683 人（小学校 450 人、中学校 233 人） 

回答数と回答率  令和 2 年度横浜市 ESD 推進校 21 校（小学校 15 校、中学校 6 校） 

 児童・生徒：2365 人、89.9％（小 5：1,268 人、中 1・中 2：1,097 人） 

 教師：378 人、55.3％（小学校 275 人、中学校 103 人） 

 
 
児児童童・・生生徒徒のの知知識識・・態態度度・・行行動動  
 児童・生徒の知識・態度・行動に関する質問への回答を見ると、態度や行動の面では平等

性や多様な価値観を重視し、環境保全に積極的に取り組み、多様性に開かれた行動を取る傾

向が見られた。その一方、知識に関しては格差や不平等に関する知識は身に着けているが、

環境・経済・社会の相互関連性や自分自身の行動とそれらの関連性について十分に理解をし

ているわけではないと感じていることが見て取れた。学校ででも、校内での環境保全に関わ

る取り組みには積極的に取り組んでいるが、地球規模課題についての授業では受動的な態

度である可能性が示唆された。 
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また、推進校においては ESD の実践を進めるにあたって、日常的な文脈のなかで子ども

たちが理解しやすく、取り組みやすいことを中心に据えている様子も伺えた。子どもたちの

発達段階に合わせて、まずは身近な問題を理解するとともに、より複雑な問題に対応してい

くための汎用的な能力を身につけることを重視する取り組みを高く評価したい。そのうえ

で、そうした取り組みが児童・生徒の知識・態度・行動に結びつくためには、今後も領域横

断・教科横断的な学びの機会を積極的に創出し、さらには、子どもたちの日常的な文脈から

は距離のある地球規模課題についても「自分事」として捉えられるように促していくことが

必要であろう。 
 

謝謝辞辞  
 本調査の実施にあたっては、横浜市教育委員会ならびに横浜市 ESD 推進校の関係者の皆

さまに、多大なご支援とご協力を賜りました。また、調査の過程を通して佐藤真久・東京都

市大学教授のご支援をいただくと共に、質問紙の作成やデータの分析にあたっては米原あ

き・東洋大学教授のご協力をいただきました。これらの皆さまに、深甚なる謝意を表します。 

ル課題に関する関心や理解」を高めていくことの必要性を指摘しておきたい。 
 さらに、ESD に関する研修をより多く受けている教師ほど、ESD を実践するための知識

や教授法について必ずしも十分な理解をできていないと感じていることがわかる。これは、

さらなる分析が必要ではあるが、考えられる解釈としては、これまで自分が知らなかった教

授法について学べば学ぶほど、自らに足りないものに気づいた結果であると推察される。こ

れは、研修が教師たちにとって新たな教授法を学ぶことへの動機づけを高める効果を上げ

ている可能性を指摘しておきたい。今後はトピックベースの研修から、身につけさせたい教

師の資質能力の全体像に基づいた体系的な研修への転換も必要であろう。 
 
校校種種別別・・担担当当教教科科別別のの傾傾向向  
 以下に、小学校と中学校との間で見られた傾向の違い、ならびに、担当教科別に見られた

傾向の違いについて、気づいた点を挙げておく。 
 

• 「紛争と平和・人権」「貧困や不平等」「情報リテラシー」といったテーマに関する

学習は、小学校より中学校の方でより積極的に取り上げられている。他方、「SDGs
に関する行動変容」「学校内での環境配慮の取り組み」「地域や保護者との協力」に

ついては、中学校より小学校の方がより積極的に取り組んでいる傾向が見られる。 
• 「教科横断／統合型学習」「個別指導」「体験/校外学習」「外国語を使用した学習」の

いずれも、小学校の教師の方が中学校の教師よりも力を入れて取り組む傾向が見ら

れる。 
• 学校全体としての ESD や SDGs に関する取り組みについては、ほとんどすべての

項目で小学校の方が中学校よりも積極的に取り組んでいる傾向が見られた。 
•  文系科目（国語・社会・英語）の教師の方が、理系科目（数学・理科）の教師よ

りも、貧困問題、食糧問題、労働問題、相互依存、多様性の尊重、平和、民主主義、

格差といった今日の社会的課題に関して、教育実践のなかで取り上げるうえでの知

識を持っていると認識する傾向が見られた。 
• 文系科目の教師の方が、紛争・平和・人権の問題、多様性に開かれた態度、地球規

模の課題の解決、固定観念にとらわれない思考の育成に、より積極的に取り組んで

いる傾向が見られる。 
• 文系科目の教師の方が、児童・生徒主導型の学習や活動、外国語を使用した学習、

発表の機会の提供に、より積極的に取り組む傾向が見られる。 
 
 本稿で概説したことは、本調査の結果に関する速報であり、今後さらに詳細な分析を行っ

ていくことが欠かせない。とはいえ、この速報をまとめるだけでも、横浜市の ESD 推進校

において積極的に取り組まれている ESD のポジティブな影響が、子どもたちの態度や行動

に現れていると理解できる。 
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ル課題に関する関心や理解」を高めていくことの必要性を指摘しておきたい。 
 さらに、ESD に関する研修をより多く受けている教師ほど、ESD を実践するための知識

や教授法について必ずしも十分な理解をできていないと感じていることがわかる。これは、

さらなる分析が必要ではあるが、考えられる解釈としては、これまで自分が知らなかった教

授法について学べば学ぶほど、自らに足りないものに気づいた結果であると推察される。こ

れは、研修が教師たちにとって新たな教授法を学ぶことへの動機づけを高める効果を上げ

ている可能性を指摘しておきたい。今後はトピックベースの研修から、身につけさせたい教

師の資質能力の全体像に基づいた体系的な研修への転換も必要であろう。 
 
校校種種別別・・担担当当教教科科別別のの傾傾向向  
 以下に、小学校と中学校との間で見られた傾向の違い、ならびに、担当教科別に見られた

傾向の違いについて、気づいた点を挙げておく。 
 

• 「紛争と平和・人権」「貧困や不平等」「情報リテラシー」といったテーマに関する

学習は、小学校より中学校の方でより積極的に取り上げられている。他方、「SDGs
に関する行動変容」「学校内での環境配慮の取り組み」「地域や保護者との協力」に

ついては、中学校より小学校の方がより積極的に取り組んでいる傾向が見られる。 
• 「教科横断／統合型学習」「個別指導」「体験/校外学習」「外国語を使用した学習」の

いずれも、小学校の教師の方が中学校の教師よりも力を入れて取り組む傾向が見ら

れる。 
• 学校全体としての ESD や SDGs に関する取り組みについては、ほとんどすべての

項目で小学校の方が中学校よりも積極的に取り組んでいる傾向が見られた。 
•  文系科目（国語・社会・英語）の教師の方が、理系科目（数学・理科）の教師よ

りも、貧困問題、食糧問題、労働問題、相互依存、多様性の尊重、平和、民主主義、

格差といった今日の社会的課題に関して、教育実践のなかで取り上げるうえでの知

識を持っていると認識する傾向が見られた。 
• 文系科目の教師の方が、紛争・平和・人権の問題、多様性に開かれた態度、地球規

模の課題の解決、固定観念にとらわれない思考の育成に、より積極的に取り組んで

いる傾向が見られる。 
• 文系科目の教師の方が、児童・生徒主導型の学習や活動、外国語を使用した学習、

発表の機会の提供に、より積極的に取り組む傾向が見られる。 
 
 本稿で概説したことは、本調査の結果に関する速報であり、今後さらに詳細な分析を行っ

ていくことが欠かせない。とはいえ、この速報をまとめるだけでも、横浜市の ESD 推進校

において積極的に取り組まれている ESD のポジティブな影響が、子どもたちの態度や行動

に現れていると理解できる。 
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本年度の横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアムの取組 
（教育委員会としてのＥＳＤ推進） 



横浜市 ESD 推進コンソーシアム交流報告会 

 

日時：児童・生徒の部 2021 年 1 月 26 日（火）・28 日（木），２月３日（水）・４日（木）・５日（金） 

教職員の部  2021 年 1 月 30 日（土） 13 時～16 時 

会場：オンライン開催（発表、講演者は市庁舎 18 階共用会議室みなと６・７） 

 

〇 はじめに 

今年度は、COVID-19 感染拡大防止のため、初めてオンラインで実施した。児童・生徒の部は、小学

校は第５校時（５日間）に、中学校（１日）は放課後に３～５校が集まって実施した。参加は任意（環

境教育実践推進校含む）とし、事前に撮影した動画での開催も採用した。 

 

Ⅰ 児童・生徒の部（１月 26 日～２月５日）  

各回、動画発表校を含めて３校に分かれて、「発表、質問・感想交流」を行った。率直な質問や意見

のやり取りをする中で、自分たちの活動を見直し、新たな課題を発見したり、これからの活動の方向

性を考えたりすることに繋げることができた。 

  

 

 

 

 

 

 【各回の参加校と発表テーマ】 

日 時 学校名 発表テーマ 

１月 26 日（火） 

13 時 30 分～14 時 20 分 

港南台第三小・東高 

動画発表 

相沢小学校①② 6-1 6-2「あいざわのまち SDGs 宣言」 

矢向小学校 「い草の魅力を通して、まちの方々を笑顔にしよう」 

幸ケ谷小学校① 5-3「地球のみんなにやさしい生活づくり」 

中尾小学校① 5-2「水産業の未来の資源を守る～自分たちにできること～」 

１月 26 日（火） 

16 時～16 時 30 分 

市ケ尾中学校 「With コロナ～新たな可能性」 

中川西中学校 「SDGs に対する意識向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 

中和田中学校 「学校保健委員会（ｴｺﾊﾞｯｸﾞ作製）」「中庭再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 

１月 28 日（木） 

13 時 30 分～14 時 20 分 

東高動画発表 

荏田西小学校 「委員会活動の紹介、服のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの取組について」 

三保小学校①② 6-3「『我がまちふるさと三保』から行動しよう」 

6-4「世界の課題に立ち向かえ『我がまちふるさと三保へ』」 

２月３日（水） 

13 時 30 分～14 時 20 分 

東高動画発表 

恩田小学校 「竹公房～いやしの空間を創ろう」 

南本宿小学校 「水田活動と SDGs」 

幸ケ谷小学校② 5-4「他人事にしない地球温暖化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 

中尾小学校② ４年「マイクロプラスチックを減らして未来を変えよう」 

２月４日（木） 

13 時 30 分～14 時 20 分 

東高動画発表 

三保小学校③ 6-2「伝えよう 残そう 三保の魅力」 

羽沢小学校 「はざわ知名度爆上げ大作戦！」 

幸ケ谷小学校③ 

   〃     ④ 

5-1「コロナ不安をなくし、みんなが『しあわせ』になれる世界にしよう」 

5-2「未来につなげる すごしやすいまち」 

2020 年度の横浜市の 
ＳＤＧＳ達成の担い手育成（ＥＳＤ） 

推進の発信・交流の場 
------------------------------ 

横浜市 ESD 
推進コンソーシアム 

交流報告会 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンライン（Ｚｏｏｍ） 
で実施します。なお、今年度は児童生徒の交流報告会は公開しません。 

2021年１月 30日（土）13︓00～16︓00（当日は 12︓30から入室できます。） 
▶講演
・ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）とロジックモデルを用いたプログラム評価の実際

東洋大学教授 米原 あき 氏 
・国連大学研究による ESD/GCED調査結果から見えてきたこと

東京大学准教授 北村 友人 氏 
▶実践報告とグループ協議
・横浜市立ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校の実践報告とグループ協議

ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校教職員 
▶総評
・各校の実践報告を受けての総括とこれからの社会に求められること

東京都市大学教授 佐藤 真久 氏 

下の二次元コード・URLからアクセスをして申し込みをしてください。Ｚｏｏｍ ミーティング ID・パスワードをお送りします。 
  申し込み期日 2021年１月 25日（月） 参加人数に上限があるため、期日前に申し込みを終了することもあります。 
申し込みＵＲＬ 

https://www.e-shinsei.city.yokohama.lg.jp/yokohama/uketsuke/dform.do?id=1610414009896 

主催  横浜市教育委員会 
お問合せ 小中学校企画課 045-671-3265 
E-mail  ky-esd@city.yokohama.jp 本事業は文部科学省のＳＤＧｓ達成の担い手育成

（ＥＳＤ）推進事業として行われています。 
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この調査は、ＥＳＤの取組の成果と今後の課題を明らかにするために実施しており、横浜市の児

童生徒およそ 2300 人、教員およそ 370 人の回答をもとに現在分析をしている。主な調査項目は、

環境・社会・経済の諸問題に関する知識・態度・行動に関する意識や実態などである。 

詳細の分析はこれからであるが、「日本や世界の問題を知った場所」の設問で、学校の授業や活動

で知った割合が高いなど、ＥＳＤ推進校の取組の成果が、児童・生徒の知識・態度・行動という側

面や教員の意識や取組に現れている。また、ＥＳＤにホールスクールでの取組は、小中学校におい

てとても有効であることが分かってきている。 

一方で、環境・経済・社会の相互関連性や自分自身の行動とそれらの関連性への理解が低いこと

や、具体的な課題への態度に結びついていない可能性があること、グローバルな課題についての関

心・理解が十分ではないといったことが課題として考えられ、今後の充実が期待される。 

 

２ 実践報告 

（１）みなとみらい本町小学校教諭 赤岡 鉄矢 

４年生の活動「木のストロー プロジェクト」において、

川の水の調査やごみの分析といった、プラスチック製品に

関する調査をきっかけに、協働による木のストローの広報

活動に取り組んだ。協働することで社会の見方が変わり、

ＳＤＧｓのターゲットをより身近に感じて、大きな課題を

自分のこととして考えられるようになった。アンケートの

設問「家や地域の人に、自分たちの活動へ協力（参加）し

てもらえていますか」では、事前事後で肯定的な回答の割合が大きくなっており、児童が、多様な

他者とコミュニケーションをはかり、活動の価値に気付くことができてきている。 
 

（２）三保小学校教諭 横田 和之 

本校では、ＥＳＤにおいて育成を目指す「構成

概念」と「能力・態度」を学年別に重点化し、カ

リキュラム・デザインに取り組んでいる。例え

ば、４年生は「相互性」と「多面的、総合的に考

える力」としている。その結果、１年間という期

間で児童の変容を捉えることができた。「安心」

と「安全」の２つの視点をもって町の調査を行い、課題を設定して、解決方法を考えた。解決の取

組では、思考ツールを積極的に取り入れて思考を可視化し、つながりや関係性に目を向けられるよ

うにした。活動を通して、三保のまちを大切にする気持ちへの気付きを得て、森林伐採といった問

題を自分ごととして捉え、他者に訴えようと行動しようとする態度が高まった。 
 

（３）市ケ尾中学校教諭 安藤 大奈 

「市中から世界を変えよう」を合言葉に活動に取り組み、委員会の活動にＳＤＧｓ17 の目標を位

日 時 学校名 発表テーマ 

中尾小学校③ 5-1「私が伝えたいこと～資料が教えてくれる SDGs～」 

みなとみらい本町小 「自然大好き３年生」 

２月５日（金） 

13 時 30 分～14 時 20 分 

港南台第三小・東高 

動画発表 

永田台小学校 「この木なんの木気になる木～４の１樹木で輪和笑～ 

三保小学校④ 6-1「考えよう 世界の課題 見つけよう 三保の魅力」 

大門小学校①② 3-1「みりょく発信！瀬谷観光パンフレット」 

4-3「バイオプロジェクト」 

神奈川小学校 総合「浦島太郎について調べよう」 

 

Ⅱ 教職員の部（１月 30 日） 

77 人から参加申込みがあった。講演と実践報告、グループ協議、総括の構成で実施した。 

 

 

 

 

 

 

１ 講演 

（１）「SDGs 達成の担い手育成（ESD）とロジックモデルを用いたプログラム評価の実際」 

東洋大学教授 米原 あき ／ みなとみらい本町小学校 主幹教諭 高原 洋介 

みなとみらい本町小学校は、ＥＳＤで目指す資質・能力を取り入れた「学校教育目標」として、

【「みな」と「みらい」を創る子】を設定している。そして、協働型プログラム評価により、計画段

階から全体を捉え、「学校教育目標」の実現を目指してあらゆる活動を具体化している。さらに、Ｅ

ＳＤロジックモデルに具体化した活動の指標を設定して、成果の可視化に取り組んでいる。 

日々の教育活動は、「学校教育目標」と紐づいた「中間アウトカム」の実現を目指して取り組んで

おり、ＥＳＤの概念を可視化したことで職員間の共通理解が進み、地域や保護者にロジックモデル

を周知したことで協力体制も整い、活動にＥＳＤの視点を取り入れることが日常化してきている。

今年度の取組においても、アンケートの分析の結果、探求的な学びの定着やたてわり活動のよさに

気付きがみられている。 

 

（２）国連大学研究による ESD/GCED 調査結果から見えてきたこと」 

東京大学大学院准教授 北村 友人 

この講演では、ＥＳＤの観点をスクールマネジメントに導入する意義を踏まえ、それを実践するみなと
みらい本町小学校の取組が報告された。 

この講演では、今年度推進校の児童生徒、教職員を対象に実施した調査の分析状況が報告された。 
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で知った割合が高いなど、ＥＳＤ推進校の取組の成果が、児童・生徒の知識・態度・行動という側

面や教員の意識や取組に現れている。また、ＥＳＤにホールスクールでの取組は、小中学校におい

てとても有効であることが分かってきている。 

一方で、環境・経済・社会の相互関連性や自分自身の行動とそれらの関連性への理解が低いこと

や、具体的な課題への態度に結びついていない可能性があること、グローバルな課題についての関

心・理解が十分ではないといったことが課題として考えられ、今後の充実が期待される。 

 

２ 実践報告 

（１）みなとみらい本町小学校教諭 赤岡 鉄矢 

４年生の活動「木のストロー プロジェクト」において、

川の水の調査やごみの分析といった、プラスチック製品に

関する調査をきっかけに、協働による木のストローの広報

活動に取り組んだ。協働することで社会の見方が変わり、

ＳＤＧｓのターゲットをより身近に感じて、大きな課題を

自分のこととして考えられるようになった。アンケートの

設問「家や地域の人に、自分たちの活動へ協力（参加）し

てもらえていますか」では、事前事後で肯定的な回答の割合が大きくなっており、児童が、多様な

他者とコミュニケーションをはかり、活動の価値に気付くことができてきている。 
 

（２）三保小学校教諭 横田 和之 

本校では、ＥＳＤにおいて育成を目指す「構成

概念」と「能力・態度」を学年別に重点化し、カ

リキュラム・デザインに取り組んでいる。例え

ば、４年生は「相互性」と「多面的、総合的に考

える力」としている。その結果、１年間という期

間で児童の変容を捉えることができた。「安心」

と「安全」の２つの視点をもって町の調査を行い、課題を設定して、解決方法を考えた。解決の取

組では、思考ツールを積極的に取り入れて思考を可視化し、つながりや関係性に目を向けられるよ

うにした。活動を通して、三保のまちを大切にする気持ちへの気付きを得て、森林伐採といった問

題を自分ごととして捉え、他者に訴えようと行動しようとする態度が高まった。 
 

（３）市ケ尾中学校教諭 安藤 大奈 

「市中から世界を変えよう」を合言葉に活動に取り組み、委員会の活動にＳＤＧｓ17 の目標を位

日 時 学校名 発表テーマ 

中尾小学校③ 5-1「私が伝えたいこと～資料が教えてくれる SDGs～」 

みなとみらい本町小 「自然大好き３年生」 

２月５日（金） 

13 時 30 分～14 時 20 分 

港南台第三小・東高 

動画発表 

永田台小学校 「この木なんの木気になる木～４の１樹木で輪和笑～ 

三保小学校④ 6-1「考えよう 世界の課題 見つけよう 三保の魅力」 

大門小学校①② 3-1「みりょく発信！瀬谷観光パンフレット」 

4-3「バイオプロジェクト」 

神奈川小学校 総合「浦島太郎について調べよう」 

 

Ⅱ 教職員の部（１月 30 日） 

77 人から参加申込みがあった。講演と実践報告、グループ協議、総括の構成で実施した。 

 

 

 

 

 

 

１ 講演 

（１）「SDGs 達成の担い手育成（ESD）とロジックモデルを用いたプログラム評価の実際」 

東洋大学教授 米原 あき ／ みなとみらい本町小学校 主幹教諭 高原 洋介 

みなとみらい本町小学校は、ＥＳＤで目指す資質・能力を取り入れた「学校教育目標」として、

【「みな」と「みらい」を創る子】を設定している。そして、協働型プログラム評価により、計画段

階から全体を捉え、「学校教育目標」の実現を目指してあらゆる活動を具体化している。さらに、Ｅ

ＳＤロジックモデルに具体化した活動の指標を設定して、成果の可視化に取り組んでいる。 

日々の教育活動は、「学校教育目標」と紐づいた「中間アウトカム」の実現を目指して取り組んで

おり、ＥＳＤの概念を可視化したことで職員間の共通理解が進み、地域や保護者にロジックモデル

を周知したことで協力体制も整い、活動にＥＳＤの視点を取り入れることが日常化してきている。

今年度の取組においても、アンケートの分析の結果、探求的な学びの定着やたてわり活動のよさに

気付きがみられている。 

 

（２）国連大学研究による ESD/GCED 調査結果から見えてきたこと」 

東京大学大学院准教授 北村 友人 

この講演では、ＥＳＤの観点をスクールマネジメントに導入する意義を踏まえ、それを実践するみなと
みらい本町小学校の取組が報告された。 

この講演では、今年度推進校の児童生徒、教職員を対象に実施した調査の分析状況が報告された。 
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第１回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年８月 28 日（金）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

神奈川小 幸ケ谷小 羽沢小 みなとみらい本町小 永田台小 南本宿小 相沢小 大門小  

三保小 恩田小 荏田西小 

本牧中 中和田中 小田中 西柴中 西本郷中 市ケ尾中 中川西中 

４ 内 容 

(1)事務局挨拶 

(2)講演 「ＶＵＣＡ社会に求められる探究×ＳＤＧｓ」 

    ～『国連・ＥＳＤの 10 年』の経験を活かし、ＳＤＧｓの本質に向き合う～ 

講師 東京都市大学 教授 佐藤 真久 氏 

(3)講演を基にしたグループ協議 

(4)まとめ 

 

 

 

 

 

 

＜第１回研修会 講演 アンケート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１回研修会振り返り（チャット）＞ 

・国際バカロレアのカリキュラムが参考になると感じました。 

・失敗や試行錯誤を私たちも子どもたちも恐れない。 

・今までやってきた活動を改めてＳＤＧｓの視点で捉え直す、整理する。 

・地域の課題からグローバルな視点へつなげていく仕掛けを考える。 

・子供たちが視野を広げる(広角性)ときに、ＳＤＧｓがヒントになる。 

・ＳＤＧｓは目標の一つになると感じた。 

・それぞれの問題のつながり、数カ年のつながりを意識する。 

・社会的情動的知性の世界の動向をもっと知りたい。資質能力ベースでＥＳＤがとどまってしまって

はつまらない。 

・探究の自立化のために、待つ。こどもたちの気づき、学びを「つなげる」工夫を考えたいです。 

・何か活動する際に、自分ごととして、自己課題をもって取り組んでいけるように、思考する時間を

もたせる。 

・まずは自分自身の変容が必要。大人の方が変われない。 

・ＳＤＧｓをつなげる。失敗、壁をもたせる 

・グローバルな問題を如何に個人の日々の行動の変容につなげていくか。 

・しかけて まって ほめる の循環が大切なのでは。マルチプル・インテリジェンスの考え方も参

考になるかもしれません。 

置づけている。例えば、海洋プラスチック問題についての取組か

ら、公募によるエコバッグ制作に取り組み、同じような活動をし

ている小学生とのオンライン交流をして活動の充実を図ったり、

自分たちにできることを考えるために、外部講師による「せっけ

ん教室」を実施したりしている。 

教科の学習においても、SDGs について理解を深める活動を積

極的に取り入れている。こうした活動を通して、自分たちの考え

や行動を積極的に発信し、広げていこうとする生徒の意識や行動

力の高まりを価値として引き出すことができた。 

（４）東高等学校教諭 平澤 香織 

イーストタイム（総合的な探究の時間）において、世界各国から

来日した留学生とオールイングリッシュで２日間活動するＧＣＣ

（Glocal Citizenship Camp）を実施した。実施前は、地球規模の

課題に対して高校生の自分にできることはないと考えたり、国よ

って課題が違うことを理由に話し合うことに消極的だったりする

傾向が見られた。実施後は、「世界の抱える課題は他人事ではなく、

自分たち高校生にもできることがある」と考えたり、「ＳＤＧｓを

目指して自分ができることから始めたい」と語ったりするなど大

きな変化がみられた。またアンケート調査から、ＳＤＧｓや世界の諸問題に

対する興味や関心のある生徒の割合が大きく増加し、他者と協働してそれら

を解決に導くことやコミュニケーション手段としての英語（語学）の重要性

を強く認識する契機となったことが読み取れた。生徒たちはイーストタイム

を軸として、グローバルな視野を持ちつつまずはローカルに行動（action）

し、自分自身を振り返る（reflection）ことを通して、再び世界の課題に向き合っている。これらが東

高校のＥＳＤの生み出した価値と考えている。 
 

３ グループ協議 

推進校教諭に事前にファシリテーターを依頼し、４人程度で実

施した。限られた時間であったが、感じたことを表現したり、意

見交換をしたり、情報共有をしたりすることができた。 
 

４ 講演・総括「各校の実践報告を受けての総括とこれからの社会に求められること」 

東京都市大学教授 佐藤 真久 氏 

今まさに、正解のない問いと共に生きる時代が到来している。物事の考え方が変わり「学び」の

作戦変更が求められている。コロナ禍だからこそのＥＳＤという視点において、変容への在り方の

認識は、何をすべきなのかという「Ｄｏ」からどうあるべきなのかという「Ｂｅ」に向き合うこと

が求められている。全体最適性の視点では、ホールスクール、ホールコミュニティアプローチの視

点が重要である。 

ＥＳＤに内在している意味を考えることが大切である。組

織や教職員、子どもの変容が連動しており、それらが地域の

変容そして日本・地球社会の変容に連動、連関している。 

これからの 10 年、様々な事象について「正しさの衝突」

が起きてくる。敢えて衝突させることで、価値規範やこれか

ら求められる「ものの捉え方」を促すことにもつながるであ

ろう。 

ＥＳＤに関する世界の最新の状況やその考え方を踏まえて、本会の総括を行った。 
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第１回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年８月 28 日（金）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

神奈川小 幸ケ谷小 羽沢小 みなとみらい本町小 永田台小 南本宿小 相沢小 大門小  

三保小 恩田小 荏田西小 

本牧中 中和田中 小田中 西柴中 西本郷中 市ケ尾中 中川西中 

４ 内 容 

(1)事務局挨拶 

(2)講演 「ＶＵＣＡ社会に求められる探究×ＳＤＧｓ」 

    ～『国連・ＥＳＤの 10 年』の経験を活かし、ＳＤＧｓの本質に向き合う～ 

講師 東京都市大学 教授 佐藤 真久 氏 

(3)講演を基にしたグループ協議 

(4)まとめ 

 

 

 

 

 

 

＜第１回研修会 講演 アンケート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１回研修会振り返り（チャット）＞ 

・国際バカロレアのカリキュラムが参考になると感じました。 

・失敗や試行錯誤を私たちも子どもたちも恐れない。 

・今までやってきた活動を改めてＳＤＧｓの視点で捉え直す、整理する。 

・地域の課題からグローバルな視点へつなげていく仕掛けを考える。 

・子供たちが視野を広げる(広角性)ときに、ＳＤＧｓがヒントになる。 

・ＳＤＧｓは目標の一つになると感じた。 

・それぞれの問題のつながり、数カ年のつながりを意識する。 

・社会的情動的知性の世界の動向をもっと知りたい。資質能力ベースでＥＳＤがとどまってしまって

はつまらない。 

・探究の自立化のために、待つ。こどもたちの気づき、学びを「つなげる」工夫を考えたいです。 

・何か活動する際に、自分ごととして、自己課題をもって取り組んでいけるように、思考する時間を

もたせる。 

・まずは自分自身の変容が必要。大人の方が変われない。 

・ＳＤＧｓをつなげる。失敗、壁をもたせる 

・グローバルな問題を如何に個人の日々の行動の変容につなげていくか。 

・しかけて まって ほめる の循環が大切なのでは。マルチプル・インテリジェンスの考え方も参

考になるかもしれません。 

置づけている。例えば、海洋プラスチック問題についての取組か

ら、公募によるエコバッグ制作に取り組み、同じような活動をし

ている小学生とのオンライン交流をして活動の充実を図ったり、

自分たちにできることを考えるために、外部講師による「せっけ

ん教室」を実施したりしている。 

教科の学習においても、SDGs について理解を深める活動を積

極的に取り入れている。こうした活動を通して、自分たちの考え

や行動を積極的に発信し、広げていこうとする生徒の意識や行動

力の高まりを価値として引き出すことができた。 

（４）東高等学校教諭 平澤 香織 

イーストタイム（総合的な探究の時間）において、世界各国から

来日した留学生とオールイングリッシュで２日間活動するＧＣＣ

（Glocal Citizenship Camp）を実施した。実施前は、地球規模の

課題に対して高校生の自分にできることはないと考えたり、国よ

って課題が違うことを理由に話し合うことに消極的だったりする

傾向が見られた。実施後は、「世界の抱える課題は他人事ではなく、

自分たち高校生にもできることがある」と考えたり、「ＳＤＧｓを

目指して自分ができることから始めたい」と語ったりするなど大

きな変化がみられた。またアンケート調査から、ＳＤＧｓや世界の諸問題に

対する興味や関心のある生徒の割合が大きく増加し、他者と協働してそれら

を解決に導くことやコミュニケーション手段としての英語（語学）の重要性

を強く認識する契機となったことが読み取れた。生徒たちはイーストタイム

を軸として、グローバルな視野を持ちつつまずはローカルに行動（action）

し、自分自身を振り返る（reflection）ことを通して、再び世界の課題に向き合っている。これらが東

高校のＥＳＤの生み出した価値と考えている。 
 

３ グループ協議 

推進校教諭に事前にファシリテーターを依頼し、４人程度で実

施した。限られた時間であったが、感じたことを表現したり、意

見交換をしたり、情報共有をしたりすることができた。 
 

４ 講演・総括「各校の実践報告を受けての総括とこれからの社会に求められること」 

東京都市大学教授 佐藤 真久 氏 

今まさに、正解のない問いと共に生きる時代が到来している。物事の考え方が変わり「学び」の

作戦変更が求められている。コロナ禍だからこそのＥＳＤという視点において、変容への在り方の

認識は、何をすべきなのかという「Ｄｏ」からどうあるべきなのかという「Ｂｅ」に向き合うこと

が求められている。全体最適性の視点では、ホールスクール、ホールコミュニティアプローチの視

点が重要である。 

ＥＳＤに内在している意味を考えることが大切である。組

織や教職員、子どもの変容が連動しており、それらが地域の

変容そして日本・地球社会の変容に連動、連関している。 

これからの 10 年、様々な事象について「正しさの衝突」

が起きてくる。敢えて衝突させることで、価値規範やこれか

ら求められる「ものの捉え方」を促すことにもつながるであ

ろう。 

ＥＳＤに関する世界の最新の状況やその考え方を踏まえて、本会の総括を行った。 
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第１回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校情報交換会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年９月 16 日（水）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

幸ケ谷小 羽沢小 みなとみらい本町小 永田台小 南本宿小 三保小 恩田小 

西本郷中 市ケ尾中 東高校 

４ 内容 

８月 28 日（金）に行った第１回研修会（オンライン）の内容をチャットの記録を基に振り返りな

がら、座談会形式で参加者の意見交流を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１回情報交換会資料（抜粋）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１回情報交換会振り返り（チャット）＞ 

・自分の学校の課題が見つかりました 

・各学校のＳＤＧｓの取組のアイデアを知りたかったです 

・高校生にとっても素直な気持ちややってみようという好奇心が大切です 

・中学校では、世界の課題を子どもたちが、自分ごととして捉えて、自らの行動を変えていくことが、

大切だと実感しました 

・対話をすることで、自分の学校で大事にしていることが見えました。ありがとうございました。 

・ＥＳＤについて各校がどのように捉えているか、勉強になりました。変容という言葉が多くあった

と思います。 

・自分にもできることがあるという自信をつけてほしいと考えています。 

・中学校や高校の目指す子どもの姿を知ることができました。小学校として、そこにつなげるために

豊かな経験を積ませることが大切だと感じました。 

・テレビドラマなどにもＳＤＧｓが出てくるようになって、子どもたちにとっても随分身近になって

きていると感じます。他校の実践を、色々知りたいです。 

・小、中、高と学びをつなぐことが大事だと改めて思いました。 

・また、教員の皆さんにはＥＳＤは特別なことではなく先生方の日々の教育活動そのものという点を

発信していきたいと考えています。 

・これからも小中学校との連続性を大切にしていきたいと考えています。 

・お互いの少し先の姿を見ることができてすてきですね。 

・小中学校と連携できたらとおもいます。 

令和２年度 第２回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年９月 30 日（水）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

神奈川小 幸ケ谷小 羽沢小 永田台小 相沢小 大門小 港南台第三小 三保小 恩田小 

本牧中 小田中 市ケ尾中 東高校 

４ 内容 

(1)趣旨説明 

(2)ロイロノート・スクールとＺｏｏｍを活用したポスターセッション体験 

講師 株式会社ＬｏｉＬｏ 上原 浩平 氏 

(3)まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２回研修会アンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２回研修会振り返り（チャット）＞ 

・ロイロについて学べました。ありがとうございました。グループご一緒した小中の先生方ありがと

うございました。引き続き宜しくお願いします。 

・大変勉強になりました。次回もよろしくお願いします。 

・児童・生徒同士の交流が大事 

・本日はありがとうございました。ロイロノートの使用方法も含めて、参考になりました。 

・初めてロイロを使いました。もう少し自分自身の学びが必要だと感じました！ 

・ロイロノート使ってみます。やってみないと分かりませんね。 

・とてもよい経験、学びになりました。ありがとうございました。 

・相沢小は、環境ジャーナリストの竹田さんと、オンラインでやりとりしました。 

・ロイロノートの使い方をこれからも学んでいく必要があると感じました。 

・将来的には外国の生徒と本校の生徒でオンラインミーティングをさせたい 

・大変勉強になりました。活用するために、自分自身の勉強も必要だとおもいました。 

・ロイロの使い方もっと勉強したいと思います。 

・ありがとうございました。ロイロについて勉強したいです。他校の取組も勉強になりました。 
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第１回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校情報交換会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年９月 16 日（水）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

幸ケ谷小 羽沢小 みなとみらい本町小 永田台小 南本宿小 三保小 恩田小 

西本郷中 市ケ尾中 東高校 

４ 内容 

８月 28 日（金）に行った第１回研修会（オンライン）の内容をチャットの記録を基に振り返りな

がら、座談会形式で参加者の意見交流を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１回情報交換会資料（抜粋）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１回情報交換会振り返り（チャット）＞ 

・自分の学校の課題が見つかりました 

・各学校のＳＤＧｓの取組のアイデアを知りたかったです 

・高校生にとっても素直な気持ちややってみようという好奇心が大切です 

・中学校では、世界の課題を子どもたちが、自分ごととして捉えて、自らの行動を変えていくことが、

大切だと実感しました 

・対話をすることで、自分の学校で大事にしていることが見えました。ありがとうございました。 

・ＥＳＤについて各校がどのように捉えているか、勉強になりました。変容という言葉が多くあった

と思います。 

・自分にもできることがあるという自信をつけてほしいと考えています。 

・中学校や高校の目指す子どもの姿を知ることができました。小学校として、そこにつなげるために

豊かな経験を積ませることが大切だと感じました。 

・テレビドラマなどにもＳＤＧｓが出てくるようになって、子どもたちにとっても随分身近になって

きていると感じます。他校の実践を、色々知りたいです。 

・小、中、高と学びをつなぐことが大事だと改めて思いました。 

・また、教員の皆さんにはＥＳＤは特別なことではなく先生方の日々の教育活動そのものという点を

発信していきたいと考えています。 

・これからも小中学校との連続性を大切にしていきたいと考えています。 

・お互いの少し先の姿を見ることができてすてきですね。 

・小中学校と連携できたらとおもいます。 

令和２年度 第２回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年９月 30 日（水）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

神奈川小 幸ケ谷小 羽沢小 永田台小 相沢小 大門小 港南台第三小 三保小 恩田小 

本牧中 小田中 市ケ尾中 東高校 

４ 内容 

(1)趣旨説明 

(2)ロイロノート・スクールとＺｏｏｍを活用したポスターセッション体験 

講師 株式会社ＬｏｉＬｏ 上原 浩平 氏 

(3)まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２回研修会アンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第２回研修会振り返り（チャット）＞ 

・ロイロについて学べました。ありがとうございました。グループご一緒した小中の先生方ありがと

うございました。引き続き宜しくお願いします。 

・大変勉強になりました。次回もよろしくお願いします。 

・児童・生徒同士の交流が大事 

・本日はありがとうございました。ロイロノートの使用方法も含めて、参考になりました。 

・初めてロイロを使いました。もう少し自分自身の学びが必要だと感じました！ 

・ロイロノート使ってみます。やってみないと分かりませんね。 

・とてもよい経験、学びになりました。ありがとうございました。 

・相沢小は、環境ジャーナリストの竹田さんと、オンラインでやりとりしました。 

・ロイロノートの使い方をこれからも学んでいく必要があると感じました。 

・将来的には外国の生徒と本校の生徒でオンラインミーティングをさせたい 

・大変勉強になりました。活用するために、自分自身の勉強も必要だとおもいました。 

・ロイロの使い方もっと勉強したいと思います。 

・ありがとうございました。ロイロについて勉強したいです。他校の取組も勉強になりました。 
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第３回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年 10 月 28 日（水）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

神奈川小 幸ケ谷小 永田台小 南本宿小 相沢小 大門小 三保小 恩田小 荏田南小 

本牧中 東高校 

４ 内容 

(1)趣旨説明 

(2)ロイロノート・スクールとＺｏｏｍを活用したワークショップ体験 

(3)まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３回研修会アンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３回研修会振り返り（チャット）＞ 

・話し合いのテーマが興味深かったので、ロイロをスムーズに使えたら、もっと有意義だったと思い

ました。 

・異校種の交流は、楽しい。 

・初めて使用しましたが、使い方がよく分かりました。子どもたちの方が操作や使い方をすぐに習得

するのではないかと思います。授業で活用できるように勉強します。 

・より効果的な使用方法が分かり、よかったです。 

・ロイロノートの使い方がまだまだ分かっておらず、研修本来の趣旨であるＥＳＤ推進校のみなさん

との情報共有や議論ができませんでした。勉強します。 

・まずは慣れていくことが大切だと思いました。ホスト側の準備（グループ分けなどが）大変そうだ

と思いました。 

・機械の操作に四苦八苦しましたが、とにかく触ってみるということが大切だと感じました。 

・子どもが使えるようになるには、かなり時間が掛かると思いました。今日は、みなさんと交流でき

てよかったです。ありがとうございました。 

・校種を超えた交流を楽しみに実践を積み重ねていきたいです。ありがとうございました 

・全員が使いこなせるまでは、かなりの時間を要すると思いましたが、授業の中で活用できたら便利

だなと思います。テーマについては、もっと話したかったです。ありがとうございました。 

第４回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（ハイブリッド） 

 

１ 日 時  2020 年 11 月 19 日（木）１５：３０～１６：４５ （受付：１５：１５～） 

２ 場 所  ニュースパーク（日本新聞博物館） ２階イベントルーム 

       横浜市中区日本大通 11 

３ 参加方法 会場へ集合または、Ｚｏｏｍ 

４ 参加校（下線はＺｏｏｍによる参加） 

神奈川小 幸ケ谷小 羽沢小 日枝小 中尾小 南本宿小 相沢小 大門小 港南台第三小 

三保小 恩田小 荏田西小 本牧南小 

中和田中 西柴中 西本郷中 市ケ尾中 中川西中 東高校 

５ 内容 

(1) ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の推進について事務局説明  

(2) ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校担当者の情報交流 

(3) 事務連絡 

 

 

 

 

 

 

 

＜第４回研修会（ハイブリッド） 事務局説明 情報交流＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第４回研修会振り返り（振り返りカード チャット）＞ 

・意見交流した学校と似た取組が多くて、色々参考になりました。 

・他校の取組を聞き、新規校としてこれからやるべき方向が少し見えてきました。個々の取組を全校

のものにしていくにはどうしたらいいかということが、本校の課題です。 

・他校でやっている取組などを知ることができ、とても参考になりました。 

・他校の先生と交流ができ、大変有意義な時間でした。本校の実践と重なることも多く、これまでや

ってきたことの意義が深まり、自信につながりました。 
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第３回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（オンライン） 

 

１ 日 時  2020 年 10 月 28 日（水）１５：３０～１６：４５ 

２ 参加方法 Ｚｏｏｍ 

３ 参加校 

神奈川小 幸ケ谷小 永田台小 南本宿小 相沢小 大門小 三保小 恩田小 荏田南小 

本牧中 東高校 

４ 内容 

(1)趣旨説明 

(2)ロイロノート・スクールとＺｏｏｍを活用したワークショップ体験 

(3)まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３回研修会アンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３回研修会振り返り（チャット）＞ 

・話し合いのテーマが興味深かったので、ロイロをスムーズに使えたら、もっと有意義だったと思い

ました。 

・異校種の交流は、楽しい。 

・初めて使用しましたが、使い方がよく分かりました。子どもたちの方が操作や使い方をすぐに習得

するのではないかと思います。授業で活用できるように勉強します。 

・より効果的な使用方法が分かり、よかったです。 

・ロイロノートの使い方がまだまだ分かっておらず、研修本来の趣旨であるＥＳＤ推進校のみなさん

との情報共有や議論ができませんでした。勉強します。 

・まずは慣れていくことが大切だと思いました。ホスト側の準備（グループ分けなどが）大変そうだ

と思いました。 

・機械の操作に四苦八苦しましたが、とにかく触ってみるということが大切だと感じました。 

・子どもが使えるようになるには、かなり時間が掛かると思いました。今日は、みなさんと交流でき

てよかったです。ありがとうございました。 

・校種を超えた交流を楽しみに実践を積み重ねていきたいです。ありがとうございました 

・全員が使いこなせるまでは、かなりの時間を要すると思いましたが、授業の中で活用できたら便利

だなと思います。テーマについては、もっと話したかったです。ありがとうございました。 

第４回 ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校研修会（ハイブリッド） 

 

１ 日 時  2020 年 11 月 19 日（木）１５：３０～１６：４５ （受付：１５：１５～） 

２ 場 所  ニュースパーク（日本新聞博物館） ２階イベントルーム 

       横浜市中区日本大通 11 

３ 参加方法 会場へ集合または、Ｚｏｏｍ 

４ 参加校（下線はＺｏｏｍによる参加） 

神奈川小 幸ケ谷小 羽沢小 日枝小 中尾小 南本宿小 相沢小 大門小 港南台第三小 

三保小 恩田小 荏田西小 本牧南小 

中和田中 西柴中 西本郷中 市ケ尾中 中川西中 東高校 

５ 内容 

(1) ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）の推進について事務局説明  

(2) ＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校担当者の情報交流 

(3) 事務連絡 

 

 

 

 

 

 

 

＜第４回研修会（ハイブリッド） 事務局説明 情報交流＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第４回研修会振り返り（振り返りカード チャット）＞ 

・意見交流した学校と似た取組が多くて、色々参考になりました。 

・他校の取組を聞き、新規校としてこれからやるべき方向が少し見えてきました。個々の取組を全校

のものにしていくにはどうしたらいいかということが、本校の課題です。 

・他校でやっている取組などを知ることができ、とても参考になりました。 

・他校の先生と交流ができ、大変有意義な時間でした。本校の実践と重なることも多く、これまでや

ってきたことの意義が深まり、自信につながりました。 
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本本報報告告書書のの執執筆筆・・作作成成協協力力（（第第 11章章以以外外））  

東京都市大学大学院 環境情報学研究科       教授 佐藤 真久 
（横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアムコーディネーター） 
東洋大学社会学部社会学科 大学院社会学研究科  教授 米原 あき  
（横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム委員） 
東京大学大学院教育学研究科           准教授 北村 友人 
東京大学大学院教育学研究科           特任助教 佐々木 織恵  
東京大学大学院教育学研究科           特任研究員 八木 恵理子  
 

 

横浜市立永田台小学校 
横浜市立幸ケ谷小学校 
横浜市立市ケ尾中学校 
横浜市立東高等学校 
横浜市立三保小学校 
横浜市立羽沢小学校 
横浜市立日枝小学校 
横浜市立恩田小学校 
横浜市立荏田西小学校 
横浜市立港南台第三小学校 
横浜市立南本宿小学校 
横浜市立みなとみらい本町小学校 
横浜市立大門小学校 
横浜市立中和田中学校 
横浜市立西本郷中学校 
横浜市立西柴中学校 
横浜市立神奈川小学校 
横浜市立白幡小学校 
横浜市立中尾小学校 
横浜市立相沢小学校 
横浜市立本牧中学校 
横浜市立小田中学校 
横浜市立中川西中学校                     

（2020 年度指定 23 校） 

本本年年度度のの EESSDD 推推進進校校  

編修・発行 横浜市教育委員会事務局学校教育企画部小中学校企画課 
横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム 

 
この冊子は FSC認証紙を使用しています。 
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